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本
邦
中
世
に
於
け
る
大
学
中
庸
の
講
誦
伝
流

に
つ
い
て

―

学
庸
の
古
鈔
本
並
に
邦
人
撰
述
注
釈
書
よ
り
見
た
る
——

阿

部

 

隆

ー

緒
 

言

大

学

•
中
庸
の
ニ
篇
を
礼
記
よ
り
表
章
し
て
四
書
の
一
と
な
し
、
経
書
の
地
位
を
確
立
せ
し
め
た
の
は
朱
子
で
あ
る
。
し
か
も
朱
子
学
 

の
綱
領
を
示
す
も
の
は
学
庸
で
あ
る
。
従
つ
て
我
が
国
の
学
庸
の
伝
流
を
尋
ね
る
こ
と
、
即
ち
朱
子
学
の
伝
来
を
迎
る
こ
と
に
外
な
ら
 

な
い
。
朱
子
学
伝
来
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
氏
の
説
が
区
.々
と
し
て
一
定
し
な
い
。
併
し
何
年
何
某
が
そ
れ
を
初
め
て
我
が
国
に
伝
え
た
 

が
を
探
り
断
定
す
る
こ
と
は
大
体
無
理
で
あ
る
。
要
す
る
に
鎌
倉
時
代
の
日
支
禅
僧
の
往
来
交
渉
師
資
相
承
の
間
に
伝
わ
り
、
初
め
禅
林
 

の
間
か
ら
漸
次
世
に
滲
透
し
た
も
の
で
、
仁
治
ニ
年
帰
朝
せ
る
聖
一
国
師
円
爾
の
将
来
本
の
中
に
は
、
晦
庵
大
学
中
庸
の
書
名
が
見
え
て
 

お
る
。
併
し
朱
子
学
が
漢
唐
古
注
学
に
対
し
、
新
学
或
は
新
注
と
し
て
意
識
的
に
講
究
さ
れ
出
し
た
の
は
鎌
倉
末
で
あ
る
。
即
ち
後
醍
醐
 

夫
皇
側
近
の
廷
臣
に
よ
る
玄
恵
法
印
を
師
と
す
る
有
名
な
新
学
講
筵
の
活
動
で
あ
る
。

宋
学
と
禅
宗
と
の
密
接
不
離
の
関
係
は
そ
の
成
立
以
来
の
因
縁
で
あ
る
が
、
我
が
国
に
於
て
も
、
南
北
朝
以
後
は
禅
僧
の
語
録
詩
文
の
 

中
に
、
学
庸
の
講
書
か
ら
得
た
素
養
を
思
わ
し
め
る
辞
章
が
次
第
に
多
く
反
映
さ
れ
、
義
堂
周
信
の
如
き
は
学
庸
を
提
げ
て
為
政
者
に
教



四

化
を
試
み
、
終
に
漢
唐
の
古
注
を
墨
守
し
た
博
士
家
に
も
新
注
が
浸
入
し
来
っ
て
、
清
原
家
の
如
き
は
早
く
か
ら
そ
の
講
説
を
開
く
に
至
 

っ
た
。
中
原
康
富
の
「
康
富
記
」
等
を
見
れ
ば
、
既
に
室
町
前
期
に
於
て
、
学
庸
は
従
来
の
孝
経
と
並
ん
で
、
紳
縉
子
弟
の
読
書
始
の
教
 

科
書
と
し
て
行
わ
れ
る
程
の
普
及
を
見
せ
て
お
る
。

朱
子
学
の
本
領
と
す
る
儒
学
再
興
の
革
新
的
な
清
風
は
、
建
武
中
興
の
前
後
を
渦
巻
く
革
新
的
機
運
を
映
発
す
る
当
時
の
新
学
派
の

一 

部
に
そ
の
微
兆
を
見
る
に
す
ぎ
ず
、
中
世
期
を
通
じ
て
の
学
庸
の
講
読
は
、
概
し
て
そ
の
学
風
に
於
て
は
、
依
然
と
し
て
漢
唐
注
疏
を
朱
 

注
元
明
末
疏
に
換
え
た
字
義
の
講
釈
に
終
始
し
て
お
る
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
鎌
倉
末
、
花
園
上
皇
は
新
学
に
対
し
透
徹
せ
る
御
理
解
を
 

薇
蓄
さ
れ
、
そ
の
得
失
を
甄
別
し
て
内
在
的
超
越
的
批
判
を
試
み
ら
れ
、
朱
子
学
伝
来
当
初
に
あ
っ
て
、
後
世
江
戸
期
の
鴻
儒
の
到
達
し
 

た
結
論
を
夙
に
余

蕰な
く
示
し
賜
ぅ
た
。
上
皇
の
御
見
識
は
群
山
を
懸
隔
し
て
高
く
天
空
に
孤
峰
と
聳
え
ら
れ
、
不
幸
層
雲
厚
く
峰
を
か
 

く
し
、
雲
霧
を
披
い
て
天
日
を
仰
ぐ
こ
と
は
庸
儒
の
能
く
す
る
所
で
は
な
く
、
御
学
風
は
永
く
そ
の
後
を
継
ぐ
者
が
な
か
っ
た
。

中
世
時
代
の
学
庸
講
書
の
情
況
に
っ
い
て
は
、
既
に
西
村
天
囚
博
士
の
「
日
本
宋
学
史
」
足
利
衍
述
氏
の
「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
学
」 

の
名
著
、
近
く
は
芳
賀
幸
四
郎
博
士
の
「
東
山
文
化
の
研
究
」

「
中
世
禅
林
の
学
問
お
ょ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
」
等
に
詳
か
で
あ
る
。 

併
し
学
庸
に
関
す
る
こ
の
時
代
に
成
立
し
た
専
著
の
撰
述
は
、
僅
に
残
っ
た
所
謂
る
仮
名
抄
の
外
は
極
め
て
乏
し
い
。
上
記
の
論
考
は
主
 

と
し
て
禅
僧
の
語
録
•
詩
文
集
、
紳
縉
の
日
乗
等
に
見
え
た
資
料
を
点
綴
し
、
少
し
く
仮
名
抄
を
利
用
し
た
考
察
で
あ
る
。
併
し
学
庸
を
 

当
時
如
何
に
誦
読
し
た
か
の
実
情
を
物
語
る
資
料
と
し
て
は
、
そ
の
当
時
書
写
し
使
用
さ
れ
た
学
庸
の
写
本
、
室
町
時
代
盛
に
な
っ
た
内
 

外
典
の
講
釈
筆
録
に
始
ま
っ
た
抄
物
に
若
く
も
の
は
な
い
。
学
庸
の
古
写
本
抄
物
の
調
査
は
足
利
氏
が
先
鞭
を
っ
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
 

殆
ど
進
ん
で
い
な
い
。
従
っ
て
筆
者
は
こ
\
に
、
先
行
の
論
考
と
は
や
\
考
究
の
方
法
を
変
え
、
慶
長
頃
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
学
庸
の
古
 

写
本
、
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
室
町
時
代
末
迄
に
将
来
さ
れ
特
に
当
時
の
書
入
れ
の
存
す
る
宋
元
版
及
び
慶
長
古
活
字
版
、
並
び



に
学
庸
に
関
す
る
室
町
時
代
末
ま
で
に
撰
述
さ
れ
た
邦
人
の
注
釈
書
類
を
調
査
資
料
の
対
象
に
選
び
、
そ
れ
等
の
現
存
本
を
全
国
に
博
く
 

捜
訪
し
、
そ
の
一
々
を
査
点
し
、
諸
本
間
の
脈
絡
を
貫
通
せ
し
め
て
、
そ
の
伝
系
を
考
え
、
以
て
日
本
儒
学
思
想
史
の
ー
側
面
を
明
か
に
 

し
よ
う
と
し
た
。
数
百
年
に
亘
っ
て
天
変
地
異
や
打
ち
連
な
る
兵
革
回
祿
の
人
災
を
免
れ
て
現
在
幸
に
残
っ
た
本
は
、
当
時
見
在
の
数
よ
 

り
見
れ
ば
正
に
九
牛
の
一
毛
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
以
上
の
資
料
に
限
定
し
て
考
察
を
試
み
た
本
稿
は
、

一
班
に
眼
を
奪
わ
れ
 

て
鵠
的
を
外
れ
ぬ
よ
う
意
を
用
い
た
が
、
中
世
時
代
学
庸
伝
誦
の
全
貌
を
如
実
に
反
映
叙
述
し
尽
し
得
た
と
は
必
し
も
保
し
難
い
。
中
世
. 

の
学
庸
の
遺
典
の
上
に
見
ら
れ
る
も
の
か
ら
、
具
体
的
に
当
時
の
講
学
の
史
的
推
移
の
経
緯
を
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
3
的
 

で
あ
る
。

一大学古鈔本

学
庸
章
句
は
朱
子
が
畢
生
の
心
力
を
傾
尽
し
た
所
で
、
当
時
そ
の
改
訂
に
力
め
て
易

篑に
至
る
ま
で
筆
を
止
め
ず
、
そ
の
年
譜
に
徴
す
 

る
に
、
臨
没
前
数
日
な
お
大
学
誠
意
章
を
改
め
た
と
。

こ
の
誠
意
の
章
の
更
定
が
朱
子
の
絶
筆
と
言
わ
れ
る
。
従
っ
て
定
稿
に
至
る
迄
幾
 

次
か
の
未
稿
本
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
現
在
四
書
集
註
に
は
二
種
の
テ
キ
ス
ト
が
伝
わ
る
。

一
は
宋
淳
祐
版
大
字
本
等
の
宋
元
槧
本
の
 

系
で
、
ニ
は
四
書
大
全
本
等
の
明
版
以
後
の
現
行
本
で
あ
る
。

こ
\
に
は
以
下
便
宜
上
前
者
を
旧
本
、
後
者
を
近
本
と
略
称
す
る
こ
と
に
 

し
よ
う
。
近
本
が
初
め
て
現
わ
れ
た
の
は
、
宋
の
興
国
の
刊
本
、
宋
末
の
建
安
の
祝
洙
の
四
書
附
録
に
始
ま
る
と
云
う
。
両
書
と
も
現
在
 

伝
わ
ら
な
い
が
、
元
の
倪
士
毅
の
編
に
な
る
四
書
輯
釈
に
引
く
所
に
よ
れ
ば
、

惟
祝
氏
附
録
本
、
文
公
適
孫
鑑
書
其
卷
端
云
、
四
書
元
本
、
則
以
鑑
向
得
先
公
晩
年
絶
筆
所
更
定
而
刊
之
興
国
者
為
拠
。

と
。
即
ち
興
国
刊
本
と
い
う
の
が
、
朱
子
絶
筆
の
更
定
本
だ
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
元
に
入
り
士
毅
の
師
陳
櫟
は
発
明
を
編
し
、
ま
た
四

五



書
考
異
ー
巻
を
撰
し
て
、
両
本
の
得
失
を
弁
じ
、
士
毅
は
先
師
に
従
い
、
近
本
を
定
本
と
な
し
た
。
永
楽
勅
編
の
四
書
大
全
が
士
毅
の
輯
 

釈

を

襲

勦
し
て
、
そ
れ
が
科
挙
の
官
撰
参
考
書
と
な
る
に
及
ん
で
、
旧
本
は
地
に
墜
ち
て
廢
れ
、
現
行
本
は
殆
ど
大
全
本
の
系
統
で
あ
 

る
。
併
し
、
祝
本
に
溯
源
す
る
近
本
が
果
し
て
朱
子
絶
筆
の
改
訂
定
本
で
あ
る
か
否
か
は
犬
に
議
論
の
分
れ
る
所
で
、
遽

か

に

定

め

_
 

い
。
両
本
の
異
同
に
っ
い
て
は
、
清
の
呉
志
忠
の
「
四
書
章
句
附
考
」

の
校
勘
記
に
詳
か
で
、

両
者
の
得
失
は
同
書
の
巻
首
に
附
し
た
 

「
四
書
章
句
集
注
定
本
辨
」
に
志
忠
の
父
英
が
近
本
の
偽
を
難
詰
弁
論
し
て
い
る
。

我
が
国
に
四
書
朱
註
が
渡
来
し
て
以
来
の
テ
キ
ス
ト
に
っ
い
て
は
、
既
に
足
利
衍
述
氏
が
「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
」
に
明
に
し
、
士

FI 

沢
義
則
博
士
に
「
我
が
国
に
於
け
る
学
庸
朱
註
の
二
分
流
」
(
「
国
語
説
鈴
」
収
)

の
論
文
が
あ
る
。
先
に
結
論
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
慶
長
 

時
代
迄
、
即
ち
儒
学
の
権
威
が
ま
だ
朝
廷
の
博
士
家
に
占
め
ら
れ
て
い
た
間
、
我
が
国
に
通
じ
て
行
わ
れ
た
の
は
、
旧
本
で
あ
る
。
江
戸
 

時
代
に
入
っ
て
学
風
が
一
変
し
て
、
明
の
朱
子
末
疏
が
流
行
す
る
に
っ
れ
て
通
行
し
た
の
は
大
全
本
系
の
近
本
で
、
爾
来
旧
本
は
漢
土
に
 

於
け
る
と
同
様
現
今
に
至
る
ま
で
顧
み
ら
れ
ず
、
そ
の
在
存
す
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
は
鎌
倉
時
代
将
来
さ
れ
た
こ
と
は
明
か
で
 

あ
る
が
、
伝
存
の
古
写
本
は
室
町
中
期
以
前
に
溯
る
も
の
が
な
く
、
そ
の
殆
ど
が
清
原
家
点
本
に
属
す
る
。

⑷

清原家本
(
甲
)

文
亀
三
年
清
原
宗
賢
加
点
永
正
ニ
年
小
槻
宿
禰
奥
書
本
 

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
■〔
近
世
初
〕
写
本
一
冊

改
装
、
茶
色
墨
流
し
古
表
紙
(
ニ

五

•
五

X

一
九
極
)
。
外

題

「
大
学
」
と
墨
書
。

烏

糸

欄

(
一
九
•
四

X
一

五

•
七
極
)
有
界
七
行
 

各
行
十
四
字
、
注
小
字
雙
行
。
朱
筆
に
て
ヲ
コ
ト
点
句
点
、
墨
筆
に
て
訓
点
振
仮
名
を
加
え
る
こ
と
詳
細
。
尾

に

「
宣
条
」
の
朱
印
あ
 

り
。
伏
原
家
旧
蔵
本
。
訓
点
中
所
々
、
伏

原

宣

条

(
寛
政
三
年
薨
)
が
、
左
右
両
傍
に
ニ
っ
以
上
の
読
み
方
の
あ
る
場
合
、
己
の
遵
ふ
方



r

「
条
从
」
、
或

は

「
条
」
と
注
記
し
て
送
り
仮
名
を
追
補
し
て
あ
る
。
奥
書
左
の
如
し
。

此
本
加
一
見
朱
墨
両
点
無
相
違
頗
可
謂
証
本
矣
\
文
亀
第
三
卯
月
初
十
清
三
位
入
道
常
益
桑
門
隠
徒
判
 

借
請
清
給
事
中
宣
賢
本
令
書
写
同
点
之
今
日
終
功
畢
\
永
正
ニ
年
五
月
十
九
日
左
大
史
小
槻
宿
禰
判
 

以
故
入
道
証
明
之
点
本
被
遂
其
功
訖
宴
為
後
葉
亀
鏡
而
已

\

給
事
中
宣
賢
判
 

天
理
図
書
館
蔵
永
正
十
三
年
秀
歌
書
写
単
経
本
一
冊

改
装
、
納
戸
鼠
色
地
空
押
亀
甲
繫
表
紙
(
ニ

七

•
五

X
ニ
o

•
五
極
)
、

表
紙
左
肩
に
室
町
末
の
筆
で
「
大
学
」
と
墨
書
。
裏
打
補
修
 

を
加
え
、
十
二
丁
。
字
面
高
さ
約
廿
四
榧
。
毎
半
葉
十
行
各
行
十
六
字
。
注
文
な
く
、
序

•
経
伝
の
み
。
朱
墨
両
様
の
筆
で
訓
点
を
附
し
 

ヲ
コ
ト
点
は
文
字
中
央
の
「
ノ
」
の
点
の
み
が
加
え
て
あ
る
。

本
文
同
筆
の
奥
書
に
、

永
正
十
三
年
六
月
仕
六
日
書
写
畢

写
点
本
之
奥
云
/
此
本
加
一
見
朱
墨
両
点
無
相
違
頗
/
可
謂
証
本
矣
\
文
亀
第
三
卯
月
初
十

\

桑
門
隠
徒
判
 

借
本
点
等
可
明
謂
由
奥
書
之
間
\
書
写
畢
 

永
正
十
四
年
二
月
廿
八
日
秀
歌

こ
の
本
は
前
掲
本
に
比
し
、
ヲ
コ
ト
点
を
送
仮
名
に
直
し
、
送
仮
名
に
ご
く
些
少
の
差
あ
る
以
外
は
ほ
^

一
致
す
る
。

神

宮

文

庫

蔵

〔
近
世
初
〕
写
本
一
冊

栗

皮

表

紙

(
ニ

七

•
八

>
<
ニ
〇
極
)
。
字
面
高
さ
約
廿

犍。

毎
半
葉
七
行
各
行
十
五
字
注
小
字
雙
行
。

「
興

聖

寺

g

」
(宇治
に
あ
 

り
)
「
江
藤
文
庫
」
(
江
藤
真
澄
)

の
蔵
印
、
尾

に

r

欽
賞
」

の
墨
書
と
そ
の
下
に
「
古
経
堂
」

の
印
が
捺
し
て
あ
り
、
釈
徹
定
の
旧
蔵
で



あ
る
。
廿
六
丁
。
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
墨
筆
訓
点
を
附
す
。

眉

上

に

「
四
書
詳
説
」
(
後
述
参
照
)

か
ら
特
に
各
章
意
を
明
か
に
し
た
注
を
抄
 

録
し
た
も
の
を
主
と
し
た
書
入
が
あ
る
。
こ
の
首
書
の
中
に
は
外
に
輯
釈
か
ら
の
孫
引
と
思
わ
れ
る
四
書
通

や
他
の
経
書
の
注
の
節

録

も

 

入
つ
て
い
る
。
奥

書

は

「
本
云
」
と
し
て
、
前
掲
^
^
大
蔵
本
と
同
文
。

神
宮
文
庫
に
は
別
に
雙
辺
七
行
の
古
活
字
本
あ
り
、
そ
れ
に
は
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
墨
筆
訓
点
が
移
写
さ
れ
、
そ
の
祖
の
点
本
の
奥
書
も
転
 

写
し
て
あ
る
。
そ
の
奥
書
は
永
正
ニ
年
小
槻
云
々
の
条
が
最
後
に
来
る
外
は
前
掲
京
大
本
の
そ
れ
と
同
文
で
、
そ
の
次
に
、

以
清
家
累
代
之
証
本
写
之
不
可
有
一
画
之
相
違
者
也
\
于
時
永
禄
亥
八
月
日

\

由
庵
\
行
正
力
(陰
刻
朱
印
)

と
。

こ
の
活
字
本
に
は
朱
序
の
部
分
に
は
四
書
通
義
そ
の
他
の
諸
注
を
抄
録
し
た
か
な
り
周
密
な
書
入
が
あ
る
。

こ
の
本
の
点
は
永
禄
齊
 

写
本
か
ら
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
〔
近
世
初
〕
写
本
一
冊

改
装
、
丹
色
渋
引
行
成
古
表
紙
(
ニ

七

•
五

X
ニ
ー
極
)
を
覆
表
紙
と
し
、
本
表
紙
は
本
文
共
紙
。
そ

れ

に

「
大
学
」
と
外
題
。
廿
七
 

丁
。
烏

糸

欄

(
二
ニ

X

一
八
極
)
有
界
七
行
各
行
十
七
字
注
小
字
雙
行
。
墨
訓
点
朱
点
朱
引
を
附
し
ヲ
コ
ト
点
は
加
え
て
な
い
。
奥
書
に
 

此

加

一

見

…

…

文

亀

三

…

…

桑

門

隠

徒

判

 

以
故
入
道
証
明
…
…
清
三
位
入
道
宗
尤

\

給
事
中
宣
賢
判

借
請
給
事
中
宣
賢
本
.
.
氷
正
ニ
年
五
月
十
九
日
大
宮
官
務
時
元
左
大
史
小
槻
宿
禰
判
(
以
上
省
略
の
文
は
京
大
蔵
本
と
同
文
)

永
禄
ニ
年
十
月
十
九
日
本
書
併
点
句
読
一
筆
了
功
\
遁
白
 

元
和
七
年
五
廿
六
日

後
表
紙
の
見
返
に
「
加

修

補

訖

嘉

永

六

f

歳
八
月
二
日
\
正
三
位
侍
従
ト
良
熙
」

の
識
語
が
あ
る
。
即
ち
本
書
は
宣
賢
の
実
家
た
る



吉
田
家
旧
蔵
本
で
あ
る
。

以
上
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
、
文
亀
三
年
に
清
原
宗
賢
(
業
忠
の
子
、
宣
賢
の
養
父
)
が
加
点
し
た
証
本
を
、
小

槻

宿

禰

(
時
元
)
が
宣
 

賢
か
ら
借
り
請
け
て
、
永
正
ニ
年
に
書
写
し
、
そ
れ
に
宣
賢
が
加
証
を
与
へ
た
清
家
本
か
ら
の
転
写
で
あ
る
。
清
原
家
で
学
庸
章
句
を
講
 

じ
た
の
は
、
何
時
に
始
ま
る
か
明
か
で
な
い
が
、

清

原

良

賢

(南
北
朝
末
か
ら
応
永
間
)
•
業
忠
は
度
々
此
を
講
じ
て
お
る
か
ら
、
か
な
 

り
前
に
証
本
が
成
立
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
併
し
、
現
在
は
宗
賢
点
本
よ
り
先
行
す
る
清
家
本
が
伝
ら
な
い
。

(
乙
)

清
原
宣
賢
加
点
本

京
都
大
学
附
属
図
書
館
(
清
原
文
庫
)
蔵
永
正
十
一
年
清
原
宣
賢
手
写
加
点
本
一
冊

茶

褐

色

表

紙

(
ニ

七

•
四

X
ニ
ー
極
)
、
表
紙
左
肩
の
貼
題
簽
に
「
大

学

全

」

(
他
筆
)
と
墨
書
。
首

に

「
船
橋
蔵
書
」

「
東
」
の
朱
 

印
あ
り
。
廿
七
丁
。
烏

糸

欄

(
ニ
◦
•
三

>
<
ー
七
ニ
ー

喱)
有
界
七
行
各
行
十
四
字
注
小
字
雙
行
。
初
葉
欄
外
右
下
端
に
宣
賢
の
自
署
あ
 

り
。
全
巻
に
亘
っ
て
、
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
•
句

点

•
四
声
点
、
墨
筆
の
訓
点
を
加
え
る
こ
と
甚
だ
精
密
で
、
所
々
行
間
に
音
義
注
反
切
を

傺 

書
。

こ
の
音
注
は
殆
ど
四
書
輯
釈
の
そ
れ
に
合
っ
て
お
る
。
巻
末
奥
書
に
日
く
、

永
正
十
一
年
十
月
廿
二
日
以
唐
本
終
書
写
之
功
即
加
朱
墨
訖

少
納
言
清
原
朝
臣
(
花
押
)

il-ョ

ー

曼

I

大

永

四

•
七

廿

七

八

月

二

日

|

大

永

五

八

九

同

十

二

日

|

天
文
十
六
 

|
天
文
十
七

11
J HP
S
> 

I

同
四
三
日
ヶ
度
講
之
 

I

同

十

五

日

三

ヶ

度

講

之

ー

於

越

州

私

宅

講

之

ー

於

越

州

一

乗

谷

安

養

寺

講

之

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
祖
本
は
唐
本
と
あ
る
が
、
そ
れ
が
如
何
な
る
本
で
あ
っ
た
か
は
明
か
で
な
い
。
併
し
本
手
写
本
の
テ
キ
ス
ト
は
 

旧
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
輯
釈
や
大
全
本
系
の
明
板
で
は
な
く
、
宋
元
板
の
類
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
宣
賢
の
大
学
章
句
の
手
写
本
 

は
こ
の
永
正
本
以
外
に
、
此
よ
り
も
後
年
の
写
に
か
\
る
と
思
わ
れ
る
後
に
解
説
す
る
国
字
解
の
自
筆
稿
本
「
大
学
聴
塵
」
が
存
し
、
そ



点

も

そ

の

経

文

の

点

は

、

頼

業

以

来

累

葉

の

礼

記

の

点

に

対

照

す

る

と

、

ほ

<:ー
致
し
、

そ

れ

に

因

循

し

来

つ

て

い

る

こ

と

が

判

明

す

 

る

。

そ

の

朱

注

の

訓

点

も

経

文

同

様

王

朝

以

来

の

博

士

家

の

訓

法

に

遵

つ

て

読

ん

だ

も

の

で

、
殆

ど

完

備

し

た

も

の

で

あ

る

。

併

し

礼

記

 

は

鄭

玄

注

に

よ

り

、

学

庸

は

朱

注

に

よ

る

。

学

庸

の

点

は

可

及

：g

に

朱

注

に

即

し

て

幾

分

改

め

て

あ

る

が

、

ま

だ

朱

注

に

柢

牾

す

る

I
M

 

み

方

を

極

め

て

僅

か

な

が

ら

残

し

て

お

る

。

こ

の

齟

齬

に

つ

い

て

は

宣

賢

は

既

に

気

づ

い

て

お

つ

た

。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、

宣
賢

晚年
の
 

講

義

と

筆

者

は

推

定

す

る

後

掲

.の

大

学

抄

(
淸

家

大

学

抄

甲

本

)

の

中

に

次

の

よ

ぅ

な

記

事

を

見

出

す

。

伝

の

首

章

の

「
大

甲

日

、

顧

謖

 

夫

之

明

命

」

の

条

に

、

朱

子

は

音

汗

に

「
諧

市

足

字

」

と

、

ま

た

「
顧

謂

常

ほ

在

之

也

、

謁

猶

此

也

、

或

日

審

也

云

々

」

と

注

す

る

。

従

京都大学附属図書館蔵清原宣賢手写手点大学章句
れ

に

は

経

注

共

に

全

載

し

、

詳

細

な

点

が

加

え

て

あ

る

。

点
は
 

両

本

と

も

変

り

は

な

い

。

宣

賢

は

諸

経

書

に

亘

つ

て

、
清

原

家

 

の

家

本

に

改

点

を

加

え

、

そ

の

定

本

を

刊

定

し

た

。

併
し
こ
の
 

宣

賢

点

を

前

掲

の

宗

賢

点

に

比

較

す

る

と

、
送

り

仮

名

に

於

て

、 

些

末

の

点

で

は

、

僅

少

で

は

あ

る

が

、
多

少

の

出

入

異

同

省

略

 

の

相

違

が

見

ら

れ

る

が

、
本

質

に

於

て

は

殆

ど

差

異

を

認

め

難

 

い
と言
つ

て

ょ

い

。

宣

賢

も

累

代

の

家

点

本

を

殆

ど

そ

の

ま

、
 

襲

承

し

た

も

の

と

見

え

る

。

そ

れ

も

清

家

が

独

力

で

加

点

し

た

 

と

言

ぅ

ょ

り

は

、
鎌

倉

以

来

次

第

に

成

立

し

た

諸

家

の

点

を

整

 

斉

し

た

と

見

る

べ

き

で

あ

ろ

ぅ

。

学

庸

は
も
と
-
礼̂

記

中

の

ー

篇

で

あ

る

か

ら

、

こ
の清
家

〇



の
清
家
点
は
「
顧
ミ
テ
天
ノ
明
命
ヲ
謁
ト
ス
」
と
訓
ず
る
に
つ
き
、
抄
に
日
く
、

太
甲
日
！
、
先
王
ト
云
字
力
ア
ル
ソ
、
顧
謁
一一天
之
明
命
一
、
点
チ
ヤ
ガ
心
得
ヌ
ソ
、
顧

n

是
天
之
明
命
一
ト
云
心
ソ
、
天
ノ
与
へ
，
タ
明
徳
 

ノ
処
二
心
ヲ
付
テ
ミ
レ
ハ
明
ナ
ソ
、
心
ヲ
付
テ
見
テ
其
事
ニ
功
ヲ
積
テ
、
心
.ヲ
余
ニ
移
サ
ヌ
処
ソ
、
是
モ
尙
書
篇
也
、
天
ノ
明
命
ト
云
 

ハ
、
明
徳
ソ
、
.天
カ
ラ
人
ニ
此
徳
ヲ
命
令
ス
ル
心
ソ
、
人
ノ
方
カ
ラ
ハ
、
天
ヨ
リ
得
タ
徳
チ
ヤ
程
ニ
、
明
徳
ソ
、
是
天
明
命
ヲ
顧
ル
ト
 

云
ハ
、
虱
ヲ
見
テ
車
輪
ノ
如
ク
ナ
ト
云
タ
ヤ
ウ
ニ
、
余
之
心
ヲ
迂
サ
ヌ
処
ソ
、
，又
謁
審
也
、

顧

祥

ヨ

ム

義

ハ

悪

ソ

、
住
在
之
々

C

 

明
命
ノ
処
ソ
、
明
徳
ソ
、
何
ト
シ
テ
古
点
ハ
ヨ
ウ
タ
ヤ
ラ
ウ
知
ヌ
ソ

と
。
併
し
、
宣
賢
の
点
本
の
い
ず
れ
を
見
て
も
所
謂
る
古
点
に
従
つ
て
い
て
、
指
摘
の
如
く
改
め
て
い
な
い
。

こ
の
ょ
ぅ
な
こ
と
は
中
庸
 

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
の
は
後
で
言
及
し
た
い
。
宣
賢
も
正
式
の
家
本
と
し
て
は
妄
り
に
家
点
を
改
め
な
か
つ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
の
宣
賢
点
本
が
定
ま
っ
て
以
来
、
学
庸
に
於
て
も
清
家
証
本
が
我
が
国
の
経
学
界
の
最
高
権
威
と
仰
が
れ
、
室
町
後
期
か
ら
近
世
初
 

に
至
る
間
大
学
中
庸
の
諸
本
は
殆
ど
そ
の
埒
外
を
出
な
い
。
以
下
解
説
す
る
現
存
大
学
古
写
本
類
は
そ
の
訓
点
は
写
本
の
性
格
上
些
少
の
 

省
略
出
入
の
差
が
相
互
に
見
ら
れ
る
の
は
免
れ
な
い
が
、

い
ず
れ
も
宣
賢
点
に
準
拠
し
た
清
家
本
に
属
す
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔
室
町
後
期
〕
写
本
一
冊
'

後
補
の
香
色
地
空
押
行
成
表
紙
(
ニ
七
X
ニ

ニ

•
五
極
)
。
元
表
紙
は
本
文
共
紙
、
そ
の
左
肩
に
「
大
学
」
と
題
書
。
「
吉
田
神
社
社
司
 

中
臣
隆
啓
朝
臣
之
章
」

「
鈴
鹿
氏
」
の
蔵
印
記
が
巻
初
に
あ
り
。
廿
七
丁
。
字
面
高
さ
約
ニ
ー
•
五
粳
。
毎
半
葉
七
行
各
行
十
四
字
注
小
 

字
雙
行
。
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
、
朱
筆
訓
点
四
声
点
を
附
す
。
奥
書
に
、

禀
逍
遙
禅
定
内
相
厳
命
仰
息
男
業
賢
令
書
写
\
以
累
家
祕
説
点
進
之
此
篇
入
徳
之
初
門
也
止
\
善
之
奥
室
也
最
可
服
膺
而
已
/

従
三
位
行
侍
従
清
原
朝
臣
宣
賢



ニ
ー

本
写
本
は
宣
賢
が
三
条
西
実
隆
の
命
に
ょ
っ
て
、
長
男
業
賢
に
書
写
せ
し
め
、
祕
点
を
加
え
て
進
め
た
も
の
\
転
写
本
で
あ
る
。
書
陵
 

部
並
に
諸
氏
の
目
録
•
論
考
に
こ
の
本
を
こ
の
奥
書
の
原
本
の
如
く
録
し
て
い
る
が
、
筆
蹟
は
宣
賢
業
賢
の
そ
れ
で
は
な
く
、
そ
の
頃
ょ
 

り
あ
ま
り
降
ら
な
い
頃
の
移
写
に
か
\
る
。

曼
殊
院
蔵
三
条
西
実
隆
書
写
本
一
冊

水
色
地
に
金
泥
水
辺
草
花
文
様
鳥
の
子
紙
表
紙
(
ニ
七
X
ニ

ー

•
五
®
)
。
見
返
し
金
砂
子
散
し
、
大
和
綴
。裏
打
補
修
が
加
え
て
あ
る
" 

首
葉
に
鐘
形
の

r

曼
殊
図
書
之
印
」
の
蔵
印
あ
り
。
字
面
高
さ
約
二
三
極
。
毎
半
葉
六
行
各
行
十
六
字
注
小
字
雙
行
。
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
墨
 

筆
の
訓
点
詳
細
。
墨
付
廿
九
丁
。
巻
末
奥
書
に
、

右
一
冊
者
逍
遙
院
前
内
相
府
真
\
迹
也
虎
爪
垂
露
可
謂
黄
絹
幼
婦
\

一
覧
之
次
 

曼
殊
院
宮
奥
書
御
所

\

望
之
間
堅
命
依
難
辞
拭
老

禿
齢
七
十
九

淚
染
禿
毫
\
以
記
之
而
已
/
 

天
正
歳
舎
壬
辰
夷
則
下
旬
権
中
納
言
兼
成
 

と
。
権
中
納
言
兼
成
は
三
条
西
公
条
の
男
で
あ
る
が
、
出
で
て
水
無
瀬
英
兼
の
跡
を
嗣
い
た
。
本
写
本
は
実
隆
の
堂
々
た
る
筆
写
本
で
、 

清
家
点
を
忠
実
に
加
え
て
あ
る
。
実
隆
が
大
学
を
書
写
し
た
こ
と
に
っ
い
て
は
、

「
実
隆
公
記
」
明
広
六
年
五
月
十
九
日
の
条
に
「
甘
露
 

寺
中
納
言
入
来
、

…
…
大
学
料
帋
携
之
、
予
可
染
筆
之
由
、
所
望
也
」
、
翌
年
八
月
十
四
日
、
「
大
学
終
書
写
功
、
遣
甘
露
寺
中
納
言
許
、 

則
称
礼
来
」
と
い
ぅ
記
事
が
見
え
る
。
勿
論
所
掲
本
が
そ
れ
に
該
当
す
る
の
か
、
ど
ぅ
か
は
分
ら
な
い
。

陽

明

文
庫
蔵

c

室
町
末
近
世
初
間
〕
写
本
一
冊

縹

色

表

紙

(
二

八

•
五

X
ニ

ー

•
五
極
)
。
そ
の
左
肩
の
貼
題
簽
に
「
朱

氏

註

大

学

全

」
と
。
烏
糸
欄
(
ニ

ー

•
五

>
<
ー
七
*
ー
ー
糖
)
 

有
界
六
行
各
行
十
三
字
注
小
字
雙
行
。

ヲ
コ
ト
点
は
附
さ
ず
、
朱
点
朱
引
墨
筆
訓
点
を
附
す
。
四
ニ
丁
。
巻
首
に
、

「
陽
明
蔵
」

の
朱

 

印

。



本
書
は
朱
序
に
の
み
倪
士
毅
の
輯
釈
注
を
雙
行
に
挿
入
し
て
あ
る
。
当
時
は
講
書
に
際
し
て
序
に
特
に
重
き
を
お
い
た
の
で
、
そ
れ
が
 

漸
次
序
に
だ
け
広
く
依
準
さ
れ
た
疏
類
を
挿
入
す
る
テ
キ
ス
ト
の
一
形
式
が
生
じ
、
古
く
は
隋
の
劉
炫
の
述
議
を
孔
序
に
節
録
挿
入
し
た
 

文
孝
経
直
解
の
類
で
あ
る
。
本
写
本
は
こ
ぅ
し
た
当
時
の
講
学
の
慣
習
か
ら
起
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
一
類
型
で
あ
る
。
本
写
本
輯
釈
注
に
 

竄
入
の
存
す
る
.こ
と
は
後
述
に
譲
る
。
前

記

の

「
顧
謁
天
之
明
命
」
を
清
家
点
系
の
中
で
こ
の
本

の

み

が

「
謁
の
天
の
明
命
を
顧
み
る
」 

と
訓
ん
で
お
る
。
序
に
輯
釈
注
を
挿
入
す
る
こ
と
と
言
え
、
本
写
本
は
室
町
末
近
世
初
に
現
れ
た
清
家
本
の
一
変
形
と
見
な
す
べ
き
で
あ
 

ろ
ぅ
か
。
或
は
こ
の
写
本
は
訓
点
の
み
ほ
乂
清
家
点
に
よ
っ
て
附
し
た
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

清
家
点
本
に
属
す
る
筆
者
未
見
本
に
成

篑堂
文
庫
蔵
室
町
末
写
本
大
学
中
庸
ニ
冊
、
内
藤
湖
南
博
士
旧
蔵
武
田
長
兵
衛
氏
蔵
慶
長
十
八
 

年
識
語
写
本
一
冊
が
存
す
る
。
前
者
は
、

「
成

篑堂
文
庫
善
本
書
目
」
に
よ
れ
ば
、

「
毎
冊
尾
に
天
正
元
年
清
原
枝
賢
手
識
あ
り
、
即
ち
 

枝
賢
が
快
盛
律
師
の
為
に
累
家
の
祕
本
を
書
写
せ
し
め
た
る
も
の
、
清
家
訓
点
井
に
乎
古
止
点
を
施
し
た
り
。
」
と
。

後
者
は
、

r

恭
仁
 

山
荘
善
本
書
影
」
掲
載
の
起
止
二
葉
の
書
影
に
よ
れ
ば
、
巻

尾

(
恐
ら
く
遊
び
紙
か
後
表
紙
裏
な
る
べ
し
)

に

「
釈
迦
院
常
住
」
の
識
語
 

と
別
筆
の
慶
長
十
八
年
云
々
等
の
殆
ど
落
書
に
等
し
い
墨
書
が
あ
る
。
本
文
は
写
真
だ
け
の
判
断
で
は
正
確
を
期
し
難
い
が
、
慶
長
十
八
 

年
よ
り
や
X
古
い
書
写
で
あ
ろ
ぅ
。
附
訓
は
首
半
葉
の
書
影
か
ら
見
る
と
清
家
点
で
あ
る
。

更

に

「
成
簧
堂
善
本
書
目
」
に
は
、
室
町
写
本
大
学
章
句
一
帖
を
録
し
、
そ
の
解
説
に
、

有
界
八
行
十
八
字
。
注
雙
行
書
写
。
朱
墨
点
並
に
頭
注
•
傍
注
を
施
せ
り
。
巻

末

に

「
御
本
云
明
応
七
年
五
月
廿
三
日
受
大
外
記
師
富
 

朝
臣
1
1|説
畢
小
納
言
章
長
」
の
識
語
あ
れ
ど
、
本
書
は
稍
後
の
移
写
な
る
可
し
。
別
に
、
同

睾

に

て

「
主
三
慶
」
の
識
語
あ
り
。
新
井
 

島
田
両
氏
旧
蔵
。

と
。
室
町
時
代
に
入
る
と
菅
原
•
中
原
両
家
と
も
、
経
書
は
清
原
家
の
説
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
家
本
訓
説
も
相
互
に
区
別
が
っ

ニ
ニ



一
四

き
難
く
な
っ
て
お
る
。
特
に
中
原
家
は
清
原
良
賢
•
業
忠
に
学
庸
の
講
説
を
聴
い
て
お
る
か
ら
、
本
写
本
は
恐
ら
.く
清
家
本
の
一
種
で
あ
 

ろ
う
。

「
主
三
慶
」
と
あ
る
は
三
十
郎
で
、
清
原
枝
賢
の
門
人
で
あ
る
。

大
江
文
城
氏
は
「
本
邦
四
書
訓
点
並
に
注
解
の
史
的
研
究
」
中
に
、

一
休
和
尙
の
徒
子
天
紹
育
禅
師
の
書
写
に
か
i
る
大
徳
寺
真
珠
庵
 

蔵
の
延
徳
頃
写
大
学
章
句
一
冊
を
紹
介
さ
れ
た
。
同
庵
の
話
で
は
、
今
こ
の
写
本
は
蔵
書
中
に
見
当
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
江
氏
 

の
調
査
に
ょ
る
と
、
同
本
の
訓
点
は
送
り
仮
名
に
多
少
の
差
異
は
あ
る
が
、
清
家
点
と
は
大
同
小
異
の
ょ
う
で
あ
る
。
博
士
家
点
に
則
っ
 

た
も
の
で
あ
る
。

次
に
列
挙
す
る
古
活
字
本
大
学
章
句
は
い
ず
れ
も
、
旧
本
の
テ
キ
ス
ト
を
飜
印
し
た
も
の
で
'、
恐
ら
く
清
家
本
を
底
本
と
し
た
も
の
で
 

現
存
本
の
殆
ど
全
部
が
清
家
点
を
移
写
し
た
書
入
を
存
し
て
お
る
。

慶
長
四
年
刊
勅
版
単
経
本
(
陽
明
文
庫
蔵
、
清
家
点
の
移
写
あ
り
)

今
関
正
運
刊
第
一
種
本
(
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
、
清
原
秀
賢
蔵
印
、
清

家

点

•
頭
注
傍
注
に
清
家
抄
か
ら
の
抄
録
あ
り
)

同

第

二

種

本

(
成

篑堂
文
庫
、
神
宮
文
庫
、
天
理
図
書
館
蔵
)

無
刊
記
左
右
雙
辺
有
界
七
行
十
七
字
本
(
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
、
清
家
点
の
移
写
、
前
掲
秀
賢
書
入
に
類
似
の
書
入
あ
り
)

㈣

桂
庵
刊
延
徳
本
大
学

桂
庵
玄
樹
が
文
明
十
年
島
津
家
の
礼
聘
に
応
じ
て
鹿
児
島
に
入
っ
て
教
化
を
施
し
て
以
来
、
近
世
初
の
文
之
玄
昌
に
至
る
迄
、
程
朱
の
 

学
を
奉
じ
た
特
異
の
学
風
が
薩
南
に
起
り
、
そ
の
新
註
の
訓
法
は
文
之
点
と
し
て
江
戸
初
期
の
儒
学
界
に
多
大
の
寄
与
を
な
し
た
経
緯
は
 

諸
氏
の
論
述
に
明
か
で
あ
る
。
文
明
十
三
年
六
月
桂
庵
が
島
津
家
の
国
老
伊
地
知
童
貞
と
謀
っ
て
朱
子
大
学
章
句
を
上
梓
し
た
の
は
、
我
 

が
国
の
四
書
新
註
開
板
の
嚆
矢
で
あ
る
。
併
し
こ
の
文
明
版
大
学
は
不
幸
今
伝
ら
な
い
。

こ
の
板
木
が
水
火
兵
革
の
惨
に
あ
っ
て
毀
れ
た



の
か
、
そ
の
後
十
二
年
を
経
た
延
徳
四
年
(
こ
の
歳
明
応
と
改
元
)
に
至
っ
て
桂
樹
禅
院
に
於
て
再
栗
を
見
た
。
此
が
延
徳
本
大
学
と
称
 

.さ
れ
、
故
天
囚
西
村
時
彥
博
士
蔵
本
が
海
内
の
孤
本
と
し
て
喧
伝
さ
れ
、
今
大
阪
大
学
文
学
部
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
宝
重
せ
ら
れ
る
。 

筆
者
は
不
幸
に
し
て
未
だ
こ
の
本
に
眼
福
を
恵
ま
れ
る
機
を
逸
し
て
い
る
が
、
幸
に
天
囚
博
士
は
嘗
て
大
正
十
三
年
此
を
コ
ロ
タ
ィ
プ
版
 

に
印
行
し
て
世
に
頒
た
れ
た
の
で
、

こ
の
影
印
本
に
よ
っ
て
解
説
す
る
。
博
士
は
同
書
の
卷
跋
解
題
中
に
日
く
、 

是
書
。
按
卷
尾
猶
存
重
貞
文
明
辛
任
初
刻
識
語
三
十
字
。
次
有
延
徳
壬
子
再
刊
識
語
十
ニ
字
。
匡
郭
横
四
寸
ニ
分
。
竪
五
寸
三
分
。
四
 

周
単
辺
、
行
間
無
界
。
板
心
有
大
学
二
字
。
連
朱
子
序
与
正
文
。
計
三
十
五
葉
。
毎
半
葉
八
行
。

々
十
五
字
。

々
k

三
分
余
。
註
字
与
 

経
同
。
内
閣
影
鈔
本
首
尾
猶
完
好
。
是
本
則
第
十
三
葉
至
第
十
六
葉
。
係
後
人
補
写
。
訓
点
亦
後
人
所
加
。
而
蠢
蝕

汙損
。殊
為
可
惜
。 

彥
因
欲
更
獲
一
善
本
。
訪
求
多
年
。
遂
不
能
得
。
則
知
是
書
為
海
内
孤
本
。
可
不
宝
重
哉
。
嘗
竊
以
謂
。
是
書
版
式
与
今
本
異
。
宇
大
 

悦
目
。
必
有
所
本
也
。
既
而
読
清
陳
仲
魚
経
籍
跋
文
所
載
宋
淳
祐
本
四
書
跋
。
引
大
学
序
末
原
跋
云
。
経
註
字
等
。
実
便
観
読
。
又
云
。 

毎
葉
十
六
行
。

々
十
五
字
。
註
作
大
字
。
低
一
格
。
並
与
是
書
合
。
陳
氏
以
今
本
対
校
。
其
命
維
新
。
淳
祐
本
作
惟
新
。
古
之
欲
明
明
徳
 

註
。
欲
其
必
自
慊
。
作
欲
其
一
於
善
。
此
以
没
世
不
忘
也
。
註
詠
歎
淫
佚
。
作
淫
液
。
是
書
皆
与
今
本
同
。
而
先
慎
乎
徳
註
。
先
慎
作
 

先
謹
。
避
宋
朝
諱
。
則
与
淳
祐
本
合
。
可
知
是
書
依
倣
淳
祐
本
。其
経
註
異
文
。
従
通
行
本
而
改
之
。
而
慎
作
謹
者
。
則
仍
存
宋
本
之
旧
 

矣
。
其
字
極
精
。
往
々
用
碑
帖
体
。
先
生
審
定
以
為
桂
菴
手
筆
。
今
観
巻
尾
再
刊
識
語
。
楷
法
遒
美
。
与
経
註
正
文
出
於
一
手
。
可
謂
 

其
言
不
誣
矣
。
嗚
呼
是
書
存
淬
祐
大
字
本
面
目
。
而
桂
菴
真
蹟
。
独
頼
是
書
而
伝
。
豈
不
重
可
珍
重
耶
。

と
。
本
書
巻
尾
の
刊
記
に
、

文
明
竜
集
辛
丑
夏
六
月

\

左
衛
門
尉
平
氏
伊
地
知
重
貞
\
命
エ
鏤
梓
於
薩
州
鹿
児
島

\

延
徳
壬
子
孟
冬

\

桂
樹
禅
院
再
刊
 

と
あ
り
、
桂
樹
禅
院
は
桂
菴
住
持
の
寺
で
あ
る
。
刊

記

の

次

葉

(
遊
び
紙
か
)

に
左
の
識
語
が
あ
る
が
、
虫
蝕
甚
し
く
識
読
し
難
い
。

一
五



一
六

此
ー
册
〇
〇
〇
〇
月
〇
〇
村
大
聖
寺
之

\

住
持
被
下
候
持
主
同
村
◦
若
王
寺

\

住
僧
東
持
院
頼
得
之
\
慶
長
十
一
年
®
^
霖
〇
〇
日
 

給
之

本
書
に
は
全
巻
r

亘
つ
て
、
室
町
後
期
頃
の
筆
蹟
で
訓
点
が
加
え
ら
れ
て
あ
る
。

こ
の
訓
点
は
清
家
等
の
博
士
家
点
と
は
か
な
り
異
な
つ
 

た
も
の
で
、
王
朝
以
来
の
博
士
点
に
対
し
新
に
四
書
の
訓
点
を
附
し
た
岐
陽
方
秀
の
流
を
汲
む
「
桂
庵
和
尙
家
法
倭
点
」
に
述
べ
ら
れ
た
 

訓
法
と
合
致
す
る
。
西
村
博
士
は
本
書
を
淬
祐
大
字
本
の
面
目
を
存
す
と
称
す
る
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
本
板
が
経
注
共
に
大
 

字
、
序
と
正
文
連
る
等
の
板
式
は
確
に
宋
大
字
本
に
通
ず
る
も
の
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
の
上
か
ら
は
、
款
行
の
一
致
の
み
を
以
て
そ
の
系
 

統
を
断
ず
る
の
は
論
外
で
あ
る
。
濘
祐
本
即
ち
旧
本
と
近
本
と
の
相
違
点
を
と
つ
て
こ
の
書
と
比
較
し
よ
う
。

旧
 

本

( 

一
章
注
)

皆
当
，至

於

(
旧
本
中
淳
祐
本
等
は
至
に
作
り
 

本
邦
鈔
本
そ
の
他
.は
止
に
作
る
)

(〃)ー
馨(伝ニ

章
経
)
惟
新
 

(伝
三
章
注
)

咏
歎
淫
決
 

(
伝
七
章
音
)

程
子
日
身
有
…
…

作

心

忿

弗

…

…

去

声

 

<

伝
八
章
注
)
加
審

近
本

皆
当
止
於

必
自
慊
而
 

維

新

 

咏
歎
淫
液

作
心
至
去
声
十
三
字
は
 

程
子
至
作
心
十
字
の
前
に
あ
り
 

加

察

延
徳
本

同

上

同

上

同

上

同

上

(補写
は
決
に
作
る
)

同
上

同
上

懔乎
徳
註
の
慎
を
宋
朝
の
諱
を
避
け
て
謹
に
作
っ
た
と
云
ぅ
が
、
近
本
も
旧
本
と
同
様
や
は
り
謹
に
作
っ
て
い
る
か
ら
、
此
は
特
に
宋



本
の
旧
を
存
乙
た
と
い
ぅ
証
拠
に
は
な
り
得
な
い
。
か
く
の
如
く
延
徳
本
は
淳
祐
本
等
と
毫
も
ー
致
せ
ず
、
悉
く
輯
釈
大
全
本
系
の
近
本
 

に
合
致
す
る
。
従
っ
て
、
博

士

が

「
是
書
依
倣
淳
祐
本
。
其
経
註
異
文
。
従
通
行
本
而
改
之
」
と
断
定
さ
れ
た
の
は
、
侫
宋
の
謗
り
を
免
 

れ
難
く
、
晶
貭
の
引
倒
し
の
感
が
あ
る
。
桂
庵
は
輯
釈
を
特
に
重
ん
じ
、
延
徳
本
は
も
と
<

輯
釈
本
系
の
近
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
は
 

そ
の
学
派
の
当
然
の
帰
結
で
、
博
士
家
の
旧
風
に
慊
き
足
ら
ず
し
て
、
異
を
唱
え
た
所
に
こ
の
学
派
の
特
色
が
あ
っ
た
箸
で
あ
る
。

足

利

•
吉
沢
両
氏
等
は
、
旧
本
を
以
て
清
原
家
に
、
近
本
は
五
山
禅
徒
そ
の
他
に
行
わ
れ
た
と
漫
然
と
概
別
さ
れ
た
が
、
伝
存
の
諸
本
 

を
綜
合
的
に
考
え
る
に
、

こ
の
従
来
の
分
布
分
類
説
に
は
疑
な
き
を
得
な
い
。
後
記
す
る
足
利
学
校
本
に
ょ
っ
た
と
い
ぅ
醍
醐
寺
蔵
中
庸
 

写
本
も
旧
本
に
属
し
、
他
の
経
書
の
伝
存
諸
古
写
本
の
例
に
徴
し
て
も
、
当
時
僧
俗
を
通
じ
経
学
界
に
君
臨
し
た
の
は
清
原
家
で
あ
り
、 

学
庸
に
於
て
も
、

一
般
に
通
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
清
原
家
の
依
っ
た
旧
本
が
大
勢
を
支
配
し
、
近
本
は
僅
に
西
南
の
一
辺
陬
に
於
て
の
 

み
行
わ
れ
た
と
見
る
の
が
_
然
で
あ
る
。
旧
本
の
行
わ
れ
た
の
は
清
原
家
の
権
威
と
い
ぅ
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
渡
来
し
た
唐
刊
本
の
部
 

数
は
極
め
て
僅
か
で
、
稀
覯
中
の
稀

觏と
し
て
一
部
に
祕
蔵
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
典
籍
の
普
及
は
殆
ど
が
書
写
に
ょ
ら
ざ
る
を
得
 

な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
古
く
鎌
倉
時
代
に
早
く
伝
来
し
た
先
行
の
旧
本
が
勢
い
因
習
の
上
か
ら
も
転
写
を
重
ね
て
普
及
し
易
か
っ
た
 

事
情
も
考
慮
に
容
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

㈧

そ

の

他

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔室
町
後
期
〕
写
大
学
輯
釈
•
中
庸
輯
釈
ニ
册

元
倪
士
毅
撰
。
縹

色

表

紙

(
ニ
七

X

一
九
•
五
極
)
。

烏

糸

欄

(
一
九
•
八

X

一 
五

•
七
糖
)
有
界
九
行
各
行
廿
字
。
注
小
字
雙
行
。 

眉
上
に
横
一
線
を
引
い
て
書
層
を
作
り
、
そ
の
幅
四
•
五
極
。
朱
点
朱
引
、
墨
筆
訓
点
が
施
し
て
あ
る
。
書

眉

•
行
間
に
は
か
な
り
書
入
 

が
多
い
。

一
七



こ
の
本
は
元
至
正
刊
本
に
拠
っ
た
書
写
と
思
わ
れ
る
が
、
た
.乂
原
本
卷
頭
内
題
「
大
学
朱
子
序
」
の
前
に
、

積
字
為
句
積
句
為
章
積
章
為
篇
積
篇
為
卷
積
卷
為
部
也
受
教
伝
業
日
学
々
者
效
也
法
也
大
学
者
大
人
之
学
，也
其
経
一
章
蓋
孔
子
言
而
曾
 

大

学

1?4
^
^
子
述
之
其
伝
十
章
則
曾
子
言
而
門
人
記
之
章
明
也
総
義
包
鉢
所
以
明
情
者
也
毛
詩
正
義
日
章
句
々
必
聯
字
而
言
句
者
局
也
聯
字
分
彊
所

以

局

言

者

也

礼

記

学

記

日

玉

不

琢

不

成

器

人

不

学

不

知

道

是

故

古

之

王

者

建

国

君

民

教

学

為

先

又

可

有

呈

无

两
夫

？

伯

子

諱

顥

字

伯

淳

号

明

道

先

 

日

雖

有

嘉

肴

弗

食

不

知

其

旨

也

雖

有

至

道

弗

学

不

知

其

善

也

是

故

学

然

後

知

不

足

教

然

后

知

困

也

f

ド

も

^

ほ

夫

号

生

叔

子

諱

頤

字

正

叔

号

伊

川

先
生
孟
氏
没
而
其
伝
焉
泯
至
ニ
程
夫
子
出
而
純
学
復
伝
於
是
始
抜
大
学
た
菩
^
i

f

f
毛
伝
云
序
者
緒
也
則
緒
述
其
事
使
理
相
流
続
若
繭
菱
 

篇
於
大
載
記
之
中
尊
信
之
又
整
頓
其
錯
乱
簡
而
発
揮
之
但
未
成
書
耳
ナ

¥

背

『

ト

之

抽

緒

組

易

有

序
卦
子
夏
作
詩
序
孔
氏
作
尚
書
序
核
^

f

安健̂
麵
士
毅

M
輯

釈

(
訓
点
省
略
)

と
い
う
如
き
原
形
に
は
存
し
な
い
注
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
注
の
意
味
す
る
内
容
は
清
原
家
に
限
ら
ず
、
当
時
の
経
書
の
仮
名
抄
に
 

は
冒
頭
必
ず
述
べ
ら
れ
る
常
套
的
説
明
で
あ
る
。

こ
の
追
補
は
邦
人
の
手
に
な
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

一
部
に
本
写
本
の
よ
う
な
形
 

の
追
記
が
輯
釈
に
行
わ
れ
、
や
が
て
そ
の
追
補
も
士
毅
の
注
そ
の
も
の
と
思
わ
れ
て
転
写
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
掲
の
陽
明
文
 

庫
蔵
大
学
の
朱
序
に
附
し
た
輯
釈
が
こ
の
竄
入
本
で
あ
り
、
ま
た
後
掲
の
㈡

本

大

学

抄

(東
京
教
育
大
•
国
会
図
書
館
蔵
)
は
、
朱
序
に
 

は
輯
釈
の
注
を
「
本
注
」
と
称
し
て
全
載
し
、

こ
の
竄
入
の
部
分
が
や
は
り
「
本
注
」
の
中
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
家
 

本
を
厳
守
す
る
博
士
家
に
於
て
は
か
\
る
テ
キ
ス
ト
の
混
乱
は
容
易
に
行
わ
れ
よ
う
も
な
い
が
、
誦
習
が
博
士
家
の
み
な
ら
ず
、
各
層
に
 

普
及
す
な
に
っ
れ
、
漸
次
学
習
の
便
宜
上
か
\
る
現
象
の
現
れ
る
の
は
、
論
語
集
解
の
各
篇
首
に
そ
の
篇
旨
を
述
べ
た
皇
侃
義
疏
の
文
が
 

窻入
し
た
テ
キ
ス
ト
が
清
家
本
を
除
く
室
町
後
期
の
集
解
写
本
の
大
部
分
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
の
と
共
通
の
理
由
に
基
っ
く
結
果
で
 

あ
る
。
此
は
甚
だ
些
末
の
事
柄
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
我
が
国
の
講
書
伝
流
の
上
か
ら
は
決
し
て
看
過
で
き
ぬ
一
要
因
で
あ
る
。

本
写
本
の
首
書
•
傍
注
は
主
と
し
て
朱
子
或
問
や
朱
注
の
宋
元
末
疏
並
に
当
時
行
わ
れ
た
字
書
類
等
か
ら
の
抄
録
で
あ
っ
て
、
此
等
に
 

っ
い
て
は
後
で
再
び
論
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
四
書
輯
釈
が
上
記
の
諸
本
の
書
入
そ
の
他
か
ら
我
が
国
の
学
庸
講
書
の
上
で
は
極
め



て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
自
か
ら
気
づ
か
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
書
輯
釈
大
成
と
は
、
元

の

倪
士
毅
(
字
は
仲
宏
、
生
卒
年
未
詳
、
新
安
の
人
、
徽
州
の
祁
門
山
に
隠
居
)
の
撰
で
、
至
元
三
年
識
し
 

た
凡
例
に
自
ら
語
る
所
に
よ
れ
ば
、
先

師

定

宇

陳

先

生

字

は

「
四
書
発
明
」
を
編
し
、
時
に
胡
炳
文
も
「
四
書
通
」
を
編
し
た
。
櫟
 

は
晩
年
発
明
を
頗
る
更
定
せ
ん
と
欲
し
、
通
を
観
る
に
及
ん
で
、
そ
の
説
を
摘
録
し
て
自
著
に
附
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
未
だ
及
ば
ず
、 

士
毅
は
そ
の
志
を
継
い
で
ニ
書
を
合
し
て
一
に
編
し
た
と
。

又
、
中
庸
或
問
の
自
跋
に
よ
れ
ば
、

至
元
三
年
三
月
に
起
稿
し
、

同
五
年
 

(
一
三
三
九
)
七
月
完
成
と
。
そ
の
後
本
書
は
至
正
三
年
(
一
三
四
ニ
)
夏
、
日
新
書
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
朱
子
の
卒
後
宋
元
の
間
に
 

集
註
を
敷
衍
補
翼
す
る
末
疏
が
多
数
著
さ
れ
、
学
者
は
却
っ
て
そ
の
泛
濫
に
苦
し
み
、
そ
の
取
捨
に
迷
っ
た
の
で
、
頗
る
要
領
を
得
た
本
 

書
は
時
宜
を
得
た
好
著
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
明
の
永
楽
帝
が
勅
編
せ
し
め
た
「
四
書
大
全
」
は
殆
ど
本
書
を
剽
窃
し
て
無
批
判
に
水
増
し
 

し
た
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
は
、
夙
に
日
知
録
が
摘
抉
し
て
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
以
来
大
全
が
科
挙
の
欽
定
注
書
の
権
威
の
下
に
代
っ
て
盛
行
 

し
て
、
本
書
は
終
に
忘
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

本
書
が
我
が
国
に
何
時
来
さ
れ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
義
堂
周
信
に
将
軍
義
満
が
孟
子
の
疑
義
を
尋
ね
た
時
、
本
書
に
よ
っ
て
説
明
 

し
た
こ
と
が
、
そ

の

日

録

「
空
華
日
エ
集
」

の
康
暦
三
年
(
一
三
八
一
)
十
二
月
二
日
の
条
に
見
え
、
刊
行
後
あ
ま
り
へ
だ
て
ぬ
南
北
朝
 

末
に
は
伝
来
し
.て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
我
が
国
に
於
て
は
室
町
時
代
を
通
じ
て
、
本
書
は
以
下
詳
述
す
る
よ
う
に
、
朱
注
講
読
の
第
一
等
 

の
参
考
書
と
し
て
重
ぜ
ら
れ
た
。
輯
釈
の
外
に
当
時
用
い
ら
れ
た
学
庸
の
注
釈
書
類
は
以
下
夫
々
の
所
で
言
及
す
る
が
、

こ
、
に
室
町
時
 

代
に
本
邦
に
渡
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
特
に
当
時
の
書
入
等
を
有
す
る
そ
れ
等
板
本
の
現
存
本
を
調
べ
て
先
ず
参
考
に
資
し
て
み
た
い
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
元
刊
大
学
朱
子
或
問
•
中

庸

朱

子

或

問

各

一

巻

元

倪

士

毅

輯

釈

ニ

册

淡
香
色
地
表
紙
(
ニ

四

•
五
 >
<
ー
五
.
七
»
)
。
雙
辺
(
ー
ー
ー
ー
>
<
ー
三
.
五

喱)
有
界
十
三
行
各
行
廿
四
字
注
小
字
雙
行
。
版
心
黒
ロ
。

一
九



ニ
〇

四
書
輯
釈
に
附
刻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
至
正
三
年
日
新
堂
刊
の
残
本
で
あ
ろ
う
。
巻
首
に
南
禅
寺
の
塔
頭
「
金
地
院
」

の

蔵

印

あ

 

り
。
大
学
の
前
半
部
に
の
み
室
町
期
の
筆
の
訓
点
が
加
え
ら
れ
て
あ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
元
至
元
三
年
刊
四
書
章
図
纂
釈
零
本
三
册

元
程
復
心
撰
。
廿
ニ
卷
中
存
総
要
三
巻
。
元
至
元
三
年
(
一
三
三
七
)
九
月
富
沙
碧
湾
呉
氏
徳
新
書
堂
刊
。

各

巻

末

に

「
国
賢
」
(清
 

原
国
賢
)
、
中

•
下
巻
の
卷
苜
に
「
東
」
、
各

巻

首

に

「
佐
伯
侯
毛
利
高
標
字
培
松
蔵
書
画
之
印
」
の
蔵
印
あ
り
。
第

一

•
三
冊
の
巻
末
に
 

朱
筆
に
ょ
る
左
の
奥
書
を
有
す
る
。

(
一
)
天
文
九
年
庚
子
秋
七
月
二
十
一
日
乾
三
叟
守

棱漫
加
朱

(
三
)
天
文
九
年
庚
子
秋
七
月
二
士
百
乾
三
叟
守

棱漫
加
朱
(
花
押
)

〔
こ
の
花
押
は
朱
筆
で
塗
抹
し
て
あ
つ
て
判
読
不
能
〕

且
つ
第
三
冊
に
は
こ
の
奥
書
の
前
に
墨
筆
で
以
て
「
大
博
士
清
原
朝
臣
良
雄
(
花
押
)
」
の
淸
原
業
賢
(
宣
賢
の
長
男
、
良
雄
は
天
文
十
 

八
年
一
説
十
二
年
の
改
名
)

の
_
署
が
辛
う
じ
て
判
読
で
き
る
。

「
図
書
察
漢
籍
善
本
解
題
」

「
図
書
寮
典
籍
解
題
漢
籍
篇
」
は
天
文
九
年
識
語
の
乾
三
叟
守

棱を
、
，
こ
の
識
語
の
次
行
に
捺
し
て
あ
る
 

「
国
賢
」
の
朱
印
に
つ
ら
れ
た
の
か
、
清

原

国

賢

(業
賢
の
孫
)
と
な
し
て
い
る
が
、
国
賢
は
天
文
十
三
年
の
誕
生
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
 

本
の
伝
承
者
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
識
語
者
で
は
な
い
。
乾
三
叟
守

棱の
何
人
な
る
か
は
不
明
。

こ
の
本
は
全
巻
に
亘
つ
て
朱
点
朱
引
、
所
々
朱
筆
で
訓
点
を
加
え
て
あ
る
の
は
、
天
文
九
年
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
清
原
家
伝
来
本
で
あ
 

つ
て
、

こ
の
章
図
纂
釈
は
後
述
の
ょ
う
に
宣
賢
抄
を
始
め
清
原
家
の
抄
本
に
は
時
々
引
用
さ
れ
て
お
る
。

宮
内
庁
書
寮
部
蔵
元
至
元
三
年
刊
四
書
章
図
纂
釈
零
本
ニ
册

前
者
と
同
板
で
は
あ
る
が
か
な
り
後
刷
。
総
要
三
卷
大
学
中
庸
句
問
纂
釈
各
一
巻
を
存
し
、
大
学
中
庸
の
章
句
の
部
分
は
我
が
国
の
古



活
字
本
を
以
て
補
っ
て
あ
る
。
第
二
册
裏
表
紙
の
見
返
し
に
、

r

惺
窩
先
生
門
人
堀
正
意
字
敏
夫
号
杏
庵
所
持
本
也
」
の
墨
書
、
第

i 

册
の
卷
首
に
「
平
安
堀
氏
時
習
斎
蔵
」
、
そ
の
他
寺
田
望
南
の
蔵
印
を
有
す
る
。
第
二
册
の
終
り
に
次
の
朱
筆
の
奥
書
が
あ
る
。

応
永
二
十
歳
次
癸
已
夏
五
初
一
在
不
二
北
軒
下
点
 

文
明
七
年
乙
未
六
月
\
朔
重
写
点
畢

第
一
冊
は
後
半
所
々
に
朱
筆
訓
点
あ
る
外
は
、
全
巻
に
朱
筆
句
点
の
み
、
第
二
冊
の
補
配
の
古
活
字
本
学
庸
経
文
朱
注
に
は
清
家
点
に
 

ょ
る
ヲ
コ
ト
点
副
点
が
加
え
ら
れ
て
あ
る
。

こ
の
文
明
七
年
加
点
の
祖
と
な
っ
た
応
永
ニ
十
年
の
加
点
者
は
「
在
不
ニ
北
軒
下
点
」
と
あ
， 

る
所
か
ら
推
測
す
る
に
、
恐
ら
く
は
四
書
集
註
の
公
開
講
義
、
そ
の
新
法
和
点
の
嚆
矢
を
な
し
て
著
名
な
東
福
寺
の
不
二
道
人
岐
陽
方
秀
： 

(
応
永
卅
一
年
東
福
寺
不
二
庵
に
寂
す
)

で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
章
図
纂
釈
は
朱
注
に
特
に
黄
•
輔
両
氏
の
説
を
折
衷
し
て
、
章
を
分
ち
、
そ
の
要
綱
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
岐

陽

に

は

「
学
 

庸
科
文
」

一
巻
の
著
あ
り
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
今
亡
失
し
て
見
る
こ
と
を
得
な
い
。
題
名
か
ら
察
す
る
に
、
仏
典
の
科
を
分
っ
法
に
倣
っ
 

て
、
学
庸
の
経
文
を
段
節
に
分
っ
て
、
そ
の
脉
絡
関
係
を
系
示
し
た
も
の
ら
し
く
、
本
書
の
図
示
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。 

従
っ
て
本
書
は
そ
の
重
要
な
参
考
書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
岐
陽
の
高
弟
雲
慶
一
章
が
百
丈
清
規
を
講
義
し
、
そ
れ
を
桃
源
が
筆
録
し
 

た

「
雲
桃
抄
」

(
建
仁
寺
両
足
院
•
足
利
学
校
•
慶
応
義
塾
図
書
館
等
蔵
)

の
住
持
章
の
中
に
は
、
大
学
の
三
綱
領
八
条
目
を
図
解
し
て
 

説
明
し
て
あ
る
が
、
そ
の
図
式
は
本
書
の
そ
れ
と
形
式
が
類
似
し
て
お
る
。
ち
な
み
に
、
こ

の

「
雲
桃
抄
」

の
中
で
、
雲
章
は
学
庸
を
引
 

く
こ
と
が
多
く
、
宋
学
の
性
心
の
工
夫
を
禅
と
関
聯
し
て
解
き
、
朱
子
学
に
対
す
る
深
い
理
解
と
情
熱
を
見
せ
て
お
る
。

ニ中庸古鈔本

ニ
ー



ニ
ニ

中
庸
の
古
鈔
本
に
は
、
鎌
倉
、
南
北
朝
、
室
町
と
夫
々
の
時
代
の
写
本
が
遺
つ
て
い
る
の
で
、
そ
の
推
移
を
か
な
り
よ
く
考
察
す
る
こ
 

と
が
で
き
る
。

S

東
洋
文
庫
蔵
伝
正
治
ニ
年
奥
書
鎌
倉
写
本
 

東

洋

文
庫
蔵
〔
鎌
倉
〕
写
本
ニ
軸

錦
表
紙
、
高
さ
ニ
七
•
八
極
。
金
色
絹
題
簽
を
貼
り
、

「
中

庸

上

(下
)
巻

」
と
題
す
。
裏
打
補
修
を
加
ぅ
。
見
返
し
は
金
砂
子
ち
ら
 

し
。
烏
糸
欄
を
施
け
、
界
高
ニ
ー
•
八
、
界
幅
三
極
。毎
行
十
五
字
内
外
。
注
文
低
一
字
。
音
注
伝
注
小
字
雙
行
。全
巻
に
ほ
ぐ
本
文
と
同
 

時
頃
の
筆
に
な
る
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
•
句
点
、
墨
筆
訓
点
四
声
点
を
加
え
る
こ
と
精
密
。
返

点

は

r
一

」
点

と

「
一
•
二
」
点
で
、

「
上

. 

下
」
点
の
使
用
は
殆
ど
稀
れ
で
あ
る
。
但
し
上
巻
の
加
点
は
ほ
Y
筆
蹟
二
手
、

一
手
は
や
、
後
の
如
く
見
え
、
ま
た
間
々
行
間
(殆
ど
経
 

文
)
に

「
経
典
釈
文
」
に
よ
つ
た
と
思
わ
れ
る
音
注
を
書
入
し
、
眉
上
に
旧
注
の
音
釈
を
引
く
首
書
ニ
条
が
あ
る
。

上
卷
は
序
に
始
つ
て
、
十
九
章
に
止
り
、
第

ー

章

「
道
也
者
不
可
須
叟
離
也
」
以
上
と
以
下
と
筆
者
を
異
に
し
、
卷

首

に

「
文
章
博
±
 

兼
紀
伊
権
守
藤
原
朝
臣
敦
任
」
と
書
せ
る
附
箋
を
貼
附
す
る
。
下
巻
は
上
巻
の
書
写
二
手
と
は
異
筆
で
、
廿
四
章
よ
り
尾
に
至
り
、

「
補
 

釈
」
四
条
を
附
記
し
、

「
中
庸
章
句
畢
」
と
題
す
。
巻
初
に
、
上
巻
の
附
箋
と
同
筆
の
「
文
章
博
士
兼
能
登
権
守
藤
原
朝
臣
敦
佐
」
と
 

記
せ
る
附

溴を
貼
る
。
巻
末
に
本
文
よ
り
数
行
を
距
て
ゝ
、
本
文
と
は
別
筆
で
、

正
治
ニ
年
三
月
四
日
 

大
江
宗
光

の
奥
書
あ
り
、
更
に
ニ
行
を
へ
だ
て
、
異
紙
を
糊
継
ぎ
し
て
、
そ
の
継
目
に
か
け
て
南
北
朝
頃
の
筆
で
 

五
月
三
日
 

真

性

(
花
押
)

\

稿
越
中
殿
 

な
る
伝
授
識
語
が
記
し
て
あ
る
。
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蹭
表

本
写
本
は
正
治
ニ
年
(
一
二
〇
〇
年
、
朱
子
没
年
に
当
る
)
写
本
と
称
 

さ
れ
、
本
邦
宋
学
伝
流
の
最
古
を
示
す
年
記
と
し
て
、
諸
氏
の
論
考
に
引
 

用
さ
れ
て
著
名
で
あ
る
。
足
利
衍
述
氏
等
.の
考
証
に
ょ
れ
ば
、
附
箋
に
見
 

え
る
敦
任
•
敦
佐
は
藤
原
宇
合
の
後
、式
家
の
学
者
で
、
両
人
は
叔
姪
の
間
 

柄
に
あ
る
。
奥
書
の
完
光
は
大
江
広
元
の
三
男
。
奥
書
と
附
箋
の
関
係
は
 

種
々
の
推
測
を
容
れ
る
余
地
あ
る
が
、
足
利
氏
は
次
の
如
く
推
定
し
た
。 

4
^
、つ

其
筆
写
年
代
を
考
ふ
る
に
(
中
略
)
正
治
の
写
と
見
る
を
妥
当
と
 

せ
ん
。
想
ふ
に
、
敦
任
は
敦
佐
の
叔
父
に
し
て
、
藤
原
頼
長
の
経
史
談
 

義
に
参
し
、
清
原
頼
業
等
と
共
に
講
習
討
論
せ
し
人
な
れ
ば

¢
1
1
}

頼
 

長

•
頼
業
ニ
卿
の
中
庸
崇
信
に
感
鳴
し
、
宋
商
又
は
入
宋
僧
に
托
し
 

て
、
宋
儒
の
中
庸
解
を
注
文
せ
し
か
ば
、
宋
商
又
は
入
宋
僧
®

歡

y
5

 

躲一

L iり
)
は
、
当
時
宋
国

第
一
の
碩
儒
朱
子
の
中
庸
章
句
が
成
れ
る
ょ
 

り
、
直
に
之
を
将
来
し
た
る
も
の
な
ら
ん
◦
而
し
て
敦
任
は
之
に
加
点
 

し
た
る
も
、
八
十
の
老
齢
故
、
上
巻
の
み
に
て
終
り
、
下
巻
は
敦
佐
が
加
 

点
し
た
る
に
は
非
る
か
。
そ
れ
を
、
宗
光
が
借
り
て
、
人
を
し
て
写
さ
 

し
め
た
る
に
非
る
か
。
宗
光
の
父
広
元
は
、
幼
に
し
て
明
経
博
士
中
原
 

広
季
に
養
は
れ
て
其
子
と
な
り
、
後
本
姓
大
江
に
復
帰
せ
る
も



ニ
四

め
。
広
季
は
敦
任
*
頼
業
と
同
じ
く
、
頼
長
の
経
史
談
議
に
参
せ
し
同
学
の
間
柄
な
れ
ば

5 |̂
}
、
宗
光
と
敦
任
*
敦
佐
と
の
間
に
関

係
あ
り
し
は
言
ふ
を
要
せ
ざ
る
べ
し
。

淳
熙
十
六
年
三
月
、
朱
子
中
庸
章
句
成
り
て
後
、
数
年
な
ら
ず
し
て
我
国
に
伝
来
し
、
訓
点
ま
で
加
へ
ら
れ
た
る
の
は
、
我
儒
教
史
上

に
特
記
す
べ
き
こ
と
な
り
。
然
ら
ば
此
を
以
て
朱
子
学
伝
来
の
期
と
な
す
べ
き
か
と
言
ふ
に
、
余
は
之
に
対
し
て
聊
か
踟

蹰す
る
も
の

な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
此
は
単
に
朱
子
の
著
述
中
の
一
な
る
中
庸
章
句
な
る
一
書
籍
が
伝
来
さ
れ
た
る
迄
に
て
、
学
問
其
も
の
が
伝
来

さ
れ
た
る
に
非
ざ
れ
ば
な
り
…
…

(
「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
」
二
八
—
ニ
九
頁
、
以
下
足
利
氏
の
引
用
は
全
て
同
書
ょ
り
の
そ
れ
。

以
下
書
名
を
省
略
す
。
)

併
し
な
が
ら
、
吉
沢
義
則
博
士
等
の
如
く
、

こ
の
奥
書
附
箋
を
疑
ぅ
一
説
も
存
す
る
。
今
此
等
を
再
検
討
す
る
に
、
正
治
ニ
年
の
奥
！

11 

は
、
墨
色
が
本
文
と
遙
か
に
異
っ
て
、
紙
に
の
っ
て
お
ら
ず
、
筆
蹟
も
鎌
倉
の
そ
れ
に
似
ず
、
遙
か
後
世
の
追
記
た
る
こ
と
歴
然
た
る
も
 

の
が
あ
る
。

こ
の
附
箋
の
筆
蹟
紙
質
と
も
江
戸
後
期
後
の
そ
れ
で
、
古
筆
家
の
な
せ
る
業
で
、
為
に
謀
っ
た
妄
補
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
 

等
は
何
等
信
憑
に
価
す
る
も
の
で
は
な
い
。
併
し
真
性
の
伝
授
識
語
は
南
北
朝
頃
の
筆
蹟
と
見
て
妥
当
で
あ
る
。
清

原

良

兼

(延
文
六
年
 

歿
、
年
四
十
八
)
の
法
名
は
真
性
で
あ
る
が
、
此
と
そ
の
花
押
が
合
わ
な
い
か
ら
、
こ
、
の
真
性
は
別
人
で
、何
人
な
る
か
明
か
で
な
い
。 

以
上
の
如
く
正
治
ニ
年
の
奥
書
は
信
じ
得
な
い
が
、
本
写
本
は
鎌
倉
末
を
降
ら
ざ
る
書
写
に
か
ゝ
る
こ
と
は
疑
な
く
、
卷
初
首
行
下
端
五
 

字
を
破
損
す
る
外
は
首
尾
完
好
、
洵
に
希
世
の
宝
典
で
あ
る
。

本
写
本
の
テ
キ
ス
ト
は
先
に
言
っ
た
旧
本
に
属
し
、
末

記

の

「
補
音
釈
」
は
本
邦
中
庸
古
写
本
の
い
ず
れ
も
附
す
る
所
で
、
宋
元
版
に
 

附
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

「
呂
亭
知
見
伝
本
書
目
」

は

「
蓋
宋
元
間
飜
刻
所
加
」
と
云
ぅ
。
本
写
本
は
当
時
将
来
さ
れ
た
宋
元
版
、
淳
 

祐
本
の
如
き
大
字
本
を
そ
の
体
式
に
倣
っ
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。
全
巻
に
見
ら
れ
る
ヲ
コ
ト
点
返
点
送
仮
名
は
詳
細
に



附
さ
れ
て
あ
つ
て
、
そ
の
ヲ
コ
ト
点
は
明
経
点
に
属
す
る
。
併
し
此
が
何
れ
の
博
士
家
の
家
本
で
あ
る
か
は
詳
か
で
な
い
。
清
原
家
の
講
 

義
の
抄
物
に
「
所
以
」
と
い
ぅ
字
を
清
家
で
は
「
ユ
ヘ
ン
」
と
読
み
、
中

原

家

で

は

「
ユ
へ
」
と
読
む
と
い
ぅ
読
み
癖
が
述
べ
ら
れ
て
お
 

る
。
本

写

本

の

「
所
以
」
の
字
の
大
部
分
に
は
振
仮
名
が
な
い
が
、
往
々
附
し
て
あ
る
所
も
存
し
、
そ
れ
に
は
全
て

r

ユ
へ
」
と
仮
名
が
 

つ
い
て
お
る
。清
原
家
本
に
属
す
る
古
文
孝
経
の
鎌
倉
写
本
の
中
で
「
所
以
」
の
字
に
稀
に
附
し
て
あ
る
仮
名
に
は

r

ユ
へ
ン
」
と
あ
る
。. 

こ
の
点
か
ら
、

こ
の
本
の
点
は
或
は
中
原
家
点
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
が
、
勿
論
こ
の
一
事
の
み
を
以
て
断
定
は
で
き
難
い
。

こ
の
本
の
訓
点
を
次
掲
の
弘
和
ニ
年
本
、
清
原
宣
賢
本
の
そ
れ
等
と
比
較
す
る
と
、
三
本
の
，間
に
は
、
音

韻

•
表
記
法
の
時
代
の
変
遷
 

に
基
く
相
違
を
除
い
て
、
送
り
仮
名
に
多
少
の
差
異
は
認
め
ら
れ
る
が
、
大
体
に
於
て
大
差
が
な
い
。

こ
の
訓
点
は
大
学
と
同
様
礼
記
の
 

古
点
を
踏
襲
し
て
、
朱
註
に
合
せ
た
も
の
で
る
。

一
部
に
は
、
朱
註
の
解
義
と
抵
触
す
る
訓
も
異
訓
と
し
て
残
し
て
併
記
す
る
箇
所
も
あ
 

る
。
本
写
本
か
ら
察
す
る
と
、
朱
註
本
の
学
庸
の
訓
点
は
鎌
倉
後
期
に
は
ほ
^
完
備
し
た
形
で
固
定
し
、
そ
れ
が
博
士
家
点
と
し
て
中
世
 

期
を
通
じ
て
伝
承
さ
れ
た
こ
と
が
認
定
で
き
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
儒
学
史
上
極
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

(P)弘
和
ニ
年
本

京
都
大
学
附
属
図
書
館
(
清
原
文
庫
)
蔵
弘
和
ニ
年
奥
書
〔
室
町
初
〕
写
本
一
冊
 

本
文
共
紙
表
紙
(
ニ

六

•
七

X

ニ

〇

*
八
_
)
。

表

紙

左
肩
に
「
中
庸
」
と
題
書
。
紙
紐
に
ょ
る
大
和
綴
。
裏
打
補
修
を
加
ふ
。
四
ニ
 

了
。
字
面
高
さ
約
廿
ー
極
。
毎
半
葉
八
行
各
行
十
六
字
注
小
字
雙
行
。
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
朱
点
朱
引
、

墨

筆

の

訓

点

(返

点

の

一

部

朱

 

筆
)
を
丁
寧
に
加
え
て
あ
る
。
但
し
十
八
章
以
下
は
朱
注
に
は
ヲ
コ
ト
点
訓
点
が
な
く
、
経
文
の
点
も
前
半
に
比
し
簡
略
に
な
つ
て
い
 

る
。
尾
題
の
次
に
補
音
釈
四
条
を
附
記
し
、
次
葉
に
左
の
奥
書
を
有
す
る
。

時
也
弘
和
第
二
之
候
晩
春
下
旬
之
天
於
大
和
国
宇
智
郡
\
栄
山
寺
行
宮
為
末
学
後
要
染
筆
訖
\
隠

士

禅

恵

(花
押
)

ニ
五



本
写
本
は
弘
和
ニ
年
の
書
写
に
か
ゝ
る
と
見
る
に
は
一
抹
の
 

g

 

不
安
を
残
し
、
少
し
く
降
っ
た
移
写
本
の
如
く
思
わ
れ
る
節
が
 

f

 

あ
る
。
こ
の
弘
和
ニ
年
の
奥
書
は
、
栄
山
寺
に
長
慶
天
皇
の
行
 

1

 

在
所
が
置
か
れ
た
事
実
を
示
し
、
ま
た
南
風
競
わ
ず
艱
難
流
離

ニ和
の
間
に
も
吉
野
の
廷
臣
が
新
学
の
講
誦
に
孜
孜
た
る
好
学
の
状

»
 

を
欽
慕
せ
し
め
る
徴
文
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

こ
の
奥
書
を
記

m

し
た
禅
恵
の
伝
は
明
か
で
な
い
が
、
隠
士
と
あ
れ
ば
出
家
後
の
 

萬附

廷

臣

で

あ

ろ

ぅ

。
順
徳
天
皇
の
曾
孫
忠
房
親
王
の
法
号
も
禅

学»

恵
一
%

で
あ
る
が
正
平
ニ
年
薨
ぜ
ら
れ
、
南
朝
と
縁
故
の
深
い

京
金
剛
寺
の
僧
禅
恵
と
も
年
代
が
合
わ
な
い
。

こ
の
奥
書
は
、
弘

和

ニ

年

(
一
三
八
ニ
)
を
去
る
ニ
年
前
の

天

授

五

•
六
年
に
同
じ
栄
山
寺
行
在
所
に
於
て
書
写
し
た
旨
の
奥
書
を
有
す
る
書
陵
部
蔵
孟
子
集
註
一
四
巻
七
冊
と
一
系
の
関
聯
の
繫
が

つ
て
い
る
こ
と
を
推
知
せ
し
め
る
。
書
陵
部
蔵
本
は
、
「
図
書
寮
典
籍
解
題
」
を
始
め
諸
書
の
引
用
に
、
天
授
書
写
と
録
さ
れ
て
あ
る
が
、

実
は
遙
か
時
代
の
降
っ
た
室
町
後
期
の
移
写
に
か
、
る
。
そ
の
奥
書
は
諸
書
に
重
要
な
箇
所
を
脱
落
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の

全
文
を
左
に
録
し
て
、
そ
れ
等
と
併
せ
照
合
し
て
、

こ
の
弘
和
本
中
庸
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

本
云

(
第
一
冊
卷
ニ
末
)
依
履
之
坦
上
人
懇
命
分
句
読
誌
音
訓
畢
\
時
天
授
戍
午
孟
權
晦
也
z

芸
巣
蹐
人
\
弘
和
元
年
孟
夏
上
旬
移
花
山
院
 

右
大
将
z

点
了
 
(
第
一
冊
末
)
天
授
第
五
暦
林
鐘
十
二
日
於
和
州
\
栄
山
旅
宿
以
唐
本
書
写
之
訖
\
以
同
本
校
合
了

'

'

 狐
 

4
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^
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上
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t
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lut
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氣
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也

本
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言
表
爽

盏
氣
粉



(
ニ
冊
末
)
天
授
五
年
無
射
上
旬
於
栄
山
之
旅

\

宿
書
写
之
畢
以
唐
本
一
校
了

本
云

弘
和
元
年

蕤濱
中
二
日
移
花
山
院
右
大
将
点
了

\

天
授
戊
午
禊
季
檐
上

擀分
句
読
畢
芸
巣
子
 

(
三
末
)
天
授
五
年
無
射
下
旬
於
栄
山
旧
館
/
書
写
了
\
以
唐
本
校
了

(
四
末
)
天
授
五
年
無
射
中
旬
於
栄
山
行
宮

\

書
写
之
訖
\
以
仲
盛
卿
自
筆
本
一
校
了
\
以
唐
本
校
了

(
五
末
)
天
授
五
年
応
鐘
上
幹
日
於
栄
山
行
在
所

\

書
写
之
訖

(
六
末
)
天
授
六
年
孟
春
初
五
日
於
栄
山
旅
館
\
書
写
之
了
\
以
同
本
一
校
了

(
七
末
)
天
授
六
年
正
月
十
日
終
一
部
書
写
之

\

功
畢
\
以
同
本
一
校
了

\

不
可
有
外
見
者
也

以
上
の
よ
う
に
こ
の
孟
子
集
註
は
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
天
授
五
年
六
月
か
ら
同
六
年
正
月
に
か
け
、
大
和
栄
山
の
行
在
所
に
於
て
、 

唐
本
を
以
て
書
写
し
且
っ
同
本
に
よ
っ
て
校
合
(
第
四
冊
は
仲
盛
卿

1
1

M
と

1

S

A*1

参
自
筆
本
を
も
校
合
)
を
終
え
、
更
に
弘
和
元
 

年
夏
花
山
院
右
大
将
の
点
を
も
移
写
し
た
と
云
う
の
で
あ
る
。
本
云
天
授
戍
午
芸
巣
子
の
奥
書
は
恐
ら
く
花
山
院
右
大
将
の
点
本
に
あ
っ
 

た
奥
書
で
、
花
山
院
右
大
将
(
即
ち
芸
巣
子
力
)
が
天
授
四
年
坦
上
人
の
懇
命
に
よ
っ
て
加
点
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
花
山
院
右
大
将
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
弘
和
元
年
右
近
衛
大
将
に
陞
っ
た
花
山
院
長
親
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
長
親
は
後
 

醍
醐
天
皇
側
近
の
忠
臣
花
山
院
師
賢
の
孫
、
内
大
臣
家
賢
の
子
、
正
平
初
年
吉
野
の
行
在
所
に
生
れ
、
字
は
子
晉
、
号
は
耕
雲
 
一%

法
 

号
は
明
魏
。
幼
時
よ
り
父
と
共
に
後
村
上
天
皇
に
仕
え
、
殊
に
長
慶
天
皇
の
御
信
任
が
厚
く
、
内
大
臣
に
昇
進
し
南
朝
の
柱
石
で
あ
っ
た
 

が
、
南
北
朝
合
体
と
同
時
に
、
素
願
の
如
く
落
飾
し
て
節
を
二
っ
に
し
な
か
っ
た
。
学
は
和
漢
を
兼
ね
、
歌
は
宗
良
親
王
の
流
を
汲
み
世
 

に
出
で
ず
韜
晦
し
た
が
、
晩
年
の
応
永
年
間
、
耕
雲
明
魏
公
の
声
名
は
歌
壇
の
重
鎮
、

一
世
の
碩
学
と
仰
が
れ
た
。
正
長
の
初
め
八
十
有
 

余
に
し
て
遠
江
に
下
り
終
り
を
知
ら
な
い
。
祖
父
師
賢
は
若
き
よ
り
か
の
玄
恵
法
師
の
門
に
学
び
、
後
醍
醐
天
皇
の
所
謂
る
新
学
派
の
錚



錚
た
る
廷
臣
、
こ
の
家
学
を
継
ぎ
、
壮
歳
中
納
言
に
し
て
文
章
博
士
と
准
儒
を
兼
ね
た
長
親
が
、
孟
子
集
註
に
加
点
し
た
こ
と
は
洵
に
ふ
 

さ
わ
し
い
。
中
世
期
の
代
表
的
歌
論
た
る
そ
の
著
「
耕
雲
口
伝
」
は
朱
子
性
理
の
学
と
仏
教
の
人
生
観
を
渾
融
し
た
素
養
の
上
に
組
織
さ
 

れ
て
お
る
。
長
親
は
儒
学
に
関
し
て
は
著
書
を
残
し
て
い
な
い
。
併
し
な
が
ら
、

「
予
比
者
、
同
住
，1山
中

--0間
得
ぃ
剽
，ー
聞
緒
言

—0姫
孔
之
 

籍
。
荘
列
之
言
。
及
ニ
乎
漢
唐
ニ
史
上
下
数
千
載
事

—0質
-|其
疑
義
？
徴
-
萁異
聞
？
如
，1鼓
侍
ジ
桴
。
如
11矢
中
-1的
。
益
扣
而
益
不
良
。」 

(某

禅

師

作

「
耕
雲
老
人
寿
像
賛
」
)
と
評
さ
れ
た
耕
雲
は
、
当
時
儒
に
於
て
も
時
流
を
抜
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
の
中
庸
の
写
本
に
は
点
者
を
記
さ
な
い
が
、
天
授
本
孟
子
と
の
関
聯
に
於
て
、
彼
此
考
え
合
わ
す
な
ら
ば
、

こ
の
弘
和
本
中
庸
の
元
 

加
点
者
を
花
山
院
長
親
に
擬
し
て
も
決
し
て
荒
唐
無
稽
の
一
妄
想
と
一
概
に
一
蹴
し
得
ぬ
で
あ
ろ
ぅ
。
勿
論
こ
の
本
は
隠
士
禅
恵
が
当
時
 

の
点
本
に
よ
ら
ず
、
鎌
倉
以
来
の
伝
本
を
襲
伝
書
写
し
た
と
い
ぅ
こ
と
も
大
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
併
し
、
中
庸
朱
序
の
「
子
思
子
 

憂
道
学
之
失
其
伝
而
作
也
」
の
句
を
、
博
士
家
点
の
い
ず
れ
も
が
「
其
の
伝
を
失
は
ん
こ
と
を
憂
へ
て
」
と
訓
む
の
に
対
し
、
本
点
は
、 

「
其
の
伝
の
失
つ
て
ん
こ
と
を
憂
へ
て
」
と
訓
む
如
き
は
、
吉
野
朝
期
の
語
法
を
思
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
当
時
吉
野
の
朝
廷
に
あ
つ
 

て
四
書
に
加
点
を
な
し
得
る
公
卿
は
長
親
を
措
い
て
考
え
ら
れ
な
い
。
長
親
が
全
く
新
に
点
を
附
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
前
掲
の
鎌
倉
1夸
 

本
が
現
存
す
る
如
く
、
鎌
倉
以
来
、
特
に
玄
慧
等
の
先
行
の
点
に
依
つ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
本
写
本
の
テ
キ
ス
ト
は
旧
本
に
属
し
、

ヲ
コ
ト
点
は
明
経
点
で
、
そ
の
訓
点
は
送
り
仮
名
に
於
て
は
、
前
掲
鎌
倉
写
本
や
後
掲
清
家
本
と
も
や
\
異
つ
た
所
が
僅
か
存
す
る
。 

㈧

清原
家本

現
存
の
清
家
証
本
中
庸
は
清
原
宣
賢
加
点
本
よ
り
溯
り
得
る
も
の
は
発
見
さ
れ
ず
、
以
下
解
題
す
る
諸
本
は
宣
賢
後
の
も
の
も
含
め
て
 

い
ず
れ
も
宣
賢
点
系
で
、
そ
れ
等
は
転
写
の
各
過
程
に
於
け
る
変
移
の
故
も
あ
る
が
、
振
り
仮
名
送
り
仮
名
等
に
於
て
は
、
そ
の
間
に
自
 

ら
僅
少
の
出
入
詳
略
の
差
異
が
生
ず
る
の
は
免
れ
ぬ
程
度
で
、
同
一
本
と
称
し
て
よ
い
。



庸
 

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
清
原
宣
賢
手
写
手
点
単
経
 

中5

 

本
一
冊

W
 

空

色

表

紙

(
ニ

六

•
八

X

ニ
◦
•
四

喱)
。
烏
糸
欄
(
ニ
四

^
 

X

一
八
®
)
有
界
七
行
各
行
十
五
字
。

表
紙
の
貼
題
簽
に

宣
.

原
 

宣
賢
と
は
別
筆
で
「
中
庸
章
句
」
と
題
す
。
廿
八
丁
。
全
巻
 

清犧
 

に
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
、
墨
筆
の
訓
点
を
附
す
る
こ
と
極
め
て
精

»
 

密
で
、
清
濁
の
別
を
丁
寧
に
傍
記
し
て
あ
る
。
首

に

「
船
橋

_
 

蔵
書
」
印
あ
り
。
巻
末
奥
書
に
、

学状
 

僧
俗
学
徒
、
関
東
学
士
、
十
三
経
訓
点
清
濁
、
悉
背
先
儒
 

京
 

之
説
\

且
失
師
家
之
伝
、
悲
哉
、
予
憐
子
孫
赴
邪
路
、

一 

字
不
闕
点
之
、
亦

\

清
濁
字
声
指
之
、
為
令
読
易
、
不
依
 

仮
名
使
是
亦
一
之
術
也
、
可

\

深
祕
而
已
 

侍
従
三
位
清
原
朝
臣
(
花
押
)

1
1

賢
法
名
宗
尤
 

此
と
ほ

'̂同
趣
旨
の
奥
書
は
京
大
蔵
宣
賢
手
写
手
点
論
語
単
経
本
に
も
存
す
る
。
本
写
本
は
朱
序
経
文
の
み
で
、
朱
注
は
な
い
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
永
正
八
年
清
原
宣
賢
加
点
奥
書
〔
近
世
初
〕
写
本
一
冊
 

香

色

表

紙

(
ニ
六

X

ニ
〇

*
七
®
)
。
表
紙
左
肩
の
貼
題
簽
に
「
中

庸

全

」
と
題
書
。
巻

首

に

「
天
師
明
経
儒
」
、
首

尾

に

「
宣
条
」 

の
印
あ
り
。
伏
原
家
旧
蔵
本
。
字
面
高
さ
約
廿
ー
極
。
毎
半
葉
八
行
各
行
十
五
字
注
小
字
雙
行
。
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
墨
筆
訓
点
、
行
間
に
間
 

々
音
注
を
記
入
。
尾
に
補
音
釈
を
附
す
。
四
ニ
丁
。
巻
末
奥
書
に
、

•
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^
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永
正
八
年
六
月
廿
日
以
唐
本
遂
書
写
之
功
同
加
朱
墨
訖
\
加
点
以
証
本
校
合
了
\
少
納
言
淸
原
朝
臣
在
判

一
賢

大
内
被
官

南
禅
寺
林
首
座

I

享
禄
三
於
能
州

飯
田
将
監
発
起

I

発
起
大
永
五
一
畠
山
左
衞
門
佐
義
総
亭

I

於
禁
中
講
九
ヶ
度

一
天
文
十
四
十
一
十
三
始
廿
九
終

I

於
親
王
御
方
講
 

I

於
越
前
国
一
乗
谷
講
天
文
十
五
正
廿
七
始
之
 

一
天
文
十
四
十
一
始
廿
八
終
一
二
月
八
日
終
九
ヶ
度

I

於
越
州
一
乗
谷
安
養
寺
講
天
文
十
七
 

一
三
十
一
始
之
五
月
十
九
日
終
九
ヶ
度

陵
g

I

弘
治
ニ
ニ
月
於
摂
州
芥
川
城
 

枝
g

一
松
永
弾
正
忠
久
秀
発
起

こ
の
本
の
元
本
た
る
宣
賢
自
筆
本
は
未
だ
発
見
さ
れ
な
い
。
本
点
本
は
前
掲
の
宣
賢
の
永
正
十
一
年
手
写
手
点
本
と
対
を
な
す
も
の
で
 

あ
る
。
又
、
こ
の
本
は
上
に
紹
介
し
た
同
じ
伏
原
家
旧
蔵
京
大
図
書
館
蔵
の
文
亀
三
年
清
原
宗
賢
永
正
ニ
年
小
槻
宿
禰
奥
書
本
の
近
世
初
 

写
本
と
、
筆
跡
を
異
に
す
る
が
、
対
を
な
す
証
本
で
、
彼
と
同
様
に
此
に
も
宣
条
が
追
記
し
た
訓
点
書
入
を
存
す
る
。

天
理
図
書
館
蔵
同
上
奥
書
〔
近
世
初
〕
写
本
一
冊

改
装
。
後
補
砥
粉
色
覆
表
紙
。
丁
子
色
元
表
紙
(
ニ
七
*
五

>
<
ニ
ー

喱)
。
表
紙
左
肩
に
ト
部
良
芳
の
筆
で
「
宣
賢
卿
御
筆
中
庸
」
と
題
 

書
。
料
紙
薄
葉
、
裏
打
あ
り
。
首

匕

「
宝
玲
文
庫
」
印
あ
り
。
五
四
丁
。
字
面
高
さ
約
ニ
〇
.
五
極
。
毎
半
葉
七
行
各
行
十
四
字
注
小
字
 

雙
行
。
初
二
葉
の
み
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
を
附
す
る
が
、
他
は
墨
訓
点
の
み
。
末
に
宣
賢
の
筆
跡
を

摹写
し
た
と
思
わ
れ
る
前
掲
本
と
同
様
の
 

永
正
八
年
奥
書
•
講
義
識
語
を
有
し
、
次
に
修
理
の
際
の
左
の
識
語
が
存
す
る
。

宣
賢
卿
御
真
筆
也

\

加
修
補
畢
\
弘
化
四
年
|
^
歳
十
ー
月
十
六
日
\
従
三
位
侍
従
卜
部
良
芳



士
ロ
田
良
芳
は
宣
賢
自
筆
と
題
す
る
が
、
移
写
本
で
あ
る
。

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
同
上
奥
書
吉
田
兼
右
書
写
本
一
冊

改
装
。
裏
打
補
修
が
加
え
て
あ
る
。
新
補
丹
覆
表
紙
(
一
一
七
•
五

X

ニ

ー

•
五
極
)
。
そ
の
左
肩
に
卜
部
良
芳
の
筆
で
「
兼
右
卿
御
十
三
 

歳
御
筆

\

中
庸
」
と
題
書
。
茶
褐
色
元
表
紙
。
そ

れ

に

は

「
中
庸
」
と
墨
書
。
五
三
丁
。
烏
糸
欄
今
一
〇

•
七

X

一
七
•
三
極
)
有
界
七
 

行
各
行
十
四
字
注
小
字
雙
行
。
朱
点
朱
引
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
、
墨
訓
点
が
加
え
て
あ
る
。
巻
末
奥
書
の
前
半
は
永
正
八
年
の
前
記
と
同
文
の
 

.奥
書
で
、
同
文
の
講
義
識
語
も
記
す
が
、
こ
の
講
義
識
語
か
ら
以
下
は
本
文
の
若
書
と
異
つ
た
兼
右
の
後
年
の
筆
跡
に
か
乂
る
追
記
で
、 

次
の
通
り
、

此
本
予
十
三
歳
而
書
写
了

此
本
予
十
三
歳
而
書
写
之
処
環
翠
先
生
令
加
朱
点
給
歴
数
年
矣
\
今
雖
可
書
改
之
先
加
墨
点
了
 

天
文
十
九
年
十
月
廿
二
日
左
兵
衛
卜
部
朝
臣
(
花
押
)

右
一
冊
兼
右
卿

\

御
筆
也
加
証
明
訖
\
兼
雄

後
表
紙
に
弘
化
四
年
補
修
を
加
え
た
時
の
卜
部
良
芳
の
識
語
が
誌
し
て
あ
る
。

こ
の
本
は
、
吉
田
(
卜
部
)
兼
右
が
十
三
歳
の
時
、
宣
賢
の
 

永
正
点
本
を
写
し
、
そ
れ
に
宣
賢
が
朱
点
を
加
え
て
や
り
、
後
に
兼
右
が
更
に
墨
筆
の
訓
点
を
移
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
兼
右
は
宣
賢
の
 

男
業
賢
の
弟
で
あ
る
が
、
父
の
実
家
吉
田
家
を
継
ぎ
、
清
原
家
本
を
書
写
し
た
遺
品
が
多
い
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
元
和
四
年
梵
舜
書
写
本
一
冊

縹

色

表

紙

(
ニ
七
 >
<
ニ
〇
極
)
。
表
紙
の
左
肩
の
貼
題
簽
に
白
ぬ
き
に
て
「
中
庸
」
と
題
書
。

烏

糸

欄

(
ニ
六
X

一
七
•
四
極
)
有
界
 

七
行
各
行
十
四
字
注
小
字
雙
行
。
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
朱
点
朱
引
墨
筆
訓
点
を
附
し
、
行
間
に
音
注
が
書
入
れ
て
あ
る
。
五
四
丁
。
奥
書
は
、



「
写
本
云
」
と
し
て
前
掲
東
大
国
語
研
究
室
蔵
吉
田
兼
右
書
写
本
の
永
正
八
年
の
宣
賢
•
天
文
十
九
年
の
兼
右
の
奥
書
を
そ
の
ま
ゝ
移
写
 

し
、
次
に
博
士
家
の
点
図
を
か
\
げ
、
次
葉
に
、

右
如
此
之
御
奥
書
也
尤
証
本
予
雖
及
老
眼
書
写

\

井
遂
朱
墨
両
点
校
合
以
下
之
功
者
也
勿
他
見
許
矣
/

元

啦|四

戊

べ

月

4
-
日

神

竜

院

 

六

士

ハ

歳

 

元

矛

匹

午

/
月
十
日
 

梵
舜
(花
押
)

五
廿
六
筆
立
六
十
一
書
終
了

と
い
ぅ
梵
舜
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。
即
ち
吉
田
家
所
蔵
の
前
掲
の
兼
右
本
を
忠
実
に
移
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
藤
湖
南
博
士
旧
蔵
武
田
長
兵
衛
氏
現
蔵
に
「
永

禄

十

一

年

二

月

六

日

梵

舜

(
花
押
)
」
の
奥
書
の
あ
る
中
庸
写
本
一
冊
が
あ
り
、 

未
見
で
あ
る
が
、
「
恭
仁
山
莊
善
本
書
影
」
に
収
め
た
る
首
尾
二
葉
の
書
影
か
ら
察
す
る
に
、

訓
点
等
は
こ
の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
元
和
 

四
年
梵
舜
書
写
本
と
同
じ
よ
ぅ
で
あ
る
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
(
清
原
文
庫
)
蔵
清
原
枝
賢
天
正
元
年
奥
書
〔
室
町
未
〕
写
本
一
冊
 

朱

表

紙

(
ニ
五
X

一
七
•
五
極
)
。
綴
葉
装
。
料
紙
厚
手
斐
紙
。

五
四
丁
。
両
面
書
。
字
面
高
さ
約
廿
ー
極
。
毎
半
葉
七
行
各
行
十
四
 

字
注
小
字
雙
行
。

ヲ
コ
ト
点
は
な
く
、
朱
点
朱
引
、
墨
筆
訓
点
を
附
す
。
本
文
は
枝
賢
(
業
賢
の
男
、
宣
賢
の
孫
)

の
筆
で
は
な
い
が
、 

そ
の
自
筆
の
奥
書
に
日
く
、

右
中
庸
者
儒
術
之
徳
葉
聖
門
之

\

奥
室
也
喜
怒
哀
楽
仁
義
礼
知
之
要

\
也
于
爰
祐
円
律
師
日
々
月
々
習
而
誦
\
読
之
嗚
呼
助
於
我
乎
 

天
正
元
年
冬
十
又
二
月
中
旬

宮
内
卿
清
原
朝
臣
(
「
枝
賢
」

の
朱
印
の
上
に
花
押
を
据
え
る
)

仁
和
寺
蔵
永
禄
八
年
書
写
単
経
本
(清
原
枝
賢
点
本
)

一
冊



栗

皮

表

紙

(
ニ
ニ
 >
<
ー
五
*
ー
ー
麵
)
。
表
紙
見
返
し
に
「
仁
和
寺
」

の
蔵
印
並
に
墨
書
あ
り
。

字
面
高
さ
約
一
八
®
。
毎
半
葉
八
行
各
 

行
十
六
字
。
墨
筆
で
訓
点
が
加
え
て
あ
る
。
書
写
奥
書
に
日
く
、

右
中
庸
全
部
以
宮
内
卿
清
原
枝
賢
S

筆
家
点
 

書
写
之
尤
為
祕
本
者
也

永
禄
八
丑
臘
八
誌
之
 

仁

和

寺

(
花
押
)

成

篑堂
文
庫
に
は
中
庸
章
句
の
室
町
末
写
本
二
部
を
蔵
し
、
同
文
庫
善
本
書
目
に
ょ
れ
ば
、

一
は
前
掲
の
同
文
庫
蔵
大
学
の
僚
巻
で
天
 

正
元
年
清
原
枝
賢
の
奥
書
を
有
す
と
あ
れ
ば
、
前
掲
京
大
蔵
枝
賢
奥
書
と
一
致
す
る
如
く
見
え
、
此
は
そ
の
移
写
本
で
あ
る
ま
い
か
◦
他
 

は

「
家
康
等
の
帰
依
せ
る
雲
如
和
尙
が
手
写
せ
る
も
の
と
伝
ふ
。

訓
点
並
に
乎
古
止
点
は
清
家
祕
点
な
り
。」
と
。

陽
明
文
庫
蔵
〔
室
町
末
近
世
初
〕
写
単
経
本
一
冊

濃

縹

色

表

紙

(
ニ
七

X

ニ
ー
極
)
。

字
面
高
さ
約
二
三

犍。
毎
半
葉
九
行
各
行
十
六
字
伝
注
小
字
雙
行
0

ヲ
コ
ト
点
は
な
く
、
墨
訓
点
 

の
み
。
廿
一
丁
。

古
活
字
本
中
庸
章
句
は
大
学
と
同
様
清
家
本
を
飜
印
し
た
も
の
で
、
次
の
現
存
伝
本
の
殆
ど
が
清
家
点
を
移
写
し
て
あ
る
。

慶
長
四
年
刊
勅
版
単
経
本
(
陽
明
文
庫
蔵
)

今
関
正
運
刊
第
一
種
本
(
東
洋
文
庫
•
天
理
図
書
館
•
武
田
長
兵
衛
氏
蔵
)

同

第

二

種

本

(高
木
文
庫
旧
蔵
)

同
第
三
種
本
(
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
)

下
村
生
蔵
刊
本
(
慶
応
義
塾
図
書
館
•
東
洋
文
摩
蔵
〕



別
板
雙
辺
有
界
七
行
本
(
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
蔵
)

清
原
家
が
中
庸
を
誦
読
し
た
の
は
何
時
に
始
ま
る
か
は
明
か
で
な
い
が
、
大
学
と
同
じ
く
か
な
り
古
い
ら
し
く
、
良

賢

•
業
忠
の
頃
に
 

な
る
と
盛
に
講
義
を
開
い
て
い
る
。
伝
存
の
清
家
本
は
宣
賢
加
点
本
の
み
で
あ
る
が
、
他
の
経
書
に
於
け
る
と
同
様
、
本
書
に
於
て
も
宣
 

賢
は
累
代
の
家
本
を
殆
ど
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
。
宣
賢
点
が
前
掲
の
鎌
倉
写
本
•
弘
和
ニ
年
本
の
点
と
大
同
小
異
で
あ
る
所
か
ら
見
れ
 

ば
、
最
初
の
加
点
者
が
清
原
家
か
中
原
家
か
他
の
博
士
家
か
は
別
と
し
て
、
と
も
角
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
点
に
依
拠
し
て
お
る
。
更
に
溯
れ
 

ば
、
中
庸
も
大
学
と
同
様
、
礼
記
の
清
家
点
に
基
い
て
お
る
。
宣
賢
は
後
掲
の
中
庸
抄
の
中
で
、
従
来
の
家
点
を
古
点
と
呼
び
、
そ
の
改
 

訂
点
を
新
点
と
称
し
て
、
古
点
の
不
備
の
箇
所
を
少
し
指
適
し
て
お
る
こ
と
、
大
学
の
箇
所
で
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
併
し
こ
の
新
点
 

の
定
義
が
、
古
点
を
訂
正
し
た
宣
賢
の
新
点
を
指
す
の
か
、
例
え
ば
岐
陽
等
の
系
統
が
博
士
家
点
と
は
別
に
立
て
た
点
を
意
味
す
る
の
か
 

曖
昧
で
あ
る
。

例
を
あ
げ
れ
ば
、
第
一
章
の
朱
注
「
性
道
雖
同
、
而
気
禀
或
異

J

の
訓
点
に
っ
き
、

「
性
道
ト
シ
タ
ヵ
古
点
ソ
、
近
注
ニ
性
ト
道
ト
ヲ
 

■ニ
ニ
シ
タ
ソ
」
(
京
大
蔵
天
文
廿
ニ
年
写
中
庸
抄
)
と

即

ち

「
性
道
雖

X

同
」

と
い
ぅ
の
が
古
点
で
、
此

は

「
性

•
道
雖
Z
同
」

と
点
せ
ょ
 

と
言
ぅ
の
で
あ
る
。
鎌
倉
写
本
.弘
治
本
は
前
者
で
、
永
正
八
年
の
宣
賢
点
は
後
者
の
如
く
点
が
附
し
て
あ
る
。
朱
注
の
こ
の
文
に
続
い
て
 

「
聖
人
、
因
人
物
之
所
当
行
者
而
品
節
、
以
為
法
於
天
下
云
々
」

の
点
を
、

「
以
為

X

法
ニ
於
天
下
一
古
点
チ
ャ
ヵ
、
是
ハ
悪
ィ
ソ
、

古
点
 

ノ
誤
リ
チ
ャ
ソ
、
以
為
二
法
天
下
一
力
吉
ソ
」

(
同
上
)
と
。
併
し
宣
賢
点
も
古
点
の
通
り
で
改
め
て
な
い
。
第

廿

章

経

文

「
忠
信
重
禄
、 

所
以
勧
士
也
」

注

文

「
忠
信
、
謂
待
之
誠
而
養
之
厚
」
を

古

点

が

〔
士
に
〕

「
忠
信
ア
ル
ト
キ
ン
ハ
」
と
訓
ず
る
の
を
、

〔
君
に
〕
「
忠
 

信

ア
ツ
テ
」
と
改
む
べ
き
だ
と
、

「
忠
信
!
^
、ト
押
卜
、ョ
4
1
綠
臟
」

(
宣

賢

著

「
中

庸

抄

「
待
|

ト
ハ
上
タ
ル
人
ノ
忠
信
有
方
ソ
、忠
 

信
有
重

x

禄
ヲ
点
可
也
」

(
京
大
蔵
天
文
写
本
中
庸
抄
)

と
言
っ
て
お
る
。

そ

の

理

由

を

烏

有

子

撰

「
中
庸
章
句
童
子
訓
」

は
更
に



詳
し
く
、

忠
信
ノ
占
1
ハ
、
家
ノ
古
点
ソ
、
新
注
ノ
心
ハ
、
或
問
ニ
、
忠
信
重
ド
禄
ト
見
エ
タ
、
君
ノ
心
1ー
忠
モ
信
モ
マ
コ
ト
ア
ッ
テ
、
禄
重
レ
ハ
、

士
カ
ス
、
ム
ソ
、
信
力
、

ナ
ケ
レ
ハ
、
忠
賞
セ
ラ
ル
レ
ト
モ
、
用

ニ

タ

、
ヌ
ソ

、
タ

、
シ

、
古
点
ヲ
本
ト
ス

と
述
べ
る
。
鎌
倉
写
本
•
弘
和
本
•
宣
賢
手
写
手
点
本
は
経
注
と
も
古
点
の
通
り
で
、
た
^
永
正
宣
賢
点
の
伏
原
宣
条
旧
蔵
本
は
経
文
 

の
方
の
み
「
忠
信
ア
ル
ト
キ
ン
ハ
」
「
忠
信
ア
ッ
テ
」
の
ニ
訓
を
左
右
に
記
す
が
、
宣
条
は
前
者
に
「
可
从
」
の
書
入
を
な
し
て
お
る
。
ま
 

た
第
三
十
三
章
の

r

不
大
声
以
色
」

(
注

文

は

「
不
大
声
与
色
」)

に
関
し
、

「
不
二
大
一
声
以
ロ
色
、
古
点
ハ
不
大

x

声
以

x

色
ト
、
以
ノ
字
 

ヲ
与
ノ
字
ノ
心
ニ
ョ
ム
ソ
、
以
ト
与
ト
通
ス
ル
ソ
、

マ
タ
声
色
ノ
上
ヲ
不

X

離
ソ
」
(
京
大
蔵
天
文
写
中
庸
抄
)
と
言
つ
て
い
る
。
但
し
、 

鎌
倉
写
本
*弘
和
本
*
宣
賢
点
本
い
ず
れ
も
新
点
の
如
く
、

「
色
ヲ

±'||シ
色
ヲ
以
テ
セ
ズ
」
に
訓
ん
で
お
り
、
そ
う

1)1む
の
が
古
点
の
よ
 

う
で
、
中

庸

抄

の

「
古
点
」
の
二
字
は
諸
本
と
も
そ
う
な
つ
て
い
る
が
、

「
新
点
」

の
訛
で
あ
る
ま
い
か
。
朱
注
は
以
と
与
と
通
用
と
見
 

る
の
が
あ
る
か
ら
、
朱
注
に
よ
れ
ば
「
声
ト
色
ト
ヲ
」
と

1)|ず
べ
き
で
あ
る
。

宣
賢
は
そ
の
抄
の
中
で
往
々
「
近
注
ニ
ョ
レ
バ
」
と
い
う
こ
と
を
言
つ
て
い
る
。

こ

の

「
近
注
」
と
は
朱
注
に
対
し
、
四
書
輯
釈
等
の
 

宋
元
の
朱
注
の
末
疏
を
指
し
、
新
点
を
提
起
す
る
場
合
も
近
注
に
よ
れ
ば
等
と
述
べ
る
場
合
が
あ
る
。
所
謂
る
旧
点
は
近
注
が
ま
だ
さ
程
 

渡
来
し
な
か
っ
た
以
前
の
訓
点
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
近
注
を
広
く
参
照
し
て
朱
注
を
精
読
再
吟
味
し
た
結
果
、
旧
点
の
不
備
を
改
訂
し
た
 

の
が
所
謂
る
新
点
の
よ
う
で
あ
る
。
併
し
此
は
果
し
て
宣
賢
の
み
の
業
で
あ
ろ
う
か
。
清
家
点
本
以
外
の
学
庸
の
古
写
本
は
殆
ど
伝
わ
ら
 

な
い
の
で
、
明
確
な
推
測
は
遠
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
清
家
以
外
の
僅
な
写
本
類
を
見
て
も
、
そ
の
訓
読
は
宣
賢
が
指
摘
し
た
新
点
に
ほ
 

ぼ
従
っ
て
い
る
所
か
ら
見
れ
ば
、
旧
来
の
博
士
家
点
の
不
備
を
っ
い
た
の
は
、
却
っ
て
岐
陽
方
秀
等
の
五
山
僧
系
統
の
外
典
講
説
家
達
で
 

あ
る
ま
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。
力
量
の
あ
る
宣
賢
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
自
身
も
も
と
よ
り
力
め
た
所
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
岐
陽
等

三
五



の
博
士
家
外
か
ら
の
剌
戟
影
響
も
多
分
に
与
っ
て
力
あ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
宣
賢
の
性
格
は
鋭
い
独
創
力
を
有
す
る
と
い
う
 

よ
り
は
、
包
容
力
に
富
み
、
凡
ゆ
る
説
を
_
家
薬
籠
中
の
物
と
化
し
て
、
集
大
成
す
る
こ
と
に
非
凡
な
器
量
を
有
し
て
お
る
。

以
上
の
如
く
宣
賢
は
従
来
の
家
点
を
改
め
て
お
り
、
朱
注
の
意
に
即
せ
ば
、
改
点
の
方
が
妥
当
で
あ
る
。
併
し
、
現
存
の
宣
賢
点
本
を
 

見
る
と
実
際
は
所
謂
る
古
点
の
通
り
で
、
殆
ど
所
謂
る
新
点
に
改
め
て
な
い
所
を
見
る
と
、
そ
れ
は
講
義
等
で
は
言
及
し
て
も
、
正
式
の
 

清
家
証
本
と
し
て
は
漫
に
変
改
を
行
わ
ず
、
家
の
古
点
を
本
と
し
て
伝
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

㈡

足
利
本
 

醍
醐
寺
蔵
明
応
ニ
年
写
本
一
冊

空

色

表

紙

(
ニ

五

•
五

X

一
七
•
五
極
)
。
字
面
高
さ
約
ニ
ー
.•五

喱。
毎
半
葉
八
行
各
行
十
五
字
注
小
字
雙
行
。
所
々
朱
引
を
施
し
、 

全
巻
に
墨
筆
の
訓
点
を
か
な
り
丁
寧
に
下
し
て
あ
り
、
所
々
首
書
傍
注
の
書
入
が
あ
る
。
五
五
丁
。
虫
蝕
が
甚
し
い
。
巻
末
書
写
奥
書
に

明
応
ニ
年
@

孟

秋

廿

八

自

下

州

足

利

出

来

本

写

之

(
明
応
ニ
年
は
已
に
非
ず
し
て
丑
、
誤
記
か
)

「
自
下
州
足
利
出
来
本
」
と
言
え
ば
、
足
利
学
校
の
本
、
も
し
く
は
学
校
で
写
し
た
本
の
意
味
で
、
本
写
本
が
足
利
学
校
使
用
本
の
系
統
 

で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
足
利
学
校
に
於
て
、
学
庸
が
講
読
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
時
の
学
風
か
ら
考
え
て
、
ご
く
自
然
の
成
り
行
き
 

で
あ
る
が
、
従
来
そ
の
事
蹟
を
示
す
文
献
上
の
確
証
も
な
く
、
足
利
学
校
本
の
学
庸
と
目
す
べ
き
伝
本
は
何
等
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
 

の
意
味
に
於
て
、
そ
れ
が
醍
醐
寺
の
経
蔵
の
筐
底
に
祕
め
ら
れ
た
ま
、
で
あ
っ
た
の
が
、
今
回
新
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
足
 

利
学
校
の
教
化
の
分
布
交
渉
の
考
察
上
か
ら
も
、
極
め
て
興
味
が
深
い
。

こ
の
本
は
、

一
冊
で
あ
る
が
、
十
九
章
ま
で
を
上
巻
以
下
を
下
巻
と
す
る
ニ
巻
に
分
け
ら
れ
、
倪
士
毅
の
輯
釈
を
雙
行
に
挿
入
し
た
朱
 

序
を
巻
初
に
か
\
け
、
次
に
も
う
一
度
朱
序
か
ら
始
ま
っ
て
尾
に
至
っ
て
お
る
。
上
記
の
大
学
の
朱
序
に
輯
釈
を
附
し
た
と
同
じ
類
型
で



あ
る
。

こ
、
に
聯
想
さ
れ
る
の
は
、
既
に
一
言
し
た
孝
経
直

ぢ

解

(
古
文
孝
経
の
孔
序
に
劉
炫
の
述
義
を
節
録
附
記
せ
る
)

J
J

皇
侃
の
義
疏
を
竄
入
せ
し
め
だ
る
論
語
集
解
、
ま
た
論
語
発

M
題

(
邦
人
の
撰
と
思
わ
れ
る
論
語
の
解
題
書
、
そ
の
考
証
は

写年

別

に

詳

述

の

予

定

)
を
合
綴
せ
る
論
語
集
解
が
足
利
学
校
本

ニ跳
の
中
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
で
も
往
々
学
校
の

#

教
科
書
に
は
簡
単
な
注
や
解
説
を
附
し
た
本
が
採
用
さ
れ
る

_

如
く
、
足
利
学
校
に
於
て
も
、
か
、
る
簡
便
な
注
解
説
附
き 

の
本
が
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
、
こ
の
講
義
と
学
習
上
の 

便
利
の
目
的
か
ら
、
や

、
変
形
の
テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
た
も 

の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

こ
れ
は
足
利
学
校
の
講
義
が
図
書
に
乏
し
い
田
舎
で
行
わ
れ
、
ま
た
教
育
の
実
際
上
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
博
士
家
の
そ 

れ
と
は
や
、
異
つ
た
風
姿
を
帯
び
、
同
校
の
学
風
の
特
色
を
推
測
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

本
写
本
は
テ
キ
ス
ト
上
は
旧
本
に
属
し
、
そ
の
訓
点
は
博
士
家
点
に
由
来
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
、
清
家
点
と
比 

ベ
る
と
か
な
り
似
て
い
る
が
、
ま
た
一
面
送
り
仮
名
は
相
当
に
異
る
所
が
見
ら
れ
る
。
宣
賢
が
古
点
と
新
点
の
相
異
と
し
て
指
摘
し
た
箇 

所
の
如
き
は
、
概
ね
新
点
の
訓
に
な
つ
て
い
る
。
傍
注
の
書
入
は
間
々
仏
意
も
混
え
た
簡
単
な
字
義
の
説
明
と
、

「
土
日
」
と
し
て倪

+一

 

毅
の
四
書
輯
釈
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

こ
の
書
入
が
果
し
て
足
利
学
校
本
そ
の
も
の
に
元
来
存
し
て
い
た
旧
形
か
、
或
は
そ
の
移
写
者
が 

新
に
記
入
し
た
も
の
か
、
問
題
が
あ
る
。
併
し
、
現
在
遺
つ
て
い
る
足
利
学
校
本
の
殆
ど
に
は
、
諸
注
を
補
入
書
き
入
れ
て
あ
る
の
が
並
日



通
で
あ
る
。
従
っ
て
或
る
程
度
祖
本
に
既
に
あ
っ
た
書
入
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
所
か
ら
見
て
も
、
足
利
学
校
に
於
て
も
、
学
庸
章
句
に
 

対
し
最
も
参
照
さ
れ
た
疏
は
四
書
輯
釈
大
成
で
あ
っ
た
と
考
え
て
ょ
か
ろ
う
。

三
邦
人
選
述
大
学
注
釈
書
類

学
庸
に
対
す
る
講
書
の
行
わ
れ
た
こ
と
は
早
く
は
鎌
倉
末
南
北
朝
頃
の
文
献
に
見
え
、
応
永
以
後
は
公
卿
禅
僧
の
日
乗
等
に
か
な
り
散
. 

見
す
る
ょ
う
に
な
る
。
併
し
そ
れ
等
の
聞
書
の
類
が
成
立
し
た
か
否
か
は
明
か
で
な
く
、
遺
品
も
現
在
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
邦
人
の
も
の
 

し
た
注
釈
書
の
現
存
本
と
し
て
は
一
条
兼
良
の
四
書
童
子
訓
を
以
て
権
輿
と
す
る
。
そ
の
後
の
現
存
本
は
殆
ど
が
清
原
宣
賢
の
抄
物
を
中
 

心
と
す
る
清
原
家
の
講
説
本
で
あ
る
。

S

 
一
条
兼
良
撰
四
書
童
子
訓
 

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
〔
室
町
末
〕
写
本
一
冊

鳥
の
子
無
地
淡
茶
褐
色
表
紙
(
ニ

六

•
四

X

ニ
◦
•
四
極
)
。
題
簽
の
剥
脱
し
た
跡
が
あ
る
表
紙
左
肩
に
「
四

書

童

子

訓

大

学

」
と
、 

ま
た
下
小

口

に

「
大

学

抄

全

」
と
墨
書
。
本
文
六
 
一
丁
、
遊
び
紙
ニ
丁
。
内

題

に

「
四
書
童
子
訓
卷
之
一
 

大
学
」
と
。尾
題
な
し
。. 

本
文
片
仮
名
交
り
楷
書
。
字
面
高
さ
約
廿
ニ
極
。
毎
半
葉
一
四
行
各
行
字
数
不
等
約
卅
字
内
外
。
全
巻
朱
点
朱
引
を
施
し
、
経
文
並
に
朱
 

子
序
に
は
、
墨
筆
の
訓
点
を
下
し
、
且
っ
朱
筆
で
ヲ
コ
ト
点
が
加
え
て
あ
る
。

こ
の
ヲ
コ
ト
点
は
明
経
点
で
、
か
な
り
丁
寧
に
加
え
て
あ
 

る
箇
所
と
殆
ど
省
略
し
て
あ
る
所
も
あ
る
。
こ
の
訓
点
は
清
原
宣
賢
の
点
に
比
べ
る
と
、
少
異
は
あ
る
が
、
概
ね
一
致
す
る
。
巻
末
の
遊
 

び
紙
に
、
道
学
統
宗
之
図
及
び
朱
子
の
生
歿
年
等
が
記
し
て
あ
る
。
故
橋
本
進
吉
博
士
旧
蔵
。
本
文
末
に
次
の
奥
書
あ
り
。

本
云

\

後
成
恩
寺
御
作
也
可
祕
々
々

\

清
原
宣
賢



後
成
恩
寺
は
兼
良
の
号
。
こ
の
本
の
書
写
は
室
町
末
に
か
ゝ
り
、
少
く
も
慶
長
を
下
ら
ず
、
筆
風
や
ゝ
宣
賢
や
清
原
家
•
吉
田
家
の
人
 

の
そ
れ
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
の
は
、
宣
賢
手
写
本
か
ら
の
直
接
の
写
し
か
、
清
家
乃
至
は
そ
の
親
近
者
の
書
写
に
な
つ
た
こ
と
を
証
し
 

得
ょ
ぅ
。京

都
大
学
附
属
図
書
館
(清
原
文
庫
)
蔵

〔
室
町
〕
写
本
一
冊

茶

褐

色

表

紙

(
ニ
五

X

ニ
〇
醒
)
。
大
和
綴
。
外
題
な
し
。
内
題
、
「
四
書
童
子
訓
卷
之
一
大
学
」
。

字
面
高
さ
約
ニ
ニ
•
五
極
。
毎
 

半
葉
十
五
行
各
行
字
数
不
等
。
全
文
朱
点
朱
引
を
加
え
、
経
文
に
は
訓
点
が
な
い
。
全
四
五
丁
。
巻
末
の
遊
び
紙
に
「
言
継
」
の
朱
印
が
 

あ
る
。
宣
賢
の
門
人
山
科
言
継
(
天
正
七
年
薨
)

の
手
沢
本
で
、
書
写
年
代
も
そ
の
当
時
と
見
な
し
て
ょ
い
が
、
言
継
の
手
写
か
否
か
は
 

不
明
で
あ
る
。

陽

明

文
庫
蔵
〔
室
町
後
期
〕
写
本
一
冊

淡
褐
色
打
曇
表
紙
(
ニ

七

•
八

X

ニ

ー

•
三
®
)
。
外

題

「
大
学
抄
」
。
内

題

「
四
書
童
子
訓
卷
之
一
 

大
学
」
。

尾

題

「
四
書
童
子
 

訓
卷
之
一
」
。
字
面
高
さ
約
二
三
糠
。
毎
半
葉
十
三
行
各
行
字
数
不
等
◦朱
点
朱
引
を
施
し
、
経
文
に
は
朱
筆
を
以
て
訓
点
を
加
え
て
あ
る
。
 

少
し
く
後
人
の
書
入
に
な
る
頭
注
を
存
す
る
。

「
陽
明
蔵
」
の
朱
印
あ
り
。

大
和
文
華
館
蔵
寛
永
元
年
写
本
一
冊

栗

皮

表

紙

(
ニ
七
X
ニ
◦
•
五

喱)
。
包
背
装
。
外

題

「
大
学
」
。
内

題

「
四
書
童
子
訓
卷
之
ー
大
学
私
」
。

尾

題

「
大
学
抄
全
終
」
。 

字
面
高
さ
約
ニ
五
®
。
毎
半
葉
十
三
行
各
行
字
数
不
等
。
朱
点
朱
引
を
施
す
。
全
六
一
丁
。
首

に

r

尙
綱
舎
蔵
」
の
朱
印
、
即
ち
吉
田
神
 

社
祠
官
鈴
鹿
家
旧
蔵
本
◦
尾
題
の
次
に
左
の
書
写
奥
書
あ
り
、

文
亀
武
年
六
月
十
三
日
書
写
矣
\
右
兵
衛
督
ト
部
兼
右
了

三
九



四
〇

此
ー
卷
寛
永
元
年
親
月
廿
三
日
書
記
之
吉
田
萩
原
殿
ノ
祕
本
タ
リ
ト
ィ
へ

\

ト
モ
種
々
以
大
望
書
写
訖
\
湯
浅
五
郎
兵
衞
(
花
押
) 

東
京
教
育
大
学
附
属
図
書
館
蔵

c

江
戸
前
期
〕
写
本
一
冊

無
地
淡
香
色
'古

表

紙

(
ニ
六
>
<
ニ
〇

龌)
。
外

題

「
童
子
訓
 

一
条
禅
閣
御
抄
」
。
元
表
紙
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
本
文
共
紙
の
扉
に

は

「
童
子
訓
」
と
墨
記
。
毎
半
葉
十
四
行
各
行
字
数
不
等
。
字
面
高
さ
約
廿
三
極
。
全
巻
に
朱
点
、
経
文
に
は
訓
点
が
加
え
ら
れ
、
本
文

五
三
丁
。
巻

首

に

「
北
総
林
氏
蔵
」
の
朱
印
、
故
林
泰
輔
博
士
旧
蔵
本
。
寛
永
頃
の
書
写
で
、
尾
に
左
の
奥
書
あ
り
、

御
本
云

後
日
校
合
之
後
参
差
事
繁
多
猶
加
清
撰
可
令
書
直
也
 

御
本
云
一
条
太
閤

此
一
冊
殿
下
御
抄
也
文
安
元
年
仲
秋
下
旬
之
此
跳
或
人
加
筆
書
写
之
御
勘
文
畢
 

御
判
 

な
お
後
表
紙
の
見
返
し
に
貼
附
し
た
押
紙
に
は
林
博
士
の
字
で
、

「
京
都
吉
田
家
ノ
本
ー

一

ハ
左
ノ
奥
書
ア
リ
…
…
」
と
し
て
、
前
掲
の
鈴
 

鹿
家
旧
蔵
本
の
文
亀
ニ
年
云
々
以
下
の
奥
書
全
文
が
写
さ
れ
て
あ
る
。

家

蔵

〔
江
戸
前
期
〕
写
本
一
冊

本
文
共
紙
表
紙
(
ニ
六
><
ニ
ー
極
)
。
外
題
な
し
。
内

題

「
四
書
童
子
訓
卷
之
ー
 

大
学
」
。
尾

題

「
四
書
童
子
訓
卷
之
一
」
。字
面
高
 

さ

約
廿
三
極
。
毎
半
葉
十
五
行
各
行
字
数
不
等
廿
八
字
内
外
。
全
巻
朱
引
朱
点
を
加
え
、
経

文

•
朱
序
文
に
は
墨
筆
で
訓
点
を
下
す
。

遊
 

び
紙
共
全
六
九
丁
。
尾

に

「
持
主
高
草
平
左
衛
門
」
な
る
黒
印
が
捺
し
て
あ
る
。
書
写
年
代
は
寛
永
頃
で
あ
ろ
ぅ
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

C

江
戸
〕
写
本
一
冊

栗

皮

表

紙

(
ニ

七

•
ニ

X

一
九
•
五
®
)
、
外

題

「
大
学
抄
」
。
内

題

「
四
書
童
子
訓
 

大
学
章
句
序
」
。
墨

雙

辺

(
ニ
ー

X

一

六

®
)
 

無
界
。
毎
半
葉
十
二
行
各
行
字
数
不
等
。
朱
点
朱
引
を
加
ぅ
。
全
五
八
丁
。

「
学
習
館
印
」
の
朱
印
。
但
し
、
兼
良
の
童
子
訓
は
朱
子
序
 

の
部
分
の
み
を
存
し
、
次
の
経
文
の
伝
の
十
章
ま
で
の
仮
名
注
は
童
子
訓
と
は
無
関
係
の
全
く
の
別
書
で
、
「
大
学
要
略
 

逐
鹿
評
上
」



と
題
し
、
巻

尾

に

「
中
江
原
書
」
と
。

「
童
子
訓
」
と

「
要
略
」
と
は
夫
々
別
筆
で
、
後
人
が
両
書
を
合
綴
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
の
 

大
学
要
略
は
藤
原
惺
窩
の
著
で
、
中
江
原
は
藤
樹
ら
し
い
が
、
藤
樹
が
書
写
し
た
も
の
を
後
人
が
転
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

国
語
研
究
所
蔵
元
和
元
年
写
本
一
冊

大
本
。
改
装
の
た
め
少
し
く
天
地
を
截
っ
て
あ
る
。
全
五
十
丁
。
毎
半
葉
十
一
行
各
行
字
数
不
等
。
朱
点
朱
引
を
附
す
。
外

題

「
大
学
 

抄
下
」
。

尾

題

「
四
書
童
子
訓
卷
之
ー
畢
」
。
元
来
は
ニ
冊
本
で
、
上
巻
の
朱
子
序
の
部
分
を
失
っ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
末
の
書
写
奥
書
に
、 

右
之
抄
者
以
清
家
本
令
書

\

写
了

\

元
和
元
仲
穩
上
旬
 

平
時
興
 

国
立
国
会
図
書
館
蔵
寛
文
十
年
谷
岡
七
左
衛
門
刊
本
(
巻
上
欠
)

一
冊
 

栗

皮

表

紙

(
ニ
六
X

一
九
極
)
。
元
題
簽
欠
。
表
紙
の
左
肩
に
「
寛
文
十
年
四
月

\

大
学
童
子
訓
」
と
雙
行
に
墨
書
。
内

題

「
大
学
」
。 

尾

題

「
大
学
童
子
訓
終
」
単

辺

(
ニ
ー

X
一
六

•
一 

犍)
無
界
。
毎
半
葉
経
文
八
行
各
行
十
五
字
、
片
仮
名
交
り
注
文
小
字
雙
行
即
ち
十
 

八
行
、
各
行
字
数
不
等
廿
五
字
内
外
。
版
心
は
粗
黒
ロ
、
柱

刻

は

「
大
学
抄
下
 

(
丁
数
)
」
。
五
十
丁
。
首

に

「
岡
田
希

\

雄
蔵
書
」

の
 

朱
印
あ
り
。
巻
末
題
の
次
に
、
左
の
木
記
の
刊
記
を
有
す
る
。

寛
文
十
庚
戌
歳
孟
夏
吉
辰

\

御
霊
前
谷
岡
七
左
衞
門
板
行

本
書
は
寛
文
十
年
の
「
書
籍
目
録
」
等
の
江
戸
時
代
前
期
の
出
版
書
目
に
は
、
ニ
冊
と
録
し
て
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
故
岡
田
希
雄
氏
 

旧
蔵
本
の
下
巻
以
外
に
、
完
本
の
所
在
を
知
ら
な
い
。
下
巻
は
序
を
除
く
大
学
章
句
全
体
を
含
む
か
ら
、
上
巻
が
朱
子
序
に
該
当
す
る
。 

経
文
に
は
詳
細
な
訓
点
と
振
仮
名
、
注
文
に
も
所
々
振
仮
名
が
附
し
て
あ
り
、
そ
の
訓
点
仮
名
.は
清
原
家
流
の
そ
れ
に
か
な
り
忠
実
に
据

つ
て
い
る
。

本
書
の
伝
本
と
し
て
他
に
、
故
福
井
久
蔵
博
士
は
そ
の
著
「
一
条
兼
良
」

(
二
八
頁
)

に
、
阿
波
国
文
庫
蔵
清
原
環
翠
軒
奥
書
本
を
あ
'

四

一



四
ニ

げ
、
ま
た
、
国
民
精
神
文
化
研
究
所
刊
「
日
本
書
紀
纂
疏
」
の
解
説
中
に
同
本
を
永
正
九
年
写
と
著
録
し
て
あ
る
が
、
こ
の
本
は
戦
後
燁
 

失
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宣
賢
の
奥
書
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
前
記
慶
応
本
と
同
系
で
あ
ろ
う
。

室
町
時
代
を
通
じ
、
博
学
多
識
宏
才
絶
倫
を
以
て
、
自
他
共
に
許
す
者
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、指
を
先
ず
一
条
兼
良
に
屈
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

神

道

•
国

典

•
和

歌

•
連

歌

•
有
職
故
実
に
行
く
と
し
て
可
な
ら
ざ
る
な
き
彼
は
、
儒
学
に
於
て
も
し
か
り
。
曾
祖
父
経
通
、
父
経
嗣
い
 

ず
れ
も
儒
を
好
み
朱
子
を
崇
び
、
そ
の
母
は
文
章
博
士
東
坊
城
(
菅
原
)
秀
長
の
女
で
あ
る
。

彼
の
庶
兄
た
る
東
福
寺
の
雲
章
一
慶
は
、
岐
陽
方
秀
門
下
の
翹
楚
で
、
宋
学
に
っ
い
て
優
れ
た
功
績
を
残
し
て
い
る
。
兼
良
は
明
経
家
 

た
る
清
原
等
の
博
士
家
の
外
に
、
岐
陽
不
二
道
人
等
の
学
統
と
も
関
係
の
あ
つ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
か
\
る
庭
訓
と
環
境
に
 

育
っ
た
兼
良
は
、
儒
は
当
然
程
朱
学
を
宗
と
し
、
自

著

「
尺
素
往
来
」
に

も

「
程
朱
一
一
公
之
新
釈
、
可
為
肝
心
候
也
」
と
言
う
。
彼
の
漢
 

学
の
造
詣
、
性
理
の
説
の
摂
取
の
程
は
、
そ

の

著

「
日
本
書
紀
纂
疏
」
等
に
も
鮮
に
看
取
で
き
る
。
併
し
彼
の
儒
学
思
想
を
最
も
ょ
く
見
 

得
る
の
は
本
書
に
若
く
は
な
い
。

本
書
は
、
朱
子
の
四
書
集
註
に
対
す
る
国
字
解
で
、

諸
本
い
ず
れ
も
、

「
四
書
童
子
訓
卷
之
一
大
学
」
と
題
す
る
所
か
ら
見
て
、

巻
之
 

ニ
以
下
四
書
全
巻
が
存
し
た
ょ
う
に
見
え
る
が
、
巻
一
の
大
学
の
み
が
伝
わ
り
、
他
は
現
存
し
な
い
。
兼
良
は
四
書
全
体
に
対
す
る
講
義
 

は
行
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
文
献
上
で
は
、
文
明
十
二
年
、
即
ち
薨
去
の
前
年
七
十
九
歳
の
五
月
廿
三
日
か
ら
随
心
院
坊
に
於
て
、
近
衛
 

政
家
•鷹
司
政
平
等
の
廷
臣
等
に
孟
子
の
談
義
を
始
め
た
こ
と
が
「
後
法
興
院
政
家
記
」
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。後
述
す
る
東
福
寺
雲
 

:雲
院
蔵
の
烏
有
子
著
の
「
中
庸
章
句
童
子
訓
」
の
天
文
ニ
年
の
著
者
奥
書
に
は
、
兼
良
公
の
大
学
童
子
訓
は
見
た
が
、
中
庸
の
そ
れ
は
未
 

だ
見
ず
、
そ
れ
を
補
う
為
め
に
自
ら
輯
す
る
の
意
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、
兼
良
薨
後
五
十
年
に
し
て
既
に
そ
の
本
は
な
か
つ
た
ら
し
い
。 

本
書
の
中
庸
以
下
は
亡
佚
と
見
る
ょ
り
は
撰
述
の
予
定
に
と
乂
ま
つ
て
、
そ
の
実
は
果
す
に
及
ば
な
か
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



本
書
は
室
町
時
代
は
か
な
り
一
部
に
は
読
ま
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
も
清
原
家
や
廷
臣
等
の
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
、
江
戸
時
代
以
降
は
 

学
風
の
一
変
し
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
全
く
顧
み
ら
れ
ず
、
僅

に

「
国
朝
書
目
」
等
に
著
録
さ
れ
て
も
、
人
間
に
現
わ
れ
る
こ
と
殆
ど
な
 

く
、
た
乂
足
利
衍
述
氏
等
ニ
、
三
氏
が
紹
介
し
た
に
と
^
ま
る
。
本
書
は
寛
文
に
至
っ
て
上
梓
さ
れ
た
が
、
ネ
ー
ム
'
、ハ
リ
ュ
ゥ
か
ら
考
 

え
て
当
然
大
書
さ
る
べ
き
著
者
名
が
本
書
や
寛
文
の
書
目
に
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
江
戸
前
期
既
に
兼
良
の
著
た
る
に
気
づ
か
れ
ず
、 

そ
の
出

扳も
、
偶
々
目
に
ふ
れ
た
写
本
を
見
て
、
平
易
で
よ
さ
そ
う
だ
と
い
う
見
込
か
ら
、
当
時
の
啓
蒙
的
な
国
字
俗
解
本
の
流
行
に
乗

じ
て
出
し
た
と
い
ぅ
程
度
の
一
種
の
偶
然
性
に
類
し
た
ら
し
い
。 

ど
存
し
な
い
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
寛
文
十
年
の

I
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そ
の
普
及
す
る
こ
と
甚
だ
少
か
つ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
そ
の
伝
本
が
殆
 

「
書
籍
目
録
」
等
の
江
戸
前
期
の
出
版
目
録
に
「
大
学
童
子
訓
ニ
冊
」 

と
録
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
れ
が
本
書
で
は
な
い
か

;

y

1

利
 

と
臆
測
し
て
捜
索
に
努
め
た
が
、
寛
文
の
整
板
本
で
あ
り

書
 

な
が
ら
、
僅
か
上
記
の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
巻
下
の
零
 

四g

 

巻
一
冊
に
接
し
た
の
み
で
あ
る
。

い
か
に
こ
の
著
が
湮
滅

打
 

に
近
い
状
態
に
あ
っ
た
か
r
分
る
で
あ
ろ
ぅ
。

室
•M-本
書
は
所
謂
る
ナ
リ
式
仮
名
抄
の
一
種
に
属
し
、
間
々
 

瞻
 

俗
語
を
混
え
た
甚
だ
平
明
暢
達
の
文
語
体
で
あ
る
。
講
義
 

_
 

を
そ
の
ま
\
に
筆
録
し
た
聞
書
体
で
は
な
い
が
、
兼
良
の
 

0 

講
義
の
聞
書
に
手
を
加
え
て
整
え
た
ょ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。

►
 

本
書
の
成
立
年
月
は
詳
に
知
り
得
な
い
が
、
推
定
の
手
が

四
三



四
四

か
り
と
な

る
の
は
前
掲
の
東
京
教
育
大
学
蔵
本
の
奥
書
で
あ
る
。
同
奥
書
に
は
誤
写
が
あ
る
ら
し

く

、

や
\
意
味
が
明
瞭
で
な
い

が

、

そ
 

の
示
す
所
に
よ
れ
ば
、
そ
の
祖
本
が
文
安
元
年
(
一
四
四
四
年
、
兼
良
四
十
四
歳
)

に
書
写
さ
れ
て
い
る

が
ら
、
本
書
の
成
立
は
そ
れ
以
 

前
で
、
兼
良
少
壮
時
代
の
作
と

目
す
べ
き
で
あ
る
。

本
書
は
経
文
を
掲
出
し
、
次
に
朱
注
を
敷
衍
し
た
国
字
解
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
朱
注
の
本
髄
を
よ
く
理
解
味
得
し
、
宋
学
性
心
の
 

理
を
甚
だ
明
晰
に
咀
嚼
し
、
さ
ら
り
と

平
易
な
仮
名
文
に
書
き
下
し
た
の
は
、
余
程
の
造
詣
の
深
さ
と
練

熟
せ
る
藻
蓄
を
以
て
せ
ね
ば
不
 

可
能
で
あ
る
。
朱
子
序
に
対
す
る
注
解
は
特
に
詳
細
で
、
全
巻
の
半
ば
近
く
を
占
め
、
そ
の
中
に
朱
子
学
の
主
要
な
学
説
の
解
説
を
ほ
^
 

尽
し
て
い
る
。
兼
良
が
本
書
を
撰
述
す
る
に
当
っ
て
参
考
し
た
本
は
、
本
書
に
自
ら
、

注

ノ

外

(
家

蔵

本

「
外

-こ

に

作

る

)
、
又
或
問
ト
名
テ
、
問
答
ヲ
ア

リ

テ

(
家

蔵

本

「
借
テ
」
)
、
議
論
ス
ル

事

ア

リ

、

一
書
ノ
奥
ニ
 

ノ
セ

タ

リ

、

朱
子
力

意

ハ
、

或
問
二
見
タ

リ

、

書

ヲ

(
家

蔵

本

「
此
書
ヲ
」
)
学

ハ
ン

程

ノ
人
ノ

、
見

ス
ン
ハ

ア

ル

へ

カ
ラ
ス
(以
下
 

本
書
の
引
用
文
は
慶
応
蔵
本
に
拠
る
)

と

言
っ
て
い
る
通
り
、
朱

子

の

「
大
学
或
問
」
で
あ
る
。
本
書
に
直
接
原
文
を
引
用
せ
ず
、
ま
た
兼
良
が
特
に
明
記
し
て
い
な
い
が
、
間
 

々
引
か
れ
た
例
証
が
、
「
四
書
輯
釈
」'
中
の
注
に
吻
合
す
る
も
の
が
多
い
か
ら
、
輯
釈
も
参
照
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

本
書
の
叙
述
の
態
度
は
当
時
の
抄
物
全
て
に
通
ず
る
如
く
、
で
き
る
だ
け
分
り
易
く
講
述
す
る
こ
と
で
、
説
明
に
は
卑
近
な
例
を
と
っ
 

て
難
解
な
性
理
の
学
説
を
諭
す
こ
と
に
成
功
し
、
朱
子
学
概
論
の
入
門
書
と
し
て
見
て
も
本
書
は
今
日
に
於
て
も
稀
に
見
る
名
解
説
書
で
 

あ
る
。
そ
の
身
近
な
喩
か
ら
説
き
起
す
一
例
に
、
伝
十
章
の
絜
矩
之
道
の
「
所
悪
於
上
、
母
以
使
下
云
々
」
の
箇
所
か
ら
引
用
し
て
み
よ

先
年
、

ハ
ヤ
シ
モ
ノ
、
、
風
流
ト
云
事
ノ
ア
リ
シ
ニ
、
或
人
、
見
物
ニ
出
テ
、
路
ノ

傺ニ
立
タ
ル
ニ
、
又
見
物
ノ
人
ノ

有
力
、
我
物
見



ル
前
ニ
、
ウ

チ

フ

タ

キ

(家
蔵
本
ウ
チ
フ
サ
キ
テ
)
、

ヲ
ノ
レ
ヒ
ト
リ
見
、
ト
ラ
ン
ト
、

シ
タ
ル
気
色
也
、

此

後

人

(家
蔵
本
後
ノ
人
 

力
)
、
カ
タ
ハ
ラ
へ
、
チ

ト

(
家
蔵
本
チ
ツ
ト
)

ノ
カ
レ
ヨ
ト
云
、
タ
レ
ト
モ
、

ツ
イ
ニ
、
聞
入
ス
、
然
ニ
又
、
我
ウ
シ
ロ
ニ
立
テ
、
見
 

物
ス
ル
人
ア
リ
、
我
ニ
ハ
、

ノ
ケ
ト
モ
云
ネ
ト
モ
、
我
力
前
ニ
立
タ
ル
人
ヲ
、
心

ナ

キ

(
家
蔵
本
心
ナ
ノ
)
人
ヤ
ト
、
我
思
フ
如
ク
(
家
 

蔵
本
我
力
思
ウ
カ
如
ク
)
、
後
ノ
人
モ
、
我
ヲ
サ
コ
ソ
、
思
ラ
メ
ト
思
ヤ
リ
テ
、
其
所
ヲ
、
タ
チ
ノ
キ
タ
リ
キ
ト
(
家

蔵

本

r

ト
」
無
 

し
)
、
後
日
ニ
、
或
人
(家
蔵
本
こ
の
二
字
無
し
)
*
我
ニ
カ
タ
リ
シ
力
ハ
、
其
時
V

此
章
ノ
、
所
悪
於
前
母
以
先
後
ト
云
文
ヲ
、
引
テ
、 

或
人
ニ
カ
タ
リ
シ
力
ハ
、

コ
ノ
人
、
大
ニ
、

ヨ
ロ
コ
ヒ
キ
、
イ

サ

、
カ
ノ
事
ナ
レ
ト
モ
、
道
ニ
叶
フ
心
ハ
、
如
此
、
々
或
人
ノ
心
ヲ
(
家
 

蔵
本
コ
ノ
人
ノ
意
ヲ
)
、
人

々

ニ

(
家

蔵

本

「
ニ
」
の
字
無
し
)
、

モ
ツ
ナ
ラ
ハ
、
絜
矩
ノ
道
、
天
下
ニ
行
シ
テ
(
家
蔵
本
ヲ
コ
ナ
ワ
レ
 

テ
)
、
太
平
ヲ
得
ン
事
、
日
ヲ
廻
ス
へ
カ
ラ
ス
、
今
、
三

ハ
、
是
ヲ
以
テ
、
准
シ
テ
、
知

ヌ

ヘ
シ
、
イ
ツ
レ
モ
、
我
心
ヲ
以
テ
、
人
ノ
心
 

ヲ
、
オ
シ
ハ
カ
リ
テ
(
家
蔵
本
オ
シ
ハ
カ
ル
)
、
思
ヤ
リ
ア
レ
ト
也
、

兼
良
は
当
時
の
一
般
風
潮
と
同
様
に
、
神
儒
仏
三
教
一
致
の
論
に
立
ち
、
そ

の

説

は

「
書
紀
纂
疏
」
や

「
樵
談
治
要
」
に
も
展
開
さ
れ
 

る
が
、
本
書
に
於
て
も
随
所
に
見
ら
れ
る
、
併
し
そ
れ
は
当
代
に
往
々
見
ら
れ
た
如
き
安
易
粗
雑
な
一
致
論
で
は
な
い
。
兼
良
は
儒
仏
老
 

の
相
違
を
説
明
し
て
日
く
、

異
端
ト
ハ
、
別

ニ
、
一
ノ
端
ノ
 
(
家
蔵
本

「
一
端
ノ
」
)
、
道
理
ヲ
立
テ
、
吾
聖
人
ノ
、
大
中
至
正
ノ
旨
ニ
(
家

蔵

本

「
至
正
」
の
二
字
無
 

し

)
、

タ

カ

へ

ル
ヲ
ハ
、

ミ

ナ

、

異

端

ト

ハ

云

(家

蔵

本

「
ハ
」
の
一
字
無
し
)
、
(
中
略
)
老
氏
虚
無
ノ
道
ハ
、
漢
ノ
世
ニ
ヒ

ロ

マ

リ

テ

、 

普
ノ
世
ニ
、
サ

カ

リ

也
、
仏
ノ
教
ハ
、
後
漢
ノ
世
ニ
、
西
来
シ
テ
、
梁
唐
ニ
サ
カ

リ

也
、
今
ニ
至
テ
、
異
端
ト
云
ハ
、
専
、
老
仏
ノ
教
 

ヲ
云
へ
リ
、
故
ニ
、
此
序
ニ
ハ
、
異
端
ノ
虚
無
、
寂
滅
ノ
教
ト
、
読
ッ
ク
ヘ
キ
也
、
虚
無
ト
云
ハ
、
道
ノ
名
也
、

道
、

生
一
、

々
生
 

二
、
ニ
生
三
、
ト
云
ヘ
リ
、

ー
ト
ハ
大
極
ノ
、

一
気
、
ニ
ト
ハ
天
地
ヲ
云
、
三
ト
ハ
人
ヲ
云
ヘ
リ
、
天
地
人
ノ
生
ス
ル
事
ハ
、
遙
ニ
、



以
後
ノ
事

也
、
太
極
ノ
ー
 
気
ト
云
モ
、
虚
無
ノ
道
ヨ
リ
、
生
セ
リ
、
故
ニ
、
天
地
、
万
物
、
悉
ク
、
空

虚

ニ
皈
シ
テ
、
是
非
ト
モ
ニ
ナ
 

シ
ト
談
セ
 
>
 宗
也
、
寂
滅
ト
ハ
、
仏
ノ
理
也
、
涅
祥
経
ノ
、
諸
行
無
常
是
生
滅
法
生
滅
々
已
寂
滅
為
楽
ト
云
、
寂
滅
ノ
二
字
ヲ
ト
テ
 

(
家
蔵
本
ト
ツ
テ
)
、

名
タ
リ
、
因
縁
生
ノ
法
ハ
、
生
滅
無
常
ニ
シ
テ
、
苦
ヲ
離
レ
ス
、
只
寂
滅
ノ
一
理
、
無

常

(
家
蔵
本
無
為
)
安
 

楽
ノ
地
也
ト
云
心
也
、
此
ニ
教
ヲ
、
儒
者
ヨ
リ
、
異
端
ト
付
タ
ル
心
ハ
、
儒
教
ト
云
ハ
、
天
地
万
物
ノ
上
ニ
具
ス
ル
、
当
然
ノ
理
ヲ
キ
 

ワ
メ
、
君

臣

•
父

子

•
日
用
彝
倫
ノ
外
ヲ
ハ
、
出
サ
ル
ヲ
、
道
教
ハ
、
天
地
未
分
ノ
ー
 
気
ニ
本
ツ
キ
テ
、
万
物
ノ
上
ノ
理
ヲ
ハ
、
是
非
 

ト
モ
ニ
、

是

ヲ

論

セ

ス

(
家

蔵

本

「
是

ヲ
」

の
二
字
無
し
)
、

故
ニ
虚
ニ
シ
テ
無
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
、

仏

教

ハ
、

又
人
倫
ノ
常
ノ
道
ヲ
、タ 

チ
ス
テ
、
、
奇

(
家
蔵
本
弃
)
恩
入
無
為
ヲ
以
、
真
実
ノ
報
恩
ト
ス
、
是
、
世
間
有
為
ノ
事
ヲ
掃
テ
、
无
為
空
寂
ノ
法
ヲ
観
ス
、
故

ニ 

寂
ニ
シ
テ
滅
ス
ト
云
ヘ
リ
、
道
教
ノ
 
(
家
蔵
本
、
道
教
ノ
虚
ハ
)
、
虚
ニ
シ
テ
无
也
、
儒
教
ノ
 

(家
蔵
本
儒
教
ノ
虚
ハ
)
、

虚
ニ
シ
テ
 

有
ナ
リ

、
周
子
力
無
極
而
大
極
ナ
リ
ト
云
へ
ル
、

无
極
ハ
、
イ
ワ
ユ
ル
、

虚
也
、
大
極
ハ
、
イ
ワ
ユ
ル
、

有
也
、
仏
教
ノ
寂
ハ
、
寂

ニ 

シ
テ
滅
ス
、
儒
教
ノ
寂
ハ
、
寂
ニ
シ
テ
感
ス
、
易
ニ
寂
然
不
動
ト
云
ハ
、
イ
ワ
ユ
ル
寂
也
、
感
而
遂
通
天
下
ノ
故
ト
云
ハ
、
イ
ワ
ユ
ル
 

感
也
、

玆以

、
ニ
教
ヲ
ハ
、
異
端
ト
云
ヘ
リ
、
但

是

ヲ

ハ

(家
蔵
本
コ
レ
等
ハ
)
、

暫
ク
ノ
廃
立
ナ
リ
、
仏
ノ
教
ニ
モ
、

世
間
相
常
 

住
ト
云
、
時
ハ
、

一
向
一
一
、
相
ヲ
破
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
、
断
滅
ノ
空
ハ
、
多
道
ノ
見
也
、
釈
氏
ノ
空
ハ
、
真

空

(
家
蔵
本
真
実
)
也
、
故
 

ニ
ー

向
空
ニ
ト
、
マ
ラ
ス
、
然
ト
モ
、

一
往
ノ
義
ヲ
、
以
テ
、
異

端

ト

(
家
蔵
本
ト
ハ
)
云
也
、
他
宗
ヲ
退
ル
ハ
、
是
ソ

シ
ル
ニ
ア
ラ
 

ス

、
吾
宗
ヲ
立
ン
ト
テ
ノ
詞

也
、
昌
黎
ハ
、
仏
教
ヲ
、

夷

狄

ノ
ー

法
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
、

程
子
ハ
、
仏
氏
ノ
言
ハ
、

淫
声
美
色
コ
ト
ク
 

(
家
蔵
本
美
色
ノ
コ
ト
ク
)

ニ
シ
テ
、
是
ヲ
、
遠
へ
シ
ト
云
ヘ
リ
、
無
実
ト
ハ
、
老
仏
ノ
、
ニ
教
ハ
、
或
天
地
ノ
前
ヲ
談
シ
、
或
ハ
出
 

世
間
ノ
法
ヲ

ト
イ
テ
、
向
上
一
一
ハ
、
キ
コ
へ
タ
レ
ト
モ
、

其
証
拠
モ
ナ

キ
事
也
、
大
学
ノ
明
徳
、
新
民
ノ
道
ハ
、
是

ヲ

行

へ

ハ

、

天
 

下
、
国
家
、

ス
ナ
ハ
チ
、
治
マ
ル
、
是
ハ
、
実

ア

ル

事

也

(家
蔵
本
也
の
一
字
無
し
)

ト
云
ヘ
リ
、



と
、
儒
仏
両
教
の
立
場
の
相
違
を
ょ
く
認
め
分
か
ち
な
が
ら
、
窮
極
の
人
生
の
原
理
に
於
て
両
者
の
一
致
を
求
め
、
両
教
の
理
論
を
巧
に
 

使
い
分
け
て
い
る
。
兼
良
は
ま
た
両
教
の
教
説
の
差
異
を
「
機
見
之
異
耳
」

(書
紀
纂
疏
)
と
見
る
。
本
書
に
於
て
は
、
当
時
代
の
他
の
 

.講
説
に
比
す
れ
ば
、
遙
か
に
儒
教
の
世
間
的
性
格
、
即
ち
修
己
治
人
の
倫
理
的
意
識
を
鮮
明
に
前
面
に
出
し
て
お
る
。
本
書
の
注
釈
法
に
 

は
か
な
り
仏
教
の
教
理
や
仏
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
ら
、

「
今
仏
教
ノ
理
ヲ
以
テ
、
是
ヲ
云
ハ
、
全
ク
、
程
朱
子
力
 

意
ニ
非
ス
、
タ

、
、

当
世
ノ
人
ノ
 
(家

蔵

本

r ノ
」
の
一
字
無
し
)
、

カ
レ
ニ
ヨ
テ
(
家
蔵
本
ヨ
ツ
テ
)
、

コ
レ
ヲ
、

サ
ト
ル
コ
ト
ヲ
得
 

ン

(
家
蔵
本
得
ン
力
)
、

タ
メ
也
」
と
云
ぅ
。

室
町
時
代
の
仮
名
抄
の
大
部
分
は
字
句
の
解
釈
の
穿
鑿
に
細
か
い
が
、
要
す
る
に
字
義
の
講
釈
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
る
に
本
書
は
そ
れ
 

に
と
^
ま
ら
な
い
。
伝

の

首

章

の

「
克
明
ド
徳
」
を
解
し
て
、
「
此
三
字
ハ
、
克
ノ
字
ニ
、
眼
力
ア
ル
也
、
明
徳
ノ
明
ニ
ナ
ル
ト
明
ニ
ナ
ラ
 

サ
ル
ト
ハ
、
己
力
、
克
ト
、
不
克
ト
ニ
ヨ
ル
也
」
と
注
意
し
、
伝

ニ

章

の

「
湯
之
盤
銘
日
、
苟
日
新
、
日
日
新
、
又
日
新
」
に
っ
い
て
、 

先
、
沐
浴
ノ
方
ニ
テ
云
ハ
、
、
今
日
湯
ヲ
ア
ヒ
テ
、

垢
ヲ
、

ヨ
ク
ス

リ
落
ス
ト

云
ト
モ
、

總
又
、
湯
ヲ
ア
ヒ
ス

ハ
、
只
本
ノ
垢
二
ナ
ラ
 

ン
ス
ル
程
ニ
、

ソノ

垢
ノ
ツ
モ

ラ
ヌ
様
ニ
、
日
々
ニ
沐
浴
セ

ヨ
ト
也
、
是
ヲ

功
夫
ノ
方

ニ
、
合
テ

云

ハ
、
今
日
、
私
欲
ノ
ア
力
ヲ
除
ク
 

ト
モ
、
又
、
ゥ
チ
置
ナ
ラ
ハ
、
本
ノ

欲
心
ニ
ナ
ラ
ン
ス
ル
ホ

ト
ニ
、
其
欲
ナ
ル
心
ノ

、

ナ

(家
蔵
本
キ
)

サ

、
ル
ヤ
ゥ
ニ
、
毎
日
、
毎
 

朝
ニ
、
吾
心
ヲ
、
洗

ス

、
キ

テ
、
由

断
ナ
カ
レ
ト
云
心
ニ
、

銘
ヲ
書
レ
タ
リ
(家
蔵
本
力

、
レ
タ
ル

也
)
、
是
モ
苟
ノ
ー
 

字
ニ
眼
ア
リ
、 

4
i

日
々
ニ
、
ア
ラ
フ

ト
モ
、
最

初

ニ
、

ナ
マ
ア
ラ
ヒ
ニ
シ
タ
ラ

ハ
、
イ
タ

ツ
ヲ
事
ナ
リ
、
功
夫
ヲ
以
テ
云
ハ
、
誠
信
ノ
心
ナ
ク
シ

テ
、 

大
方
ニ
、

ナ
サ
ン
ヲ
ハ
、
苟
ト
ハ
云
へ
カ
ラ
ス
、

と
述
べ
る
如
き
、
実
践
的
意
識
の
立
場
か
ら
朱
注
の
肝
所
を
ょ
く
お
さ
え
、
そ
の
眼
光
が
す
み
^
^
ま
で
紙
背
に
徹
し
た
読
み
方
は
本
書
 

に
は
極
め
て
多
い
。
も
っ
と
も
、
以
上
引
用
の
克
•苟
の
二
字
に
力
点
を
お
く
解
読
は
兼
良
が
初
め
て
主
張
し
た
創
見
で
は
な
い
。
兼
良
が

四
七



四
八

参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
「
四
書
輯
釈
」
に
は
既
に
朱
子
の
次
の
語
を
輯
録
し
て
お
る
。

語
録
、
此
克
字
雖
訓
能
、
然
比
能
字
有
力
、
見
人
皆
有
是
明
徳
而
不
能
明
、
惟
文
王
能
明
之
、
克
只
是
真
箇
会
底
意
、

語
録
問
、
盤
銘
見
於
何
書
、
日
只
見
於
大
学
、

緊
要
在
ー
苟
字
、

首
句
是
為
学
入
頭
処
、

誠
能
日
新
則
下
両
句
工
夫
、
方
能
接
続
做
 

去
、
今
学
者
却
不
去
、
苟
字
上
着
工
夫

こ
の
よ
う
に
兼
良
は
先
行
の
諸
注
の
提
撕
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
常
に
か
\
る
点
に
意
を
と
め
て
お
つ
た
と
い
 

う
こ
と
は
、
即
ち
、
本
書
は
考
え
よ
う
と
す
る
者
の
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
思
想
家
た
ら
ん
と
す
る
兼
良
の
面
目
を
伝
え
 

て
い
る
。

本
！
！ r

が
経
文
に
仮
名
点
を
附
し
て
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
江
文
城
氏
は
、
兼
良
が
明
経
家
の
祕
伝
の
ヲ
コ
ト
点
に
倣
わ
ず
、
学
問
の
 

祕
密
を
排
斥
0

て
敢
然
と
点
法
を
公
開
し
た
の
は
そ
の
大
き
な
功
績
で
、

「
蒹
良
の
地
位
学
識
が
あ
つ
て
、
始
め
て
之
を
な
し
得
る
の
で
 

あ
る
。
」

(
「
本
邦
四
書
訓
点
並
に
注
解
の
史
的
研
究
」

七
五
—
七
六
頁
)
と
言
わ
れ
た
が
、
此
は
些
か
晶
負
の
引
き
倒
し
の
感
が
あ
る
。 

大
江
氏
の
使
用
し
た
写
本
が
兼
良
の
自
筆
本
か
確
実
に
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ぬ
限
り
速
断
で
き
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
 

現
在
伝
わ
る
前
記
の
諸
伝
本
に
っ
い
て
、
そ
の
訓
点
を
比
較
検
討
す
る
に
、
各
本
に
よ
っ
て
夫
々
か
な
り
の
出
入
異
同
詳
略
の
差
異
が
見
 

ら
れ
、
慶
応
本
に
は
ヲ
コ
ト
点
が
附
し
て
あ
り
、

い
ず
れ
も
後
人
が
夫
々
附
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
、
現
存
の
資
料
の
み
を
以
て
し
て
 

は
兼
良
が
加
え
た
訓
点
を
正
確
に
迎
り
得
る
確
実
な
証
本
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
難
い
。
現
存
本
の
点
は
概
ね
清
原
家
点
に
合
致
し
、
兼
 

良
も
恐
ら
く
当
時
行
わ
れ
た
清
原
点
に
殆
ど
よ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
つ
と
も
、
既
に
引
用
し
た
如
く
、
朱

子

序

の

「
異
端
虚
無
寂
 

滅
之
教
」
を
、
兼

良

は

「
異
端
ノ
虚
無
、
寂
滅
ノ
教
ト
、
読
ッ
ク
ヘ
キ
也
」
と
言
つ
て
い
る
が
、
清

家

点

は

「
異
端
虚
無
寂
滅
ノ
教
」
と
 

訓

じ

て

、
，
る
よ
う
な
特
別
の
少
異
は
あ
つ
た
こ
と
\
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
本
書
の
上
記
の
各
伝
存
本
は
東
京
教
育
大
本
を
除
き
、

い
ず



れ
も
清
家
点
の
如
く
訓
じ
、
兼
良
の
主
張
す
る
点
を
附
し
て
い
な
い
。

之
•而
の
如
き
助
字
は
、
古
来
の
博
士
家
の
訓
法
で
は
「
休
言
葉
」
と
し
て
、
大
体
読
ま
な
い
の
を
原
則
と
し
た
。
此
に
対
し
、
岐
陽
の
 

流
れ
を
汲
む
桂
庵
文
之
等
の
所
謂
る
薩
南
学
派
は
そ
の
不
合
理
を
非
難
し
て
、

一
字
も
落
さ
ぬ
ょ
ぅ
必
読
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
兼
良
 

も
新
注
に
於
て
は
、
之

•
而
の
助
字
を
単
な
る
「
置
字
」
と
軽
視
す
べ
き
で
は
な
く
、
重
視
し
て
読
む
べ
き
所
以
を
、
朱

子

序

の

「
然
其
 

気
質
之
禀
、
或
不
能
斉
、
是
以
不
能
皆
有
以
知
其
性
之
所
有
而
全
之
也
」
を
解
す
る
箇
所
に
於
て
、
次
の
如
く
詳
論
し
て
お
る
。

皆
ト
云
ハ
、

ヲ
シ
ナ
ヘ
テ
、

コ
ト
^
^
ク
ナ
ト
、
云

心

ナ

リ

(
家
蔵
本
ナ
ン
ト
、
云
)
、
其
性
ノ
有
ト
コ
ロ
ト
ハ
、

人
ノ
性
一
一
、
具
足
 

セ
ル
、
仁
義
礼
智
ア
ル
ヲ
、
誠
ニ
具
足
セ
リ
ト
迷
へ
ル
者
ハ
シ
ラ
ヌ
也
、

全

ト

ハ

(
家
蔵
本
全
ト
云
ヮ
)
、
性
ニ
具
セ
ル
所
ヲ
(
家
蔵
 

本
具
オ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
)
、

一
分
モ
ヵ
、
ス
、

ア
リ
ノ
マ
、
ニ
、
事
ニ
行
ィ
ア
ラ
ハ
ス
ヲ
、
全
ト
ハ
、
云
ヘ
リ
、

大
学
ノ
エ
夫
ハ
、

上

-一 

記

ル

(
家
蔵
本
上
ニ
モ
シ
ル
ス
)
如
ク
、
知
ト
行
ト
ノ
ニ
ニ
ハ
ス
キ
ス
、
爰
知
ト
云
ハ
、
知
ナ
リ
、
全
ト
云
ハ
、
行
ナ
リ
、
知
ハ
、
致
 

知
格
物
也
、
行
ハ
、
誠
意
正
心
脩
身
也
、
朱
子
力
文
章
ノ
ー
 
字
ニ
テ
モ
、

ス
テ
筆
ノ
ナ
キ
ハ
、
力

、
ル
処
ニ
テ
シ
ル
ヘ
シ
、
本

注

(
筆
 

者

注

•
所
謂
る
古
注
の
意
)

一
一
(
家
蔵
本
-一
ハ
)
、
而
ノ
字
ナ
ト
ノ
 
(
家
蔵
本
而
ノ
字
、
之
ノ
字
ナ
ン
ト
ノ
)
、

ヤ
ス
メ
詞
ヲ
(
家
蔵
本
 

コ
ト
ハ
ヲ
ハ
)
、
訓
ニ
ハ
読
マ
ス
、
新
注
ニ
点
ヲ
加
ハ
、
語
助
ノ
字
ニ
テ
モ
(
家
蔵
本
語
ノ
助
ノ
字
マ
テ
モ
)
、

ヨ
マ
ル
、
程
ノ
辞
ヲ
ハ
 

悉
ク
読
へ
キ
ナ
リ
、
其
故
ハ
、
本
経
ヲ
ハ
必
、

ソ
ラ
ニ
誦
ス
ヘ
キ
モ
ノ
也
、
其
字
ヲ
落
シ
テ
、
誦

ツ

レ

ハ

(家
蔵
本
ヨ
ミ
ツ
ク
レ
ハ
) 

ヤ
ス
メ
字
ノ
在
所
ヲ
ハ
、

ソ
ラ
ニ
ハ
ヲ
ホ
へ
ヌ
(
家
蔵
本
オ
ホ
ヘ
ス
)
、
別
ニ
、
又
文
章
ヲ
ナ
ス
為
ニ
モ
、
益
ナ
キ
也
、

且
ハ
、

又
、 

ヤ
ス
メ
字
ト
云
ハ
、
皆
、
詞
ハ
虚
ナ
レ
ト
モ
、

ヲ
キ
所
ニ
ヨ
リ
テ
、
鉢
ア
ル
字
ニ
ナ
リ
、

今
此
ノ
全
一
之
ト
云
ヘ
ル
之
ノ
字
ハ
、
更
ニ
 

(
家
蔵
本
サ
ラ
 <

)

、
虚
字
ニ
ア
ラ
ス
、
上
ノ
其
性
之
所
有
ト
云
、
五
文
字
力
、
此
之
ノ
ー
 
字
ニ
、

籠
ル
ナ
リ
、
細

云

ハ

(
家
蔵
本
 

ク
ヮ
シ
ク
ィ

ハ
、
}
、
知
其
性
之
所
有
全
其
性
之
所
有
也
ト
ヵ
ク
云
へ
ヶ
レ
ト
モ
(家
蔵
本
云
の
一
字
無
し
}
、
文
章
ノ
習
ナ
ル
程
ニ，、

四
九



五
〇

詞
ヲ
省
也
、
サ
テ
コ

ソ
、
知

ト
全
ト
ノ

二

字

ニ

(
家
蔵
本
二
字
ハ
)
、
相
対
シ
テ
、

知
行
ノ
ニ
二

ハ
聞
へ
タ
レ
、

而
ノ
字
ヲ
モ
、

シ
ヵ
 

フ
シ

テ
ト
、
読
マ
ス
ハ
、
此
所
ニ
、
此
助
詞
ノ
ア

ル
ヲ
モ
、

ソ
ラ
ニ
ハ
、
人
シ
ル
へ
カ
ラ
ス
、
殊
ニ
、
此
ノ
而
ノ

字
、

コ

、

ニ
テ
ハ
 

(
家
蔵
本

コ

、
ニ
ハ
)
、
肝
心
ノ
字
也
、
其
故
ハ
、

一
部
ノ

大
学
ハ
、
知
行
ノ
ニ

也
、
聖
人
ハ
、

生
知
安
行
ト
テ
、

知
事
ヲ
、

マ
タ
ス
 

シ
テ
、
則
ヲ
コ
ナ
へ
ハ
、
皆
、
ノ
リ
ヲ
越
ヌ
也
、
知
ト
行
ト
ニ
、
先
後
次
第
ナ
シ
、
学
者
ハ
、

ョ
リ
知
テ
、

サ
テ
後
ニ
行
へ
ハ
、
知
 

ハ
先
、
行

ハ
後
二

ア
リ
、

コ
、
ノ
、
而
ノ

字
ハ
、
知
ト
行
ト
ヲ
分
テ
ィ
フ

テ
、
学
者
ノ

聖
人
ニ
、

コ
ト

ナ
ル
事
ヲ
顕
ス
也
、
サ
テ
、
此
 

下
ニ
、
惣

〔
聰
〕
明
叙
知
ニ
シ
テ
、'
尽
其
性
者
ト
云
ハ
、
聖
人
ヲ
云
リ
、
爰
ニ
而
ノ
字
ヲ
加
へ
サ
ル
ハ
、
先
ニ
、
云
ノ
ル
、
生
知
安
行
 

ノ
証

也
、
本

注
ヲ
読
メ
ル

例
ナ
ラ
ハ
、
此
而
ノ
字
之
字
ヲ
(
家
蔵
本
之
ノ
字
ヲ
モ
)
、
落
シ
テ
ョ
ム
へ
シ
、
サ
ル
時
ハ
、
此
字
力
、

ィ
 

タ
ツ
ラ

モ
ノ
二
成
テ
、
深
キ
義
理
ノ
ア

ル
事
ヲ
、
人
シ
ル
マ
シ
キ
也
、
故
ニ
、
新
注
ヲ
、
学
ハ
ン
者
ハ
、

一
字
ノ
ヤ
ス
メ

詞
ヲ
モ
、
残
 

サ
ス
誦
ヘ
キ
也
、

こ
\
に
煩
を
厭
わ
ず
、
敢
て
長
文
を
引
用
し
た
の
は
、
兼
艮
の
読
法
の
由
っ
て
発
す
る
動
機
が
、

「
桂
庵
和
尙
家
法
俵
点
」
等
の
如
き
 

形
式
的
な
文
法
語
学
上
の
訓
読
法
の
そ
れ
と
は
依
っ
て
立
っ
地
盤
の
次
元
を
異
に
し
て
い
る
点
を
明
確
に
し
た
い
為
め
で
あ
る
。
即
ち
兼
 

良
の
主
張
は
全
く
思
想
上
内
容
上
の
玩
味
か
ら
来
た
読
法
に
由
来
す
る
点
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

本
書
を
次
に
紹
介
す
る
清
原
宣
賢
の
大
学
聴
塵
や
大
学
抄
と
比
軟
す
る
と
、
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
宣
賢
の
抄
は
、
本
書
を
そ
の
ま

'̂採
 

用
踏
襲
し
、
文
章
ま
で
も
八
、
九
割
は
殆
ど
同
じ
箇
所
が
多
い
。
宣
賢
が
本
書
の
奥
書
(慶
応
蔵
本
)
に

「
可
祕
々
々
」
と
記
し
た
の
も
 

尤
も
で
、
本
書
は
宣
賢
の
種
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
宣
賢
の
抄
が
兼
良
の
そ
れ
に
似
通
っ
て
い
る
こ
と
に
っ
い
て
は
、
既
に
大
江
文
城
 

氏
も
気
づ
か
れ
、

そ
の
時
代
か
ら
考
へ
る
と
兼
良
は
文
明
十
三
年
八
十
歳
で
薨
去
し
た
時
に
は
、
宣
賢
は
生
れ
て
南
め
て
七
歳
で
あ
り
、
そ
の
兼
良
の
書



中
の
文
を
宣
賢
が
襲
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
併
し
宣
賢
は
、
明
経
家
学
中
の
人
で
あ
り
、
そ
の
家
説
を
紹
述
す
る
こ
と
は
、
伝
統
を
重
 

ん
ず
る
家
学
上
、

一
の
重
要
条
件
で
あ
る
か
ら
、
宣
賢
が
兼
良
の
書
中
か
ら
襲
用
し
た
の
で
は
な
く
、
兼
良
が
宣
賢
の
先
代
良
賢
•
頼
 

季
以
来
の
家
説
を
伝
承
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
兼
良
は
、
書
中
経
文
に
は
仮
名
点
を
施
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
全
く
明
経
家
の
朱
 

墨
点
を
仮
名
点
と
し
た
ま
で
X
、
新
な
る
読
方
を
立
て
た
も
の
で
は
な
い
。
伝
統
を
重
ん
ず
る
社
会
に
は
左
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
 

で
あ
っ
た
。

(
「
本
邦
四
書
訓
点
並
に
注
解
の
史
的
研
究
」

一
一
四
頁
)

と
断
ぜ
ら
れ
た
。兼
良
は
字
句
の
注
解
や
朱
子
学
の
消
化
に
は
清
原
家
の
講
説
の
影
響
を
犬
に
受
け
て
お
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。 

併
し
本
書
に
見
る
如
き
思
想
的
深
度
、
平
淡
の
如
く
し
て
鋭
敏
な
論
理
は
、
講
説
家
に
す
ぎ
ぬ
当
時
の
博
士
家
に
は
期
待
す
べ
く
も
な
い
。 

そ
れ
を
端
的
に
示
す
も
の
は
本
書
を
全
一
的
に
貫
く
緊
密
渾
融
な
文
体
で
あ
る
。
そ
の
文
体
に
は
生
気
が
動
き
、
弾
力
に
満
ち
て
お
る
。 

そ
の
甚
深
味
ぅ
べ
き
格
調
は
創
造
力
か
ら
湧
出
す
る
も
の
で
、
割
裂
綴
合
や
単
な
る
襲
用
か
ら
は
断
じ
て
出
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
兼
良
 

の

「
日
本
書
紀
纂
疏
」
は
当
時
の
神
道
家
の
卜
部
家
の
家
説
を
襲
伝
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
兼
良
の
創
作
的
著
述
と
昇
華
し
て
お
る
。 

本
書
を
襲
用
し
て
割
裂
綴
合
し
た
宣
賢
の
大
学
聴
塵
は
、
形
式
上
、
ま
た
単
な
る
注
解
講
述
書
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
本
書
と
甲
乙
の
逕
 

庭
な
き
箸
で
あ
る
。
或
る
意
味
で
は
ょ
り
完
備
し
、
ょ
り
専
門
的
と
な
っ
て
お
る
。
併
し
全
巻
を
通
読
し
終
っ
て
残
る
感
銘
は
、
宣
賢
の
 

そ
れ
は
い
か
に
光
彩
の
褪
せ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。
そ
れ
は
思
想
家
と
講
釈
家
と
の
差
異
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
。

前
記
の
如
く
、
本
書
は
朱
注
四
書
に
対
す
る
邦
人
撰
述
の
注
と
し
て
は
現
存
最
古
の
記
念
す
べ
き
文
献
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
亦
単
に
年
 

代
上
早
い
ば
か
り
で
な
く
内
容
の
価
値
か
ら
も
室
町
時
代
講
抄
中
群
鶏
中
の
一
鶴
の
感
が
あ
る
。
室
町
期
の
儒
学
の
太
宗
が
宣
賢
に
あ
っ
 

た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
併
し
、
本
書
は
、
宣
賢
の
前
に
兼
良
が
聳
え
、
室
町
時
代
古
典
学
の
第
一
人
者
た
る
兼
良
は
儒
学
に
於
て
も
亦
 

室
町
期
の
一
大
源
泉
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
す
る
。
従
来
指
摘
さ
れ
る
こ
と
な
か
つ
た
日
本
思
想
史
上
注
目
す
べ
き
こ
の
事
実
は
殊

五
一



五
ニ

に
特
筆
大
書
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

g

清
原
宣
賢
撰
大
学
聴
塵
 

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
清
原
宣
賢
自
筆
稿
本
一
冊

淡
茶
褐
色
表
紙
(
ニ

七

•
八

X
ニ
〇

•
五
醒
)
。
表
紙
の
左
肩
に
「
大
学
聴
塵
不
出
全
」
と
墨
書
。

烏

糸

欄

(
ニ
三
 >
<
ー
八
*

ー
醒
) 

を
施
け
、
毎
半
葉
有
界
八
行
、
経
文
毎
行
十
六
字
朱
注
雙
行
十
六
字
、
片
仮
名
注
小
字
雙
行
各
行
字
数
不
整
。
全
巻
に
朱
点
朱
引
句
点
を
 

加
え
、
経
文
朱
注
に
は
朱
筆
ヲ
コ
ト
点
並
に
墨
訓
点
を
施
す
。
首

に

「
船
橋
蔵
書
」
の
朱
印
あ
り
。
本
文
七
ニ
丁
、
前
遊
紙
三
丁
、
後
遊
 

紙
四
丁
。
間
々
眉
上
或
は
押
紙
に
、
宣
賢
の
孫
枝
賢
、
枝
賢
の
孫
秀
賢
両
人
の
書
き
入
れ
を
見
る
。
前
遊
び
紙
ニ
丁
表
に
周
茂
叔
ょ
り
朱
 

女
公
に
至
る
道
統
図
、
同
じ
く
三
丁
表
に
桓
武
天
皇
延
暦
十
七
年
に
出
さ
れ
た
漢
音
を
用
い
て
呉
音
を
用
い
る
勿
れ
の
大
政
官
宣
を
写
 

し
、
そ
の
裏
に
孔
穎
達
云
儒
之
言
也
云
々
の
抜
書
が
あ
る
。
以
上
は
秀
賢
の
筆
跡
、
巻
末
の
遊
び
紙
に
、
枝
賢
の
奥
書
、
枝

賢

•
秀

賢

• 

経
賢
が
夫
々
記
し
た
講
義
日
附
の
識
語
が
次
の
如
く
存
す
る
。

右
本
環
翠
軒
宣

-

御
作
分
之
秘
抄
也
不
出
即
御
自
筆
也
\
輙
勿
令
他
見
而
已

\

正
三
位
清
原
朝
臣
枝
賢

枝

賢

-
概
妓
難

IHOS
从

秀

雜

織

-
默
既
針
i

御

—

 

門

跡

—

御

室

師

i

$

御

門

騷

U

酔

；T

於
聴
聞
議
心
襲
聞

S

縫

鑼

3

鹮
翻

—

被

用

雲

—

也

官
務
頤
正
軒
等
也
於
予
被
用
衝
重

三
月
六

t

天
正
十
一
年
二
月
廿
六
廿
七
廿
八
日
講
大
学
講
之

於
禁
中
小
御
所
主
上
并
親
王
御
方
若
宮
御
聴
聞
甘
露
寺
大
納
言
勤
修
寺
/
中
納
言
藤
中
納
言
広
橋
中
納
言
藤
右
衛
門
督

四

迁中
将
中
山
頭
中
将

\

予
鈍
色
香
色
袈
裟
香
色
表
袴
藤
丸
菊
亭
丞
相
借
用
之
襪
練
貫



三
月
七
日
於
清
涼
殿
御
学
問
所
昔
六
所
残
分
講
大
学
六
七
八
日
講
畢
予
素
絹
«
黄

\

絹

袴

香

袈

裟

無

襪

I
 
D
 3

東
上
 

南
在
妻
戸
主
上
仰
出
@

鈍
衣
依
無
所
持
之
由
積
菩
院
〇
〇
〇
◦
被
免
之
/

眉
目
也
 

小
御
所
時
減
御
〇
出

* 0予
_
〒
画
御
学
問
所
清
凉
殿
_
§

皤親
王
井
若
飾

素
絹

右
〇
〇
下
間

七
日
八
日
以
上
六
ケ
度

\

講
畢

一
慶
長
十
二
年
丁
末
四
月
八
日
於
禁
中
講
之
講
堂
黒
戸
上
段
主
上
御
座

\

第
二
間
与
被
置
見
台
聖
護
院
宮
大
覚
寺
宮
中
院
入
道
前
侍
s
fe

孝
覧
一
中
納
言
雛
g

K素
$
/
同
子
息
侍
従
等
聴
聞
也
九
日
十
日
十
一
日

\

四
ヶ
度
講
之
件
義
猶
別
記
之

一
慶
長
士
一
年
六
月
十
八
日
至
\
廿
五
日
六
ヶ
一
慶
長
十
三
年
九
月
朔
至

\

五
日
毎
日
講
 

一
度
講
之
於
愚
亭
\
北
野
観
音
坊
頼
玄
発
起
一
之
五
ヶ
度
也

\

土
佐
国
住
道
寿
発
起
也

一 
寛
文
六
年
三
月
廿
九
日
於
鷹
司
摂
政
房
輔
公
講
聴
衆
花
山
院
大
納
言
定
誠
卿
 

一
三
条
西
前
大
納
言
実
教
卿
為
清
朝
臣
八
ヶ
度
講
之

本
書
は
そ
の
表
紙
に
「
不
出
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
如
く
、
清
原
家
の
嫡
々
相
伝
の
祕
書
だ
つ
た
ら
し
く
、
そ
の
転
写
本
も
他
に
見
出
さ
 

K

な
い
。
本
書
の
解
注
の
様
式
は
、
先
づ
経
文
•
朱

注

(
序
は
朱
子
序
)
の
全
文
を
録
し
、
次
に
、
経
文
の
首
数
字
を
録
出
し
な
が
ら
、 

平
易
な
文
章
体
の
国
字
解
を
下
し
、
最
後
に
一
字
を
下
げ
て
注
と
見
出
し
を
附
し
て
、
朱
注
の
字
句
を
解
釈
す
る
。
此

は

「
聴
塵
」
と
題
 

す
る
他
の
諸
経
書
に
対
す
る
宣
賢
著
の
国
字
解
の
様
式
と
同
一
で
あ
る
。
朱
序
経
注
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
精
密
な
ヲ
コ
ト
点
•
返

点

• 

送

仮

名

•
振
仮
名
を
施
し
、
家
学
の
音
を
堅
守
さ
せ
る
意
志
か
ら
、
特
に
紛
れ
が
ち
な
字
に
つ
い
て
は
、
漢
音
清
濁
の
別
を
注
記
し
て
あ
 

る
。
本
書
の
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
他

の

「
聴
塵
」
類
と
同
じ
く
、
宣
賢
が
退
官
出
家
後
の
撰
で
あ
ろ
ぅ
。

本
書
は
既
に
述
べ
た
ょ
ぅ
に
、
兼
良
の
童
子
訓
を
ほ
^
文
章
も
そ
の
ま
X
節
録
割
裂
し
て
少
し
く
自
説
を
附
し
た
も
の
で
、
増
加
の
所
 

も
字
義
の
説
明
を
詳
し
く
し
、
参
照
の
諸
注
を
詳
に
引
用
し
た
程
度
に
止
ま
り
、
内
容
上
新
色
を
特
に
加
え
た
と
は
言
い
な
い
。
そ
の
例
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五
四

証
の
一
端
と
し
て
、
両
書
か
ら
大
学
冒
頭
の
「
子
程
子
日
大
 

学
孔
氏
之
遺
書
云
々
」
の
箇
所
を
引
用
し
.て
.対
照
の
便
に
供

そ
ぅ
。

※道
同
シ
ク
、

其
説
異
ナ
ラ
サ
レ
ハ
、

其
名
ヲ
、
力
キ
ワ
ケ
レ
ハ
、 

無
念
也
ト
テ
、
只
程
子
ト
書
テ
、
是
ヲ
通
用
セ
リ
、
乍
去
、
今
此
 

一
段
ノ
詞
ハ
、
小

学

ト

云

書

-
テ
見
レ
ハ
、
伊
川
先
生
ノ
詞
也
、 

言
行
録
外
集
三
云
、
ニ
程
随

，一侍
太
中
；
知
シ
州
、
宿
，ニ

僧

寺

； 

明
道
入
一
門
而
右
、
従
者
皆
随
之
、
伊
川
入

x

門

而

左

、

独

行

、
至

n 

法
堂
上

i

相
会
、
伊
川
自
謂
、
此
是
某
不
，
及
，一
家
兄
，処
、

蓋
明

☆

大
学
聴
塵

朱
先
生
ノ
、
両
程
氏
ノ
、

言
ヲ
引
用
ニ
、
初
ハ
明
道

伊
川
ヲ
書
分
ヌ
レ
ト
モ
、

後
ニ
ハ
只
程
子
ト
書
テ
、

兄
弟
ノ
言

ニ
、
通
用
シ
タ

リ
、
此
程
子
ハ
、
難

x

兄
、

※

難
一
弟
ノ

、
才

ア
リ

テ
、
其

四
書
童
子
訓
 

朱
先
生
ノ
両
程
氏
ヵ
言
ヲ
 

引
用
二
、
初
ハ
、
明
道
伊

n::;ヲ
、
.力
キ
ワ
ケ
ヌ
レ
ト

モ
、
後
ニ
ハ
、
只
程
子
ト

書
テ
、
兄
弟
ノ
言
ニ

、
通

用
シ
タ
リ
、
其
故
ハ
、
人☆

ノ
兄
弟
ハ
、
連
枝
、
同
胞

-云
ハ
ン
カ
ラ

ニ
、
此
程
子
ハ
、
難
兄
難
弟
ノ
才
ア
リ

テ
、
其
 

道
同
ク
、
其
説
コ
ト
ナ
ラ
サ
レ
ハ
、
其
名
ヲ
、
力
キ
ワ
ケ
ン
ハ
、

無

念

(家
蔵
本
無
益
)

ナ
リ
ト
テ
、
只
程
子
ト
書
テ
、
是
ヲ
、 

通
用
セ
リ
、
サ
リ
ナ
カ
ラ
、
今
此
一
段
ノ
詞
ハ
、
小
学
ト
云
！II 

ニ
テ
、
見
レ
ハ
、
伊
川
先
生
ノ
詞
也
、
程
子
ト
下
ニ
、
子
ノ
字
 

ヲ
置
ハ
、
男
子
ノ
通
称
ト
テ
、
人
ヲ
タ
ツ
ト
フ
言
也
、
孔
子
孟



道
和
易
、
人
皆
親
近
、
伊
川
厳
重
、
人
不
敢
近
也
、

程
子
ト
、
下
 

ニ
子

ノ
字
ヲ
、
置
ハ
、
男
子
ノ
通
称
ト
テ
、
人
ヲ
貴
フ
言
也
、
孔
 

子
孟
子
ナ
ト
、
云
カ
如
シ
、
子
程
ト
、
上
ニ
子
ノ
字
ヲ
書
ハ
、
師
 

匠
ノ
義
ニ
テ
、
是
モ
貴
フ
心
也
、
子
夏
子
遊
ナ
ト
、
云
力
如
シ
、 

子
程
子
ト
、
上
下
ニ
、
子
ノ
字
ヲ
書
ハ
、
貴
テ
モ
、
猶
タ
ト
フ
也
、 

公
羊
伝
ノ
注
、
子
沈
子
ト
書
タ
ル
例
也
、

孔
氏
之
遺
書
ト
ハ
、
孔
 

子
ノ
残
シ
置
レ
タ
ル
経
一
一
テ
、
曾
子
力
門
人
ノ
記
セ
ル
也
、

初
学
 

ト
ハ
、
大

学

舎

-一
シ
テ
、
十
五
歳
ノ
人
ノ
、
初
テ
聖
人
ノ
道
ヲ
学
 

フ
門
ニ

入
也
、
堂
ニ
升
リ
、
室
ニ
入
モ
先
其
門
ニ
、

ヨ
ラ
ス
ン

ハ 

有

へ

カ

ラ

ス

於

今

.丨
、

若
此
書
力
、

今
ニ
存
セ
ス
ン
ハ
、

古
 

人
ノ

、
学
問
ス
ル
様
子
ヲ
、
知
事
タ
ニ
モ
、

ナ
カ
ラ
マ
シ
、
孟
子
 

没
後
ハ
、
儒
ノ
道
不

X

伝
、
此
書
ア
レ
ハ
、
如
K
形
儒
道
力
残
也
、 

以
心
伝
心
ハ
、
紙

墨

ノ
上
ニ

ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
其
力
ケ
ホ
シ
ヲ
、 

移

シ

テ
ヲ
ケ
ハ
、

後
世
器
用
者
力

見
知
之
也
、
頼
ノ
字
タ
ノ
ム
心
 

ア
リ
、

次
第
ト
ハ
、
三
綱
八
目
ノ

次
第
也
、
余
ノ
書
ニ
ハ
、
学
ノ
 

次

第

ヲ

ハ
、
イ
ワ
ヌ

故
、
此
書
ハ
カ
リ
ニ
、
云
故
、
サ
テ
ハ
ナ
シ
、

一
ッ
替
事
ア
リ
、
平
天
下
者
先
治
国
、
治
国
者
先
斉
家
、
斉
家
者

子

ナ

ト

、
云
カ
如
シ
、
子
程
ト
上
ニ
、
子
ノ
字
ヲ
書
ハ
、
師
匠
 

ノ
義
ニ
テ
、
是
モ
タ
ト
フ
心
也
、
子
夏
子
遊
ナ
ト
ヽ
云
カ
如
シ
 

子
程
子
ト
上
下
ニ
、
子
ノ
字
ヲ
書
ハ
、

タ
ッ
ト
ヒ
テ
モ
、
猶
タ
 

ト
フ
也
、
公
羊
伝
ノ
注
、
子
沈
子
ト
書
タ
ル
例
也
、
孔
氏
ノ
他
填
 

書
ト
ハ
、
孔
子
ノ
残
シ
置
レ
タ
ル
経
ニ
テ
、
曾
子
力
門
人
ノ
記
 

セ
ル
也
、
初
学
ト
云
ハ
、
大

学
舎
-一
シ
テ
、
十
五
歳
ノ
人
ノ
初
 

テ
、
聖
人
ノ
道
ヲ
学
フ
、
入
門
也
、
堂
ニ
昇
リ
、
室
ニ
入
モ
、
先
 

其
門
ニ
ヨ
ラ
ス
ン
ハ
、

ア
ル
へ
カ
ラ
ス
、
若
此
書
力
、
今
ニ
存
 

セ
ス
ン
ハ
、
古
人
ノ
学
問
ス
ル
様
子
ヲ
、
知
事
タ
ニ
モ
ナ
カ
ラ
 

マ
シ
、
次
第
ハ
、
三
綱
、
八
目
ノ
次
第
也
、
論

語

ト

孟

子

ト

 

ハ
、

聖
賢
ノ
機
ニ
約
シ
テ
、

説
レ
タ
レ
ハ
、

初
学
ノ
人
ノ
為
 

ニ
、
力
ヘ
リ
テ
、
益
ナ
キ
事
モ
ア
リ
、
故
ニ
、
先
大
学
ヲ
習
ハ
 

セ
テ
、
後
ニ
論
孟
ヲ
ハ
、

ヨ
マ
ス
ル
也
、

又
四
書
ノ
義
理
ハ
、

三
綱
、

八
目
ノ
外
ヲ
出
ス
、

故

I一
大
孝
ヲ
タ
ニ
モ
、

習
ッ
レ
 

ハ
、
イ
ッ

レ
モ
、
論
孟
ヲ
ノ
ツ
カ

ラ
、

ヨ
マ
ル

、

也
、
庶
乎
其
 

不
差
ト
ハ
、
此
大
学
ノ
書
一
一
ヨ
テ
学
ハ
、
聖
人
ノ
道
二
置
テ
、 

差
路
ス
へ
カ
ラ
ス
、

若
又
、
異
端
ノ
教
ヲ
学
ハ
、
其

タ
カ

ハ

'/

五
五



先
脩
其
身
ト
云
事
ハ
、
何
ノ
書
ニ
モ
ア
リ
、
誠
心
正
心
、
致
知
、 

事
必
定
ナ
リ
 

格
物
ハ
、

ナ
シ
、

而
論
孟
.丨
、

論
語
ト
、
孟
子
ト
ハ
、
聖
賢
ノ
、

機

-
一
約
シ
テ
、
説

レ
タ
レ

ハ
、
初

学
ノ
人
ノ
為

-
一
、力
へ
リ
テ
益
ナ
キ
事
モ
ア

リ
、 

故

ニ
、

マ
ツ
大
学
ヲ
習
ハ
セ
テ
、
後

ニ
、
論

孟
ヲ
ハ
ヨ
マ
ス
ル
也
、
又
四
書
ノ
義

理

ハ
、
三
綱
八
目
ノ
外
ヲ
不
出
、

故
ニ
大
学
ヲ
タ

11 

モ

、
習

ヒ
ツ
レ

ハ
、
イ
ツ
レ
モ

論
孟
自
ラ
読
ル
、
也
、
学
者
.丨

大
学
ノ
書
ニ
ヨ
テ
学
ハ
、
聖
人
ノ
道
ニ
ヲ
イ

テ
、
差
路
ス
へ
カ
ラ
ス
、 

若
又
異
端
ノ
教
ヲ
学
ハ
、
其

タ

カ

ハ
ン
事
、
必
定
也
、

中
庸
ノ
事
ヲ
不
云
ハ
、
中
庸
ハ
、
学
浅
シ
テ
ハ
、
及
力
タ
キ
故
一
一
、
論
孟
ノ
後
ニ
、
序
へ
ヶ
レ
ト
モ
略
之
也
、
易
中
庸
ハ
至
テ
、
大
事
 

也
、
此
書
大
成
ノ
後
モ
、
又
簡
要
也

本
書
も
童
子

|||と
同
様
、
或

問

*
輯
釈
、
そ
の
外
に
次
項
に
説
明
す
る
「
四
書
詳
解
」
を
参
照
し
、
そ
の
他
の
朱
注
の
末
疏
を
多
数
 

利
用
引
証
し
て
お
る
が
、
そ
れ
等
の
多
く
は
輯
釈
や
四
書
大
全
か
ら
の
孫
引
に
よ
っ
て
お
る
様
で
あ
る
。
ま
た
所
々
に
鄭
玄
の
旧
注
を
も
 

比
較
し
参
照
し
て
お
る
。
宣
賢
自
身
、
大
学
の
講
説
に
努
力
し
、
ま
た
子
孫
相
っ
い
で
、
室
町
後
期
の
儒
学
の
大
宗
の
地
位
を
占
め
*
よ
 

く
家
学
を
維
持
し
、
清
家
の
講
説
に
は
本
書
が
講
述
の
台
本
と
し
て
襲
伝
し
た
為
め
に
、
本
書
は
近
世
初
期
に
至
る
ま
で
大
学
注
釈
書
の
 

第
一
の
権
威
書
と
し
て
、
後
世
に
影
響
す
る
所
多
大
で
あ
っ
た
。
本
書
は
悪
く
解
す
れ
ば
兼
良
の
童
子
訓
の
剽
窃
、
善
く
解
す
れ
ば
増
補
 

で
あ
る
が
、
宣
賢
だ
け
に
当
時
と
し
て
は
該
博
詳
細
な
諸
注
疏
の
引
証
を
示
し
、
し
か
も
よ
く
ま
と
め
て
あ
り
、
や
は
り
当
代
の
大
学
講
 

抄
本
中
の
代
表
作
の
名
に
価
す
る
。

㈧

清
原
家
講
説
大
学
抄



京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
天
文
廿
三
年
写
本
一
冊

改
装
新
補
茶
色
表
紙
(
ニ

五

•
五

X

一
六
•
五
®
。)

元
表
紙
は
本
文
共
紙
、
今
扉
と
な
り
、
そ

れ

に

「
儒
門
綱
目
」
と
題
書
。
右
下
 

端

に

「
玄
雄
」
と
墨
書
、
「
大
局
人
寮
堀
尾
家
蔵
」
の
朱
印
を
捺
す
。
字
面
高
さ
約
廿
四
榧
、

毎
半
葉
十
一
行
、
注
一
字
下
げ
、
各
行
字
 

数
不
等
。
全
巻
に
朱
点
朱
引
朱
句
点
を
附
し
、
七
七
丁
。
巻

末

に

「
大
学
章
句
終
」
と
題
し
、
そ
の
次
に
左
の
書
写
奥
書
あ
り
。

天
文
廿
三
年
甲
寅
卯
月
廿
七
日
書
畢

東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
〔
室
町
末
〕
写
本
一
冊

渋
引
濃
茶
褐
色
表
紙
(
ニ

六

•
五

X

ニ
〇

•
五
極
)
、
左
肩
の
貼
題
簽
に
「
大
学
抄
全
」
と
墨
書
。

包
背
装
。
字
面
高
さ
約
ニ
ー
•
五
 

極
。
毎
半
葉
士
一
行
各
行
字
数
不
等
、朱
点
朱
引
を
附
し
、
本
文
四
七
丁
。前
遊
紙
裏
に
十
八
史
の
書
名
を
記
す
。
尾

題

「
大
学
章
句
終
」
。 

後
表
紙
見
返
に
、
次
の
奥
書
を
有
す
。

右
抄
清
家
累
代
深
蔵
祕
説
也
不
可
有
外
見
者
也
主
三
慶
 

三
慶
は
清
原
枝
賢
の
門
人
で
、
ょ
く
清
家
の
証
本
や
抄
物
を
書
写
し
て
い
る
。

西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
慶
長
十
一
年
写
本
一
冊

書
写
を
同
く
す
る
後
掲
の
同
文
庫
蔵
中
庸
抄
一
冊
と
対
に
な
る
。
同
書
に
.慶
長
十
一
年
の
年
記
識
語
が
あ
る
。
栗

皮

表

紙

(
ニ
七
X

一 

八

喱)
。

外

題

「
大
学
抄
」
と
墨
書
。
字
面
高
さ
約
廿
極
。
毎
半
葉
十
行
各
行
廿
ー
乃
至
廿
五
字
不
等
。
朱
点
朱
引
を
附
し
、
首

に

「
|
抓
 

書
室
珍
蔵
記
」
の
朱
印
、
末

葉

に

「
主
的
心
」
の
署
名
あ
り
。
尾

題

「
大
学
章
句
終
」
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
〔
近
世
初
〕
写
本
一
冊

帝
国
図
書
館
の
茶
褐
色
覆
表
紙
、
元

表

紙

(
ニ

三

•
五

X

一 
五

•
五
極
)

は
濃
栗
皮
色
、
外

題

は

「
大
学
抄
全
」
と
朱
書
。
字
面
高
さ

五
七



五
八

約

L
一一 
•
五
極
。
毎
半
棄
九
行
各
行
字
数
不
等
。
朱
点
朱
引
を
附
し
、
全
八
三
丁
。

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
〔
江
戸
前
期
〕
写
本
一
冊

縹

色

表

紙

(
二
八
X
ニ
〇

喱)
。

字
固
高
さ
約
十
九
•
八
■
。
毎
半
葉
十
行
各
行
字
数
不
等
ニ
ー
字
内
外
。
朱
点
朱
引
朱
勾
点
を
加
え
 

全
七
六
丁
。
尾

題

「
大
学
章
句
終
」
。
眉
上
に
少
し
く
追
補
書
入
あ
り
。

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
〔
近
世
初
.〕
写
太
.
一
冊

栗

皮

表

紙

(
ニ
六

x

一
九
極
)
、

■左
肩
の
貼
外
題
に
「
大

学

注

釈

全

」
と
墨
書
。
字
面
高
さ
約
二
三
極
。
毎
半
葉
十
二
行
各
行
字
数
 

不
等
、
朱
点
朱
引
を
施
し
、
四
七
丁
。
本
文
巻
頭
題
下
に
、
本
文
と
別
筆
で
「
住
于
\
東
濃
垂
水
左

傺寒
村
天
海
道
人
」
の
墨
書
が
あ
る
 

が
、

こ
れ
は
か
の
慈
眼
大
師
天
海
の
筆
で
は
な
い
。

東
京
教
育
大
学
附
属
図
書
館
蔵
慶
安
二
年
写
本
一
冊

香
色
地
墨
流
表
紙
(
ニ
三
X

一
七
®
)
、
外

題

「
大
学
抄
」
。
字
面
高
さ
約
廿

喱。
毎
半
葉
十
二
行
各
行
字
数
不
等
。
朱

点

朱

引

を

附

 

し
、
五
九
丁
。

「
北
総
林
氏
蔵
」

の
朱
印
が
巻
首
に
あ
り
、
故
林
泰
輔
博
士
旧
蔵
本
。
尾
に
、

慶
安
ニ
@
黄
鍾
上
旬
写
之
 

の
書
写
奥
書
あ
り
。

本
書
は
、
序

•
経

伝

•
朱
注
の
各
首
句
数
字
を
抽
出
し
て
、
そ
の
下
に
講
義
を
筆
録
し
た
ゾ
式
仮
名
抄
で
、
講
義
の
筆
録
体
で
あ
る
。 

現
存
諸
本
と
も
そ
の
講
述
者
を
録
さ
な
い
が
、
次
に
引
用
す
る
例
証
か
ら
見
て
も
分
か
る
ょ
ぅ
に
、
宣

賢

の

「
大
学
聴
塵
」
を
講
義
録
体
 

に
し
た
形
で
、
東
大
国
語
研
究
室
蔵
本
の
奥
書
に
ょ
っ
て
も
、
清
原
家
の
講
義
録
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
本
書
は
文
中
に
「
童
子
訓

J

 

を
引
用
し
、
京
大
蔵
本
は
天
文
廿
三
年
写
本
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
期
間
に
該
当
す
る
清
原
家
の
講
義
者
は
、
常

忠

(業
忠
)
、

宗
賢
、

耷



賢

•
業
賢
の
四
名
で
あ
る
。
併
し
、
文

中

の

「
常
忠
ヨ
リ
十
二
代
前
ノ
頼
業
ト
云
力
、
此
大
学
ヲ
礼
記
ノ
中
ヨ
リ
別
一
二
卷
ノ
書
ニ
、

ヌ
 

キ
タ
イ

テ
置
タ
ソ
レ
カ
、
文
公
力
序
ヲ
書
タ
、
停
熙
十
六
年

1
1当

タ
ソ
、
其
年
に
死
タ
ソ
、
意
気
力
叶
.タ
ソ
、
常
忠
此
書
ヲ
講
ス
ル
時
、 

.云
出
テ
落
淚
セ
ラ
レ
タ
ソ
」
.
と
い
ぅ
文
勢
や
、
ま

た

「
常
忠
講
尺
云
」
と
い
ぅ
引
用
が
見
え
る
の
は
、
そ
の
講
義
者
が
、
常
忠
に
非
ず
し
 

て
、
そ
の
子
孫
た
る
こ
と
を
示
し
て
お
る
。
内
容
が
聴
塵
と
殆
ど
一
致
す
る
所
か
ら
見
て
、
本
書
は
清
原
宣
賢
の
講
義
録
と
推
定
す
る
の
が
 

自
然
で
あ
ろ
ぅ
。
聴
»
と
比
較
す
る
便
宜
上
、
同
書
の
前
掲
引
用
文
と
同
箇
所
を
本
書
か
ら
左
に
引
く
。

子
程
子
日
.丨
上
ノ
子
ノ
字
ハ
、
師

(慶

応

別

本

師

匠

)

ノ
字
ノ
心
ソ
、
貴
フ
義
也
、
下
ノ
子
ハ
、
男
子
ノ
通
称
ソ
、
何
レ
ニ
有
徳
ノ
 

称
也
、
程

子

ヲ

也

(
慶
応
別
本
也
の
字
な
し
)
賞
翫
シ
テ
書
タ
ソ
、
公
羊
伝
ノ
注
、
子
沈
子
ン
例
ソ
、
朱
子
力
、

コ
ノ
程
子
力
語
ヲ
引

用
ル
ニ
、
兄
弟
ノ
語
ヲ
書
ワ
ケ
タ
ソ
、
后
ニ
ハ
ー
ツ
ニ
 

^
 

シ
テ
、
程
子
力
日
ト
云
タ
(
慶
応
別
本
書
タ
)

ソ
、
其

^
 

謂
レ
ハ
、
兄
弟
共
ニ
、
才
ニ
於
テ
、
勝
劣
ハ
無
レ
ハ
、

写期

云

(慶
応
別
本
書
)

ヮ
ケ
テ
無
益
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
通
用

戸
 

シ
タ
ル
也
、
チ
ト
弟
ハ
劣
タ
ト
見
へ
タ
ソ
兄
ハ
柔
ニ
 

江鮮
 

弟
ハ
キ
フ
カ
ツ
タ
ホ
ト
ニ
、
人
カ
ヨ
ラ
ナ
ン
タ
ソ
、
サ
 

m

レ

ト
モ
学
ニ
(
慶
応
別
本
学
ニ
於
テ
ハ
)
勝
劣
ナ
ケ
レ

■

ハ
コ
ソ
、

ー
ッ
ニ
ハ
云
ッ
ラ
ゥ
ソ
、
昏
行
録
外
集
三
卷

応慶
可
ぃ
考
訓
云
今
一
段
ノ
詞
ハ
、
朱
氏
力
小
学
ノ
書
二
テ
ミ
 

レ
ハ
、

伊
川
カ
詞
ト
ミ
へ
タ
ル
ソ

、

大

学

ノ

コ

ノ
書

五
九

!

\
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六
〇

ハ
、
孔
子
ノ
遺
シ
置
レ
タ
ル
書
ニ
テ
、
学
ニ
入
門
戸
チ
ヤ
ソ
、
今

古

(慶
応
別
本
古
人
)

ノ
学
問
ヲ
ス
ル
次
第
ヲ
知
ル
事
ハ

、
此
大
学
 

ノ

篇

ニ

(慶
応
別
本
篇
ノ
)

ア
ル
謂
也
、
孟
子
ノ
死
シ
テ
ヨ
リ
後
ハ
、
儒
道
力
伝
ラ
ヌ
ソ
、
サ
レ
ト
モ
此
大
学
テ
知
ル
ソ
、
ソ
レ
モ
 

以
心
伝
心
ノ
処
ヲ
ハ
知
ネ
ト
モ
、
影
法
師
ヲ
、
ウ
ツ
ス
ホ
ト
ノ
事
ソ
、
是
ヲ
以
テ
工
夫
シ
テ
、
以
心
伝
心
ノ
処
ヲ
覚
ラ
フ
ソ
、
余

ノ
書
 

テ
ハ
次
第
力
ナ
イ
、
有
事
ハ
ア
レ
ト
モ
、
致
知
、
格
物
、
三
綱
、
八
条
目
ノ
次
第
ハ
ナ
イ
ソ
、
而
論
•丨

侖

吾

孟

子

ヲ

ハ

後

ニ
学
へ
ソ
、 

君
子
ノ
堂
ニ
上
ソ
、
室
ニ
入
道
ハ
、
.大
学
カ
ラ
ソ
、

一
番
ヲ
一
歩
フ
ミ
違
レ
ハ
、
別
ノ
処
へ
行
物
ソ
、
中
庸
ヲ
ハ
云
ヌ
ソ
、
中
庸
ハ
至
 

タ
大
事
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
后

-一
置
ソ
、
爰
ニ
書
ヌ
ハ
略
シ
タ
ソ
、
易

ハ
伝
ヘ
イ
テ

ハ
知
レ
ヌ
ソ
、
中
庸
ハ
、
文
字
ハ
知
シ
タ
レ
ト
モ
、
理
 

ノ
上
カ
大
事
ソ
、
イ
カ
ナ
至
極
ノ
学
ノ
上
ニ
モ
大
事
ソ
、
学
者
i

学
者
力
、
此
大
学
一
一
依
テ
学
ハ
、
聖
人
ノ
道
-一
タ
カ
フ
事
ハ
ア
ル
 

マ
シ
キ
也
、

(慶
応
蔵
江
戸
前
期
写
本
に
よ
る
)

本

書

を

「
大
学
聴
塵
」
と
比
較
照
合
す
る
と
、

こ
の
よ
う
に
相
互
に
詞
章
字
句
に
大
な
る
出
入
異
同
増
減
を
見
る
が
、
内
容
上
の
大
音

I 

荽旨
に
於
て
は
全
く
同
一
で
、
特
に
肝
要
な
解
義
の
箇
所
で
は
文
章
も
殆
ど
同
じ
く
な
っ
て
い
る
。
大
体
か
ら
言
え
ば
、
自
筆
本
の
方
が
 

詳
し
く
丁
寧
で
、
文
章
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
比
す
れ
ば
此
は
簡
約
で
、

ロ
義
筆
録
の
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
に
出
て
い
る
◦
或
る
箇
所
は

本
！！ E

 

の
説
明
の
方
が
詳
し
く
意
の
通
る
所
も
あ
り
、
直
接
経
文
の
講
釈
か
ら
横
道
に
そ
れ
て
、
清
家
の
家
説
の
故
事
等
に
言
及
す
る
等
、
両
書
補
 

足
し
合
っ
て
宣
賢
の
注
解
を
よ
く
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
宣
賢
大
学
鈔
の
う
ち
の
一
異
本
と
目
し
得
よ
う
。
大
学
聴
塵
は
宣
賢
 

が
度
々
の
講
義
を
基
礎
と
し
て
白
ら
筆
を
執
っ
た
著
作
で
あ
る
の
に
対
し
•
此
は
宣
賢
の
講
述
を
聴
者
が
筆
録
し
た
も
の
を
整
理
し
た
類
 

で
あ
ろ
う
。
本
書
は
講
義
筆
記
の
故
も
あ
る
が
、
聴
塵
よ
り
滑
脱
暢
叙
の
風
調
を
帯
び
、

一
段
と
練
達
の
趣
を
覚
え
し
め
、
講
者
の
力
暈
 

の
非
凡
な
る
を
し
の
ば
し
め
る
。
此
が
本
書
の
講
者
を
、
筆
者
が
宗
賢
•
業
賢
に
擬
せ
ず
、
宣
賢
と
推
定
す
る
有
力
な
根
拠
の
一
っ
で
あ
 

る
。
宣
賢
の
大
学
講
義
に
っ
い
て
は
、
前
掲
の
宣
賢
手
写
本
「
大
学
」
奥
書
に
自
ら
記
し
た
講
義
識
語
や
、
そ
の
他
の
文
献
に
よ
っ
て
、



判
明
し
て
い
る
年
月
を
あ
げ
れ
ば
、
永

正

八

年

(
卅
七
歳
)
ニ
月
十
九
日
皇
太
子
知
仁
親
王
(
後
奈
良
天
皇
)
の
侍
読
と
な
り
進
講
、
大
 

71¢四

年

(
五
十
歳
)
七
月
廿
七
、
八
月
ニ
、
同

四

日

講

義

(
講
所
不
明
)
、
同
五
年
八
月
九
、
十
二
、
十

五

日

講

(
講
所
不
明
)
、
天
文
十
 

六

年

(
七
三
歳
)
越
前
私
宅
に
於
て
講
義
、
翌
十
七
年
越
前
一
乗
谷
安
養
寺
に
於
て
講
義
、
翌
々
年
の
天
文
十
九
年
、

一
乗
谷
に
於
て
薨
 

去

。
本
書
は
或
は
最

晚年
の
越
前
に
於
け
る
講
義
で
あ
ろ
ぅ
か
。

聴
塵
に
於
て
は
童
子
訓
の
書
名
す
ら
あ
げ
て
な
い
が
、
本

書

に

は

「
童
子
訓
」
或

は

r

訓
云
」
と
し
て
数
ヶ
所
兼
良
の
説
を
引
用
し
て
 

お
る
。
他

に

数

条

「
詳
説
云
」
と

し

て

「
詳
説
」
な
る
書
を
引
拠
し
て
お
り
、
同
書
は
次
に
紹
介
す
る
宣
賢
の
中
庸
抄
に
於
て
も
、
か
な
 

り
重
要
な
参
考
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
宣
賢
抄
以
外
の
後
掲
の
撰
者
未
詳
大
学
抄
、
前
に
紹
介
し
た
神
宮
文
庫
蔵
写
本
大
学
章
句
の
首
 

111書
入
、
ま
た
文
之
点
の
流
れ
を
汲
む
文
亀
四
年
写
論
語
集
註
(
東
京
教
育
大
図
書
館
蔵
)
に

も

「
詳
説
」
が
抄
録
書
入
さ
れ
て
お
り
、 

^
^
町
後
期
か
な
り
重
視
さ
れ
た
書
で
あ
る
ら
し
い
。
同
書
は
い
か
な
る
書
で
あ
ろ
ぅ
か
。
宋
末
以
後
明
に
至
る
間
に
「
四
書
詳
説
」
と
題
 

す
る
書
を
各
種
の
書
目
に
検
索
す
れ
ば
、
四
書
詳
説
十
巻
(
千
頃
堂
書
目
•
補
遼
金
元
芸
文
志
•
国
史
経
籍
志
、
撰
者
未
著
録
)

四
書
 

詳
説
王
廉
著
(続
文
献
通
考
経
籍
考
)

四
書
詳
説
蒲
霍
ニ
州
学
正
曹
端
著
(同
)

四
書
詳
説
山
西
布
政
王
廉
熙
陽
著
(同
)

 

を
見
出
す
。
本
書
に
引
用
す
る
「
詳
説
」
が
以
上
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
、
引
用
文
が
い
ず
れ
も
撰
者
を
明
記
し
て
い
な
い
の
で
、
詳
 

か
で
は
な
い
。
足
利
衍
述
氏
は
明
の
月
川
先
生
曹
端
の
著
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
明
か
で
な
い
。
た
乂
推
察
す
る
に
、
詳
説
が
王
 

簾
の
著
か
有
名
な
月
川
先
生
曹
端
の
著
か
に
つ
き
、
朱

彝

尊

の

「
経
義
考
」
巻
ニ
五
六
に
ょ
れ
ば
、

「
王
氏
廉
四
書
詳
説
ロ
巻
」
と
録
し
 

で

日

く

「
劉
昌
日
四
書
詳
説
蘇
州
知
府
況
公
鍾
刻
於
府
庠
袁
鉉
作
序
以
為
王
廉
熙
陽
作
言
熙
陽
丞

澠池
時
稿
留
曹
端
家
刻
既
成
其
書
四
出
 

端
為
霍
州
学
正
移
文
於
蘇
言
四
書
詳
説
乃
其
所
著
孟
子
中
有
其
訂
定
白
馬
之
白
一
段
又
言
熙
陽
以
坐
刑
不
当
有
著
書
之
名
熙
陽
為
山
西
左
 

政
使
以
公
事
死
無
害
其
為
著
書
也
端
辨
四
書
詳
説
為
其
所
著
可
也
言
熙
陽
坐
刑
不
当
有
著
書
之
名
非
也
」
と
。
「
詳
説
」
な
る
書
が
我
が
国



の
文
献
上
に
現
わ
れ
る
の
は
、
桂
庵
又
樹
の
次
の

r

跋
朶
雲
居
士
四
書
後
」

(
上
村
親
光
著
「
禅
林
文
芸
兇
譚
」
収
)
が
恐
ら
く
初
出
で
' 

あ
ろ
ぅ
か
。

近
又
遊
于
江
南
、
窺
四
書
詳
説
其
余
託
釈
粋
者
数

郃、
其
中
猶
有
不
得
者
、
咨
決
乎
学
校
語
先
生
焉
、
故
雌
大
義
未
明
、
於
章
句
訓
詁
 

之
末
、
粗
可
以
為
童
蒙
之
師
欺

「
詳
説
」
が
我
が
国
に
現
存
す
る
か
否
か
、
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
そ
の
所
在
を
知
ら
な
い
。
た
^
、
民
国
廿
ニ
年
刊
「
国
立
北
平
図
書
館
 

.善
本
書
目
」
に
は
、

四
書
詳
説
0
卷
明
曹
端
撰
明
正
統
刻
本
存
十
四
卷
廿
醉

种播
|
3
5
至

 

を
著
録
し
、
そ
の
残
本
の
所
在
が
知
れ
る
。
詳
説
に
つ
い
て
は
後
考
を
俟
っ
こ
と
に
す
る
。

£)種本

東
洋
文
庫
蔵
文
禄
慶
長
間
梵
舜
書
写
本
一
冊

r

清

家

四

書

抄

(
国
字
解
)
」
と
新
に
総
題
を
附
し
た
十
九
冊
本
中
の
一
部
。

改
装
濃
縹
e
表

紙

(
ニ
六
X
一
九
•
五
®
)
、

全
巻
天
 

地
を
少
し
く
裁
断
、
裏
打
補
修
が
加
え
て
あ
る
。
中
庸
に
慶
長
ニ
*
ニ
年
、
論
語
に
慶
長
十
二
年
、
孟
子
に
文
禄
ニ
*
一一 •
四
年
の
梵
舜
の
奥
 

が
あ
る
。
梵
舜
そ
の
他
の
寄
合
書
。

こ
の
大
学
の
部
分
は
書
写
は
二
手
。
毎
半
葉
十
行
各
行
字
数
不
斉
。
字
面
高
さ
約
ニ
ニ
®
。
朱
点
 

朱
引
を
施
し
て
あ
る
。

「
子
孫
永
保
\
雲
煙
家
蔵
書
記
」
の
書
標
が
貼
っ
て
あ
り
、
即
ち
鹿
島
清
兵
衛
旧
蔵
本
。

本
書
は
以
下
の
刊
写
本
と
同
系
で
あ
る
が
、
た
^
そ
れ
等
の
諸
本
に
な
く
、
前
掲
の
宣
賢
抄
に
見
え
る
文
、
例
え
ば
常
忠
が
朱
序
を
講
 

義
し
て
落
涙
し
た
と
い
ぅ
説
話
の
如
き
が
、
数
条
挿
入
し
て
あ
る
差
異
が
あ
る
。

天
理
図
書
館
蔵
〔
江
戸
〕
写
本
一
冊



茶

褐

色

表

紙

(
ニ

六

•
五

X

ニ
◦
•
五

||)
、
字
面
高
さ
約
ニ
ー
醒
、
毎
半
葉
十
四
行
各
行
字
数
不
等
。

朱
点
朱
引
を
加
え
、
全
三
四
 

丁
-

京
都
大
学
附
属
図
書
館
(清
原
文
庫
)
蔵

〔
江
戸
後
期
〕
舟
橋
師
賢
書
写
本
一
冊
 

淡

縹

色

表

紙

(
ニ

七

•
五

X
ー
九
醒
)
、
字
面
高
さ
約
ニ
ニ
•
五
極
。
毎
半
葉
十
二
行
各
行
字
数
不
等
。
朱
点
朱
引
を
加
え
、
全
四
六
丁
 

第

一

種

(
〔
元
和
中
〕
刊
雙
辺
十
二
行
)
古
活
字
本
一
冊
(東
北
大
学
附
属
図
書
館
•
成

篑堂
文
庫
蔵
)

大
本
。
雙

辺

(
ニ

ニ

•
一 
>
<
ー
六
.
八
輕
)
無
界
十
ニ
行
、
各
行
字
数
不
等
。
版
心
、
大

黒

ロ

「
大
学
抄
 

(
丁
数
)
」
。

第

二

種

(
〔
元
和
中
〕
刊
単
辺
十
六
行
)

古

活

字

本

一

冊

(
高
木
文
庫
旧
蔵
。

元
和
八
年
刊
三
体
詩
素

隐抄
と
同
種
活
字
。

未
 

見
)

第

三

種

(
〔
寛
永
ニ
年
〕
刊
単
辺
十
二
行
)
古
活
字
本
一
冊
(
成
簀
堂
文
庫
蔵
。
寛
永
ニ
年
本
屋
意
斉
開
板
中
庸
と
同
種
本
。
未
 

見
)

第

四

種

(
無
辺
無
界
十
二
行
)
古
活
字
本
一
冊
(大
東
急
記
念
文
庫
蔵
) 

大
本
。
縹
色
表
紙
。
字

面

高

さ

約

ニ

了

五

輕

。
注
低
ー
格
。
朱
点
朱
引
、
眉
上
に
書
入
ぁ
り
。
遊
び
紙
を
卷
の
初
尾
に
ー
葉
ず
つ
補
 

つ
て
書
入
を
な
す
。
本
文
五
十
丁
。

寛
永
七
年
刊
本
一
冊
(慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
•
東

北

大

•
京
都
犬
、
そ
の
他
流
布
多
し
)

大
本
。
題

簽

「
大
学
鈔
」。
単

辺

(
ニ
ー
•
五

X
一
六
•
五
湿
)
無
界
。
経
文
八
行
各
行
十
六
字
、

注
文
低
一
格
小
字
十
六
行
各
行
字
 

，数
不
等
。
版
心
、
粗
黒
ロ
、

「
大

学

抄

(
丁
数
)
」
。
巻

頭

内

題

「
大
学
章
句
序
」
、
尾

題

「
大
学
章
句
終
」
。

五
ニ
丁
。
巻
末
刊
記
に
、 

寛
永
庚
午
仲
夏
月
中
道
舎
重
刊

六
三



六
四

こ
の
本
は
前
掲
の
元
和
頃
刊
単
辺
十
六
行
(
第
二
種
)
古
活
字
本
の
覆
刻
整
板
で
、
経
文
に
訓
点
を
附
刻
し
て
あ
る
。

こ
の
訓
点
は
必
 

し
も
清
家
点
に
よ
つ
て
い
な
い
。
刊

記

に

「
重
刊
」
と
あ
る
の
は
、
古
活
字
本
に
対
し
て
の
意
で
あ
ろ
ぅ
か
。

〔
江
戸
前
期
〕
刊
無
刊
記
整
板
本
一
冊
(慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵
)

大
本
。前
掲
の
寛
永
七
年
板
と
相
互
に
覆
刻
の
関
係
に
あ
る
。
ど
ち
ら
が
先
行
か
ば
容
易
に
断
定
し
か
ね
る
が
、
本
大
学
抄
と
対
に
な
る
 

後
掲
の
中
庸
抄
の
有
刊
記
無
刊
記
両
種
本
の
印
面
か
ら
察
す
る
に
、
無
刊
記
本
の
方
が
有
刊
記
本
の
覆
刻
後
次
開
板
の
如
く
思
わ
れ
る
。

従
来
本
書
は
往
々
五
山
僧
侶
の
撰
と
推
定
さ
れ
て
お
る
が
、
実
は
清
原
家
講
述
本
の
一
種
で
、
前
掲
本
と
対
照
の
為
め
同
一
箇
所
を
引
 

用
し
よ
^
^
。

子
程
•丨
上
ノ
子
ハ
師
匠
ノ
師
ノ
心
也
下
ノ
子
ハ
男
子
ノ
通
称
也
程
子
ヲ
賞
翫
シ
テ
力
ケ
ル
ナ
リ
初
ハ
明
道
伊
川
力
語
ヲ
カ
キ
ワ
ク
レ
共
 

後
ニ
ハ
ト
テ
モ
其
説
同
キ
ト
テ
只
程
子
ト
カ
イ
テ
ヒ
ト
ツ
ニ
用
也
孔
子
之
遺
書
ト
ハ
孔
子
ノ
残
シ
ヲ
ケ
ル
書
ニ
シ
テ
初
学
ノ
者
ノ
聖
門
 

ノ
室
へ
入
門
也
今
日
孔
子
ヨ
リ
千
歳
ノ
後
ニ
此
書
ヲ
見
ハ
古
人
ノ
学
文
ヲ
ス
ル
次
第
ヲ
見
ヘ
キ
也
孟
子
没
後
ハ
儒
道
不
伝
此
書
ァ
レ
ハ
 

如
形
儒
道
力
残
也
以
心
伝
心
ハ
紙
墨
ノ
上
ニ
ハ
ナ
ケ
レ
共
其
ァ
ル
ヲ
写
シ
テ
ヲ
ケ
ハ
後
世
器
用
者
力
見
之
知
之
也
頼
ノ
字
ハ
憑
ム
心
ァ
 

リ
余
ノ
書
ニ
ハ
学
ノ
次
第
ヲ
イ
ワ
ス
シ
テ
此
書
ハ
カ
リ
ニ
云
テ
ハ
ナ
ケ
レ
共
ー
ツ
カ
ワ
ル
事
ア
ル
ソ
平
天
下
者
先
治
固
治
a
者
先
斉
家
 

斉
家
者
先
脩
其
身
此
三
ハ
何
書

一一モ
ァ
リ
正
心
誠
意
致
知
格
物
ハ
ナ
シ
ー
一
三
綱
領
八
条
目
ヲ
以
テ
不
学
則
俗
儒
ノ
方
一
一
ナ
ル
ナ
リ
 

而
丨
マ
ツ
大
学
ヲ
学
テ
其
次
-一
論
語
孟
子
ヲ
学
ヘ
シ
如
此
ハ
天
子
ノ
堂
へ
昇
ラ
ン
道
ハ
チ
カ
ウ
マ
シ
キ
也
門
ヲ
一
歩
フ
ミ
チ
カ
へ
ハ
余
 

所
へ
ユ
ク
へ
キ
ナ
リ
中
庸
ノ
事
ヲ
不
云
ハ
中
庸
ハ
学
浅
シ
テ
ハ
及
力
タ
キ
故
ニ
論
孟
ノ
後
ニ
序
ツ
へ
ケ
レ
共
略
之
也
易
中
庸
ハ
至
テ
大
 

.事
ナ
リ
此
書
大
成
ノ
後
モ
又
簡
要
也
庶
乎
i
大
学
ノ
書
-一
ヨ
ツ
テ
学
ハ
聖
人
ノ
道
ニ
タ
カ
フ
へ
カ
ラ
ス
(寛
永
七
年
刊
本
に
よ
る
) 

本
書
を
大
学
聴
塵
と
前
掲
抄
に
比
較
す
る
と
、
引
用
文
等
を
相
当
省
略
し
て
、
か
な
り
読
み
易
く
且
つ
簡
約
化
さ
れ
、
恰
も
両
書
の
中



間
に
位
し
、
平
俗
化
さ
れ
て
お
る
。
併
し
三
書
は
か
な
り
出
入
省
略
の
差
異
は
あ
つ
て
も
、
内
容
大
意
の
上
か
ら
は
毫
も
本
易
を
外
れ
ず
 

一
致
し
て
い
る
。
本
書
も
講
義
録
の
一
種
で
あ
ら
ぅ
が
、
か
な
り
整
理
の
手
が
加
わ
つ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
清
原
家
は
代
々
先
代
の
抄
 

を
種
本
に
し
て
講
義
し
て
お
り
、
特
に
宣
賢
以
後
は
定
型
固
定
化
し
て
お
る
か
ら
、
本
書
が
宣
賢
の
講
説
に
ょ
つ
た
か
、
後
人
の
そ
れ
か
 

は
断
定
が
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
本
抄
は
古
活
字
本
の
外
に
、
整
板
本
が
二
種
上
木
さ
れ
、
特
に
寛
永
刊
本
は
流
布
が
多
く
、
寛
文
初
期
頃
 

迄
の
江
戸
前
期
の
学
庸
注
釈
書
、
就
中
当
時
流
行
し
た
国
字
解
の
啓
蒙
注
釈
書
、
所
謂
る
諺
解
本
類
は
全
て
直
接
間
接
に
本
書
の
影
響
を
 

免
れ
て
い
な
い
。

㈡

撰
者
未
詳
大
学
抄

東
京
教
育
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〔
近
世
初
〕
写
本
一
冊

栗

皮

表

紙

(
ニ

七

.
五
>
<
ニ
〇
糖
)
。
外

題

「
大
学
抄
」
。
字
面
高
さ
約
ニ
三
，
五

|1.。
毎
半
葉
十
四
行
各
行
字
数
不
等
ニ
五
字
内
外
。 

朱
点
朱
引
を
附
し
、
経
注
文
に
訓
点
振
仮
名
.(間
々
朱
筆
)
を
附
す
。
全
四
三
丁
。
巻

初

に

「
北
総
林
氏
蔵
」
朱
印
あ
り
、
故
林
泰
輔
博
 

士
旧
蔵
本
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
〔近
世
初
〕
写
本
一
冊

帝
国
図
書
館
用
の
覆
表
紙
を
附
す
、
黒
無
地
元
表
紙
(
ニ

六

•
五

X
一
九
•
五
極
)
。改
装
補
修
を
加
え
、
入
紙
を
挿
む
。
烏

糸

欄

(
ニ
 

ニ
 >
<
ー
六
ニ
ー
ー

毽)
。

毎
半
葉
注
文
十
ニ
行
各
行
字
数
不
等
。
序
.経
*
伝
文
は
大
字
で
、
注
文
と
は
界
で
区
分
し
て
あ
る
。
卷

初

に

「
江
 

風
山
月
荘
」
の
寺
田
望
南
の
朱
印
あ
り
。
外

題

に

「
大
学
起
」
と
書
す
る
が
、
此
は
本
書
の
原
題
名
で
は
な
く
、
後
人
が
改
装
の
際
、
巻
 

初

冒

頭

の

「
大
学
起
」
の
小
題
を
記
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
本
写
本
の
漢
文
の
訓
点
は
前
掲
写
本
と
必
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。

本
書
は
卷
頭
に
.
「
大
学
起
」
と
題
し
四
頁
に
亘
つ
て
、
礼

記

.
四

書

*
朱
注
に
至
る
成
立
と
大
学
の
解
題
を
極
め
て
和
臭
の
強
い
漠
文

六
五



<
擬
渓
文
と
言
う
べ
き
か
)
を
以
て
述
べ
る
。
解
汪
の
体

狨は
无
す
朱
淨
.経
*伝
の
全
文
を
録
し
て
、
そ
れ
の
解
在
を
述
べ
、
次
に
「
本
註
」 

と
し
て
、
朱
序
に
っ
い
て
は
倪
士
敎
の
輯
釈
の
序
注
，経

运に
は
朱
汪
の
全
文
を
録
し
て
、
そ
の
注
解
を
ド
し
て
お
る
。
そ
の
説
明
は
多
く
 

字
義
の
解
釈
と
章
句
の
大
意
を
明
に
す
る
こ
と
に
重
さ
を
お
き
、
四
書
料
釈
や
大
学
或
問
•
四
書
大
全
か
ら
の
引
用
が
多
く
、
ゾ
式
の
仮
名
 

注
と
擬
漢
文
注
と
が
混
合
し
お
り
、
引
証
書
は
上
記
本
の
外
に
白
虎
通
や
五
経
の
旧
注
、
説

文

•
釈
名
や
旧
来
慣
用
の
字
書
：類
で
あ
る
。 

本
書
の
成
立
年
代
、
撰
者
は
明
か
で
な
い
。
第
ー
章
の
明
徳
の
朱
注
「
学
者
当
因
其
所
発
而
遂
明
之
以
復
其
初
也
云
々
」
を
解
し
て
、

私
云
所

X

発
者
、
譬
祖
宗
家
大
悟
大
徹
之
端
或
擎
竹
、或
見
桃
花
、皆
定
所
発
明
也
、推
以
及
，
人
者
、
配
分
義
也
、
事
埋
者
一
事
有
」
一
理
、 

水
具

n

水
之
理

i

火
具
-一
火
之
理
ー
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
、
長
幼
ハ
事
々
物
々
、
当
然
之
理
也
、
又
云
事
埋
ト
ハ
譬
花
ト
云
ハ
事
也
、
紅
 

ト
云
ハ
理
也
、
極
ト
ハ
極
位
最
上
ナ
ル
ヲ
云
ソ
、
〇

止
ニ
於
至
善
之
地
一
者
地
各
止
ヘ
キ
処
ヲ
云
ソ
、
僧
ナ
ラ
ハ
禅
窟
、
儒
者
ナ
ラ
ハ
、 

孔
門
也
、

と
云
う
が
如
き
は
、
撰
者
は
僧
侶
で
は
な
い
か
と
測
せ
し
め
る
節
も
あ
る
。
本
書
は
宣
賢
抄
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
 

り
、
文
体
等
か
ら
見
て
、
室
町
末
か
ら
近
世
初
間
の
撰
述
で
あ
ろ
う
。
勿
論
未
だ
整
斉
さ
れ
た
著
述
と
称
す
べ
き
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
 

に
、
朱
注
の
末
疏
を
輯
編
し
た
形
態
は
、■
前
掲
の
書
陵
部
蔵
大
学
•
中
庸
輯
釈
の
首
書
書
入
写
本
、
後
掲
の
中
庸
童
子
訓
等
と
共
に
、
江
 

戸
時
代
に
入
っ
て
そ
の
前
期
に
流
行
し
た
首
書
四
書
大
全
本
、
所
謂
る
標
註
本
の
編
輯
に
至
る
先
駆
を
な
し
て
お
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
 

で
あ
ろ
う
。

一
見
室
町
時
代
の
仮
名
抄
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
も
の
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
大
学
鈔
一
名
大
学
啓
蒙
講
筵
草
」
江
戸
前
期
写
本
一
冊
が
存
す
 

る
。
巻

頭

「
中
華
中
道
人
秋
瀾
ー
鷗
記
之
」
と
題
す
る
。
秋
瀾
ー
鷗
は
日
蓮
宗
の
僧
、
京
都
常
光
寺
第
二
代
。
妙
覚
寺
等
で
盛
に
内
外
の
 

典
を
講
義
し
、
慶
安
三
年
寂
。
本
書
は
全
く
室
町
期
の
講
抄
の
余
流
を
う
け
、
宣
賢
抄
の
亜
流
で
あ
る
が
、
近
世
初
の
成
立
で
あ
る
。
ま



た
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
「
大

学

章

句

〔
秒
〕
」
(
一
名
大
学
註
私
)
寛
永
頃
写
本
一
冊
も
そ
の
類
で
、
奥
書
に
、

「
〇
干

眨寛
永
六
記
 

壬

如

月

吉

辰

謹

抄

是

也

九

拝

」
と
あ
り
、
著
者
の
自
筆
稿
本
か
。
是
也
の
伝
は
不
明
で
あ
る
。

四
邦
人
撰
述
中
庸
注
釈
書

 

S

善
応
軒
講
中
庸
抄

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
〔
長
享
延
徳
頃
〕
写
本
一
冊
 

.

素

表

紙

(
ニ
六
X
ニ

ー

•
三
極
)
、
紙
磋
に
ょ
る
大
和
綴
。

左

肩

に

「
中
庸
抄
」
と
墨
書
。
表
紙
見
返
し
に
「
尙
綱
舎
蔵
」
の
蔵
印
あ
 

り
、
京
都
吉
田
神
社
社
司
鈴
鹿
家
旧
蔵
。
総
題
を
記
し
た
内
題
な
く
、
巻

頭

か

ら

「
中
庸
章
句
序
 

中
庸
ト
云
ハ
…
…
」
と
い
ぅ
風
に
 

始
ま
る
。
天
地
を
少
し
く
裁
っ
て
、
入
紙
等
の
修
補
を
加
え
て
あ
る
。
毎
半
葉
行
数
不
等
約
ニ
〇
行
、
各
行
字
数
不
等
、
紙
面
い
っ
ぱ
い
 

に
細
字
密
行
の
片
仮
名
交
り
走
り
書
き
。
全
一
七
丁
。

本
書
が
嘗
て
鈴
鹿
義
鯨
氏
の
も
と
に
在
っ
た
時
、
故
足
利
衍
述
氏
が
此
を
閲
覧
し
、

「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
」
に
紹
介
さ
れ
た
。
同
 

家
に
は
、
本
書
と
同
一
同
時
頃
の
筆
蹟
と
推
定
さ
れ
る
や
は
り
仮
名
抄
の
「
詩
経
抄
」
ニ
册
(
現
所
在
不
明
)
と
対
に
な
つ
て
蔵
さ
れ
て
い
 

た
。
同
書
に
つ
い
て
、
足
利
氏
は
次
の
如
く
解
題
し
て
日
く
、

此
書
は
、
余
が
見
た
る
室
町
時
代
の
詩
経
講
義
中
最
初
の
も
の
な
り
、
所
々
に
、
聴
講
の
日
附
を
記
入
せ
り
、
此
に
ょ
れ
ば
長
享
ニ
年
 

十
一
月
廿
六
日
に
始
め
、
延
徳
ニ
年
十
二
月
一
日
講
了
せ
る
も
の
に
て

、
.其
時
の
筆
記
稿
本
な
り
。

(
中
略
)
講
者
は
、
憚

紙

に

「
毛
 

詩
巻
一
、
善
応
軒
講
」
と
あ
り
。
善
応
軒
と
は
何
人
な
る
か
、
蔭
凉
軒
日
録
文
明
十
六
年
九
月
廿
日
の
条
に
、

f

頃
善
応
老
人
見

x

講
ニ
魯
 

論
漸
将

X

畢

n

其
功
？

以
^
故
今

|¥招
，1善
応
老
人
於
意
足
1勧
，1
晚渙
1云
々
」
の
記
事
あ
り
。
文
明
長
享
と
、
年
代
相
接
続
す
れ
ば
、
善

六
七



六
八

忠
軒
.と
善
応
老
人
と
は
、
同
一
人
の
如
く
思
は
る
、
只
其
名
字
を
詳
に
す
る
を
得
ざ
る
を
憾
む
の
み
。

再
按
。
鈴
鹿
家
に
、
此
書
と
同
一
人
の
筆
写
に
て
、
同
時
の
講
義
と
推
定
さ
る

X中
庸
抄
を
蔵
せ
り
。
中
庸
抄
は
、
清
原
宗
賢
の
講
義
 

な
ら
ん
と
想
：疋
せ
り
。

是
に
由
つ
て
、

此
書
も
或
は
宗
賢
の
講
に
し
て
、

善
応
軒
と
は
其
号
に
非
ざ
る
か
、

姑
く
記
し
て
後
考
を
竣
 

っ
。

(
八
五
九
—
六
◦
頁
)

と
。

こ
の
中
庸
抄
に
は
聴
講
の
年
記
は
.な
い
が
、
そ
の
月
日
附
の
み
は
あ
る
。
巻
初
に
な
く
、
初
出
は
三
丁
表
の
七
月
廿
日
で
、
以
下
廿
 

四
日
、
廿
九
日
、
八
月
二
日
、
十
日
.、
廿
日
、
廿
三
日
で
終
っ
て
い
る
。

本
書
の
書
写
年
代
は
筆
跡
•
紙
質
か
ら
見
て
も
正
に
長
享
延
徳
頃
と
見
る
べ
く
、
そ
の
年
代
か
そ
れ
に
先
後
す
る
^
の
講
義
筆
録
で
あ
'

ろ
う
。
走
り
書
き
で
、
恐
ら
く
聴
■
者
が
受
講
と
同
時
に
筆
 

1

 

録
し
た
と
思
わ
れ
、
塗
抹
増
削
の
痕
が
著
し
く
、
従
っ
て
文
章

f

 

も
ょ
く
整
っ
て
い
な
い
。

ヵ
ナ
抄
は
元
来
講
義
の
口
述
を
筆

写

贫 

録
し
た
所
か
ら
始
っ
た
が
、
こ
の
ょ
う
に
古
い
年
代
の
筆
記

延
 

ノ
ー
ト
の
原
本
が
ゥ
ブ
な
原
形
の
ま
\
に
遺
存
す
る
の
は
、 

享■
 

甚
だ
希
有
で
も
あ
れ
ば
、
洵
に
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。

• l i本
書
は
朱
熹
の
中
庸
章
句
の
ヵ
ナ
抄
で
、
序

•
経

伝

•
章
 

図塾
 

句
共
に
、
句
首
の
文
字
を
抄
出
し
て
、
そ
の
下
に
仮
名
注
を
 

義応
 

咐
し
て
あ
る
。
そ
の
一
端
を
引
こ
う
。

慶

中
庸
庸
字
ハ
中
字
一
一
ソ
へ
テ
ヲ
イ
タ
字
也
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中
ト
云
ハ
ー
方
へ
ツ
キ
ヨ
リ
タ
物

■=•ア
ラ
ス
不
偏
不
倚
ト
云
ハ
中
ノ
鉢
也
喜
怒
一
念
モ
不
起
処
也
過
不
及
名
ト
云
ハ
中
ノ
用
也
庸
ト
ー

K

 

ハ
人
ノ
常
ニ
用
テ
可
行
事
也
天
命
之
謂
街
処
也
子
程
•丨
上
ノ
子
ハ
人
ノ
師
也
下
ノ
子
字
ハ
男
子
通
称
也
不
i

ア
ル
ク
時
ニ
ネ
ル

 

モ
走
モ
ア
シ
ィ
ト
0
0
ホ

ト

-
ア
ル
ケ
ト
云
テ
其
ヲ
中
ト
心
得
ハ
非
也
事
ニ
依
テ
走
リ
シ
モ
ス
へ
シ
事
ニ
随
テ
チ
ヵ
ヮ
ス
ハ
タ
ラ
ク
ヵ
 

庸

也

中

i

鉢

也

庸

—
動
也
理
ト
云
へ
ハ
其
ウ
ラ
ニ
非
ア
ル
ソ
用
也
此
理
ヲ
以
テ
中
庸
ト
云
テ
鉢
用
ノ
ニ
ヲ
ア
ラ
ヮ
シ
タ
ル
ソ
 

此
篇
 

孔
子
ノ
諸
経
ハ
ア
レ
ト
モ
此
経
ハ
孔
子
ノ
以
心
伝
心
ノ
道
也
堯
舜
〇
〇
中
庸
道
ハ
ア
ル
斗
也
然
-一
子
思
力
後
生
-一
其
道
力
断
 

ン
ト
思
テ
是
ヲ
書
ニ
筆
シ
テ
ア
ル
ソ
孟
子
ハ
悉
云
事
ハ
皆
中
庸
也
 

其
書
ト
ハ
此
中
庸
也
卷
処
発
処
密
ナ
ル
処
弥
処
モ
ア
ル
ソ
卷
ド
 

之
其
鉢
ソ
天
命
.丨
也
弥
六
合
処
モ
ア
ル
ソ
心
ヲ
ミ
ヵ
ク
書
也
皆
〇
学
也
中
庸
ハ
小
ノ
書
ト
ハ
シ
云
ナ
終
身
尽
ス
処
ハ
ア
ル
マ
ィ
ソ
探
： 

リ
入
ン
ト
セ
ハ
ー
生

o
此
書
斗
ニ
テ
ハ
ツ
ヘ
シ

本
書
の
講
説
は
主
と
し
て
字
義
の
解
釈
に
止
っ
て
、
思
想
的
な
内
容
に
は
あ
ま
り
わ
た
っ
て
い
な
い
が
、
所
々
に
そ
の
理
解
の
浅
か
ら
 

ぎ
る
素
養
を
ひ
ら
め
か
し
て
い
る
。
そ
の
講
注
は
室
町
後
期
の
ヵ
ナ
抄
に
往
々
見
る
街
学
的
繁
雑
の
弊
が
な
く
、
さ
ら
り
と
し
て
い
て
、 

し
か
も
行
き
と

M

い
た
所
が
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
相
当
の
力
量
の
学
者
の
講
義
で
あ
る
。
中
庸
章
句
が
我
が
国
に
伝
来
し
た
の
は
、
鎌
M
 

舍
時
代
で
、
そ
の
後
禅
僧
の
間
に
流
布
し
、
特
に
中
厳
円
月
、
義
堂
周
信
等
は
そ
の
詩
文
等
に
中
庸
の
語
を
引
く
こ
と
多
い
が
、
果
し
て
 

そ
の
講
義
が
行
れ
た
否
か
は
証
す
べ
き
も
の
が
な
い
。
室
町
時
代
に
入
る
と
中
庸
の
講
筵
が
朝
臣
の
間
に
行
れ
た
こ
と
は
、
後
花
園
天
白

1

 

が
中
原
康
富
に
学
ば
せ
給
い
(
「
看
聞
記
」
永
享
十
年
)
、
花
山
院
定
嗣
•
三
条
公
躬
が
康
富
或
は
庸
顕
に
受
講
(
「
康
富
記
」
文
安
元
年
四
. 

月
、
宝
徳
元
年
ニ
月
)
、
三
条
西
実
世
が
舟
橋
業
賢
に
学
ぶ
(
「
実
隆
公
記
」
大
永
四
年
)
等
々
、
文
献
に
そ
の
事
例
の
散
見
す
る
も
の
が
 

あ
る
。
本
書
の
講
義
年
と
推
測
す
る
長
享
延
徳
前
後
に
中
庸
講
義
の
行
れ
た
事
例
を
徵
す
れ
ば
、
禅

僧

一

勤

(
伝
記
未
詳
)
な
る
も
の
が
、. 

延
徳
三
年
二
月
に
二
回
禁
裏
で
中
庸
を
講
説
(
「
実
隆
公
記
」
延
徳
三
年
二
月
廿
ー
T

廿
六
日
)

し
、

ま
た
一
勤
は
同
年
六
月
か
ら
七
月
.



七
〇

に
か
け
て
近
衛
邸
で
大
学
を
講
じ
、
明
応
六
年
夏
に
は
禁
裏
で
大
学
を
講
じ
、

い
ず
れ
も
多
数
の
縉
紳
が
聴
講
し
て
い
る
。
今
の
所
、
文
 

献
の
上
で
、
本
書
の
日
附
と
合
致
す
る
講
義
を
傍
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
又
、
上
記
の
い
ず
れ
の
講
義
も
そ
の
筆
記
は
伝
ら
ず
、
所
 

掲
本
を
除
い
て
、
現
存
の
中
庸
の
注
は
室
町
後
期
に
降
る
清
原
宣
賢
の
仮
名
抄
で
あ
る
。
従
っ
て
、
所
掲
本
は
書
写
の
古
き
に
於
て
の
み
 

な
ら
ず
、
邦
人
撰
述
由
庸
注
釈
書
と
し
て
も
現
存
最
古
の
記
念
す
べ
き
伝
本
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
書
の
講
述
者
に
っ
い
て
、
足
利
衍
述
氏
は
、

「，講
者
は
詳
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
長
享
延
徳
頃
の
講
義
な
る
と
、
章
句
が
清
原
家
本
に
拠
 

れ
る
と
。
講
義
の
要
点
が
宣
賢
の
中
庸
抄
と
同
じ
こ
と
の
三
点
よ
り
観
て
、

宣
賢
の
父
宗
賢
の
講
に
て
は
な
き
か
と
想
像
せ
り
。
」
と
推
 

考
さ
れ
た
。
本
書
の
講
述
者
を
時
代
の
上
か
ら
清
原
宣
賢
の
父
の
宗
賢
に
擬
さ
れ
た
こ
と
は
さ
も
あ
り
な
ん
と
も
思
え
る
が
、
未
だ
軽
々
 

に
断
定
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
宗
賢
の
父
業
忠
は
学
庸
を
度
々
講
義
し
て
お
り
、
宗
賢
も
中
庸
を
恐
ら
く
講
義
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
 

た
こ
の
注
も
清
家
の
講
義
と
決
し
て
矛
盾
し
た
も
の
で
は
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
氏
の
謂
う
清
家
本
は
、
前
述
の
如
く
、
清
家
専
有
と
は
 

限
ら
ず
、
当
時
一
般
に
通
用
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
章
句
の
簡
単
な
字
句
の
講
釈
で
あ
る
限
り
要
点
が
宣
賢
抄
と
揆
を
一
に
す
る
の
も
自
 

然
の
帰
結
で
あ
る
。
た
^
本
書
の
朱
子
の
性
理
の
学
に
対
す
る
講
説
の
部
分
は
、
講
義
の
直
接
の
筆
記
体
の
せ
い
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
理
 

解
が
浅
い
感
を
免
れ
な
い
。
朱
子
学
に
対
す
る
清
原
家
の
理
解
は
、
応
永
写
の
論
語
抄
等
を
見
て
も
、
か
な
り
の
域
に
達
し
て
お
る
。
そ
 

の
水
準
か
ら
考
え
る
と
、
本
抄
は
清
原
家
の
講
義
と
断
定
す
る
に
は
筆
者
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
書
の
講
述
者
は
、
同

類

の

「
毛
 

詩
抄
」

の
表
紙
に
題
し
て
あ
る
、
恐
ら
く
僧
侶
と
思
わ
れ
る
善
応
軒
で
あ
ろ
う
。

@

清
原
宣
賢
著
中
庸
抄
 

陽

明

文

庫

蔵

〔
室
町
末
〕
写
本
一
冊

茶

褐

色

表

紙

(
ニ
七

X

ニ
ー
極
)
。
外

題

「
中
庸
抄
」
。
字
面
高
さ
約
二
三
極
。
毎
半
葉
十
六
行
各
行
字
数
不
等
。
朱
点
朱
引
を
附
す
。



八
七
丁
。東

洋
文
庫
蔵
慶
長
三
年
梵
舜
書
写
本
一
冊

前
掲
大
学
抄
と
同
じ
く
「
清
家
四
書
抄
」
の
一
部
。
書
型
前
述
の
如
し
。
字
面
高
さ
約
ニ
ニ
•
五

樨。
毎
半
葉
十
五
行
各
行
字
数
不
 

等
。
朱
点
朱
引
を
附
し
、

一
〇
八
丁
。
末
尾
の
書
写
奥
書
に
 

慶

長

ニ

0

八

月

廿

六

日

筆

立
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無

愚

隙

透

\

次

年

|
九

月

五

日

遂

書

写
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外

見

\
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慶
長
三
九
五
 

梵
舜
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書
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廿
一
日
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-
C

中著賢宣原清本写末町室寧文明陽

天
理
図
書
館
蔵
〔
江
戸
〕
写
本
一
冊
 

淡
茶
褐
色
表
紙
(
ニ

六

•
五

X
ニ
〇

*
五
糖
)
。

外
題
 

「
中
庸
抄
」
。
字
面
高
さ
約
ニ
ニ
糲
。

毎
半
葉
十
四
行

备 

行
字
数
不
等
。
朱
点
朱
引
を
附
し
、
九
九
丁
。
故
橋
本
進
 

吉
博
士
旧
蔵
本
。

本
書
は
、
経

•
伝

•
注
の
全
文
は
録
さ
ず
、
句
の
首
数
 

字
を
標
出
し
て
、
そ
の
下
に
平
易
な
文
語
体
で
注
解
し
、 

経
の
解
を
終
つ
た
後
に
、
「
注
」
と
標
出
し
て
、
朱
注
の
字
. 

句
を
解
釈
す
る
。
第
二
十
五
章
の
「
誠
者
自
成
也
而
道
自
 

道
也
」

の
筒
所
の
解
を
こ
\
に
一
例
に
引
い
て
み
ょ
ぅ
。

七
一



誠
者
自
成
.丨

誠

ト

云

ハ

、
即
本
有
ノ
性
也
天
地
ノ
大
根
本
底
ヲ
誠
ト
云
、
是
誠
ョ
リ
シ
テ
、
万
物
自
然
一
一
成
就
ス
、
故
ニ
自
成
ト
云
、 

人
ノ
瑪
琢
安
排
ス
ル
モ
ノ

ニ
ア
ラ
サ
ル
也
、
是
誠
ア
ツ
テ
、
是
天
ア
リ
、
是
誠
ア
ツ
テ
、
是
地
ア
リ
、
是
誠
ア
ツ
テ
、
万
物
ア
ル
也
、 

道
ハ
無
情
底
ノ
道
理
也
、
此
道
ヲ
行
テ
タ
マ
ハ
レ
ト
、
道
ノ
方
カ
ラ
ノ
ソ

マ
ネ
ト
モ
、
人
力
其
道
ニ
ヨ
ツ
テ
行
フ
ハ
、
道
力
_
然
ト
導
 

ィ
テ
行
ハ
ス
ル
如
ク
也
。

(
雖

) 

§

 

力

「注
」
言

誠

i

誠
者
自
成
、
如
コ
這
八
草
樹
ー
所
以
有
=許
多
根
目
枝
葉
条
幹
1
是
自
実
有
底
、
如
-1人
便
自
有
ー
耳
目
鼻
ロ
、
手
足
百

(雌
) 

ノ 

§

骸
、
都
是

你自
実
有
底
、
道
須
是

®

然
底
道
理
、
然
都
須
是

你自
去
做
始
得
、

(筆
者
註
こ
の
文
朱
子
語
録
よ
り
の
引
用
、
輯
釈
所
 

収
)
誠
以
心

i
 

誠
ハ
、
此
心
ヲ
、
実

ニ
ス
ル
ヲ

云
、
誠
ハ
、
本
也
、
道
ハ
其
誠
ヲ
行
フ
ヲ
云
、

道
ハ
、

理
ノ
上
也
、

行
フ
ハ
、

用
 

也
、

(
天
理
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
)

本
書
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
撰
者
を
題
し
な
い
。
併
し
、
そ
の
解
注
の
体
裁
態
度
内
容
文
体
共
に
、
前
掲
の
宣
賢
著
大
学
聴
塵
と
全
く
同
 

じ
で
あ
る
。
且
つ
、
当
時
こ
れ
程
充
実
し
た
内
容
の
著
述
を
な
し
得
る
力
量
を
有
す
る
講
師
は
宣
賢
を
措
い
て
考
え
ら
れ
な
い
。
本
書
の
 

撰
者
を
清
原
宣
賢
と
断
定
し
て
恐
ら
く
不
可
な
し
で
あ
ろ
ぅ
。
宣
賢
の
易
•
書

•
詩

•
学

•
論

•
孟
に
対
す
る
聴
塵
と
同
®

の
注
釈
書
は
 

い
ず
れ
も
自
筆
稿
本
の
伝
存
を
見
る
が
、
論
語
中
庸
に
関
す
る
限
り
不
幸
自
筆
本
が
未
だ
発
見
さ
れ
な
い
。
本
書
の
み
が
他
の
聴
塵
と
異
 

っ
て
経
文
を
全
載
せ
ず
、
或

は

文

中

「
詳
説
」
を
引
き
、
他

に

似

ず

「
詳
説
云
々
可
引
載
」
の
如
き
雙
注
の
記
載
に
止
っ
て
、

一
部
原
文
 

の
引
用
に
及
ば
な
い
点
等
か
ら
推
測
を
め
ぐ
ら
せ
ば
、
或
は
未
定
に
と

'̂ま
つ
て
、
定
稿
の
清
書
に
及
ば
な
か
つ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。

本
書
が
国
字
解
に
際
し
て
参
酌
し
た
注
釈
書
は
、
自
ら
記
す
所
で
は
、
四
書
輯
釈
、
元
の
陳
櫟
の
「
四
書
発
明
」
、
元
の
胡
炳
文
の
「
四
 

書

通
」
、
元
の
王
元

善

の

「
四
書
通
放
」
で
あ
る
が
、
文
中
に
現
れ
た
所
で
は
、
朱
子
の
語
類
或
問
、
他

に

「
四
書
詳
説
」
等
で
、

宋
元
 

の
諸
氏
の
説
も
往
々
引
く
が
、
そ
れ
等
は
四
書
大
全
や
輯
釈
に
拠
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。本
書
は
字
義
や
朱
子
の
性
理
の
学
理
に
っ
い
て



も
甚
だ
委
曲
を
尽
し
た
解
釈
を
下
し
、
諸
氏
の
説
や
出
典
は
原
文
を
引
証
す
る
こ
と
詳
細
で
、
四
書
中
最
も
形
而
上
学
的
で
説
明
し
に
く
 

い
中

莆0
哲
理
を
明
解
に
く
だ
い
た
講
釈
は
心
に
く
い
程
で
あ
る
。
大
体
か
ら
言
え
ば
、
四
輯
釈
を
ょ
く
咀
嚼
し
融
解
し
た
和
訳
で
あ
 

る
。
中
庸
の
啓
蒙
的
注
釈
書
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
の
羅
山
以
下
の
そ
れ
等
に
比
し
て
決
し
て
遜
色
な
く
、
白
眉
の
一
つ
で
あ
る
。 

㈧

清
原
家
講
説
中
庸
抄
 

竜
谷
大
学
図
書
館
蔵
天
文
十
九
年
写
本
一
冊

褐

色

表

紙

(
ニ

五

*
五

>
<
ー
九
.
五
醒
)
。
字
面
高
さ
約
ニ
ニ
極
。
毎
半
葉
十
四
行
各
行
字
数
不
等
。

朱
点
朱
引
を
附
し
、

五
八
丁
。 

巻
末
書
写
奥
書
に
、

天
文
十
九
年
二
月
十
二
日
絶
筆

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
天
文
ニ
ニ
年
写
本
一
冊

改
装
。
淡

茶

色

表

紙

(
ニ

五

•
五

X
一
七
糖
)
。
外

装

•
筆
蹟
共
に
、

前
掲
の
大
学
抄
㈧
本
京
大
蔵
天
文
ニ
三
年
写
本
と
同
一
で
、
対
 

を
な
す
。
字
面
高
さ
約
廿
三
極
。
毎
半
葉
十
二
行
各
行
字
数
不
等
。
朱
点
朱
引
を
附
し
、
四
九
丁
。
巻
末
書
写
奥
書
に
、

天
文
廿
ニ
年
癸
丑
極
月
廿
六
日
書
写
訖

国
立

H

会

図

書

館

蔵

〔室
町
後
期
〕
写
本
一
冊

帝
国
図
書
館
用
の
茶
褐
色
覆
表
紙
を
補
い
、
淡
茶
褐
色
元
表
紙
(
ニ

六

•
五

X
ニ
〇

龌)
。
外

題

「
中
庸
抄
」
。
表

紙

右

肩

に

「
雲
興
」
 

見

返

し

に

「
雲
興
軒
」
と
墨
書
す
。
朱
点
朱
引
を
附
す
。

西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
慶
長
十
一
年
写
本
ニ
冊

前
掲
の
岩
瀬
文
庫
蔵
大
学
抄
の
僚
巻
。
尾
に
書
写
奥
書
と
目
す
べ
き
「
慶
長
十
ー
0
六
月
旬
」

(
十
ー
年
は
丙
午
、
丁
末
は
十
ニ
年
)



七
四

の
年
記
あ
り
。

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
元
和
ニ
年
写
本
一
冊

香

色

地

表

紙

(
ニ
七
 >
<
ニ
〇
糖
)
、
外

題

「
中
庸
抄
全
」
。
字
面
高
さ
約
廿
ー
極
。
毎
半
葉
十
四
行
各
行
字
数
不
等
。
朱

点

朱

引

を

附

 

し
、
五
八
丁
。
首

題

「
中
庸
章
句
序
抄
」
、
尾

題

「
中
庸
章
句
鈔
終
」
。

次
に
左
の
書
写
奥
書
を
有
す
。

于
時
元
和
一
¥

五
月
吉
日
菅
玄
東
先
生
於
学
窓
令
書
写
而
已
番
易
玄
得

本
書
に
は
他
本
に
見
な
い
「
中
庸
発
端
」
と
題
す
る
中
庸
の
総
解
題
、
中
と
庸
と
の
語
義
を
詳
解
し
た
も
の
三
丁
が
巻
初
に
附
し
て
あ
 

る
。
此
は
宋
元
明
諸
儒
の
説
(
特
に
輯
釈
)
を
多
く
引
用
し
、
私
日
、
愚
按
等
と
し
て
片
仮
名
交
り
文
。
冒

頭

に

「
中
庸
ノ
義
ハ
、
大
学
 

講
之
時
詳
之
。
」
と
あ
れ
ば
、
何
人
か
の
講
義
録
で
あ
る
が
、
宣
賢
抄
と
は
無
関
係
で
、
近
世
初
の
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
〔
江
戸
前
期
〕
写
本
一
冊

濃
縹
色
表
紙
(
ニ

六

•
四

x

一
九
®
)
。
字
面
高
さ
約
ニ
五
®
、
毎
半
葉
十
六
行
各
行
字
数
不
等
。
朱
点
朱
引
を
附
す
。
他
本
と
違
っ
て
、 

序

経

文
の
全
文
(附
訓
点
)
を
録
し
、
古
写
本
系
中
庸
の
巻
末
に
附
し
て
あ
る
「
補
音
釈
」
四
条
を
尾
に
附
記
す
る
。
巻

頭

内

題

「
中
庸
 

章
句
序
」
の

下

に

「
泳
宮
\
東
禅
寺
」
と
書
し
、
尾

題

は

r
中
庸
章
句
終
并
抄
共
」
と
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
(清
原
文
庫
)
蔵

〔
江
戸
後
期
舟
橋
師
賢
〕
写
本
一
冊
 

藍

色

表

紙

(
ニ
七

.
五

>
<
ー
九
極
)
。
字
面
高
さ
約
ニ
四
粳
。
毎
半
葉
十
ー
行
各
行
ニ
六
字
内
外
。
八
ニ
丁
。

内

題

「
中
庸
私
抄
章
句
 

序
」
。

第

一

種

(単
辺
十
六
行
)
古
活

字

本

ニ

册

(
大
東
急
記
念
文
庫
•
天
理
図
書
館
〔
下
巻
欠
〕
蔵
)

栗

皮

表

紙

(
ニ

八

*
四
>
<
ニ

〇

*
ー
ー

龌)。
単

辺

(
ニ
三
>
<
ー
六
.
五

毽)
無
界
。

経
文
毎
半
葉
八
行
十
六
字
注
小
字
雙
行
。
経
文
低



慶応義塾大学斯道文庫蔵古活字本中庸私抄

第

四

種

(単
辺
十
一
行
)
古

活

字

本

(安
田
文
庫
蔵
。
焼
 

失
か
。
未
見
)

別
板
単
辺
十
三
行
古
活
字
本
ニ
冊
(慶
応
義
塾
大
学
斯
道
 

文
庫
蔵
)

大
本
。
単

辺

(
ニ

ニ

•
一 

X

一
六
•
五
極
)
無
界
十
三
行
、
各
 

行
ニ
ニ
字
内
外
。
版
心
、
粗
黒
ロ
、

「
中

抄

上

(
下
)
(
丁
数
)
」
。 

巻

頭

内

題

「
中
庸
私
抄
章
句
序
」
、
尾

題

「
中
庸
私
抄
上
終
」
。
前
 

掲
本
と
同
様
十
三
行
で
あ
る
が
別
板
。
「
古
活
字
版
之
研
究
」
未
著
 

録
。
た
^
本
古
活
字
本
は
、
斯
道
文
庫
蔵
(
浜
野
知
三
郎
氏
旧
蔵
) 

の
上
巻
一
冊
が
発
見
さ
れ
る
の
み
で
、

完
本
の
所
在
は
知
ら
な

七

五

一
格
。
版
心
、
大

黒

ロ

「
中

庸

抄

上

(
下
)
(
丁
数
)
」
。
卷

上

末

題

「
中
庸
私
抄
」
。
前
掲
高
木
文
庫
旧
蔵
第
二
種
本
大
学
抄
と
同
類
。
以
 

下
刊
本
は
い
ず
れ
も
十
五
章
ま
で
を
上
巻
、
以
下
下
巻
に
分
つ
て
い
る
。

第

二

種

(寛
永
ニ
年
刊
単
辺
士
ー
行
)
古
活
字
本
ニ
册
(
成

篑堂
文
庫
蔵
)

未
見
。

(
刊
記
)
于
時
寛
永
ニ
暦
重
光
作

噩初
春
吉
辰
本
屋
意
斎
開
板
焉

第

三

種

(単
辺
十
三
行
)
古
活
字
本
ニ
冊
(
九
州
大
学
国
語
研
究
室
•
京
都
府
立
図
書
館
〔
巻
上
欠
〕
蔵
)

大
本
。

举
辺

(
ニ
ー
了
五
>
<
ー
七

喱)
無
界
十
三
行
各
行
ニ
五
字
内
外
。

版
心
、
大
黒
ロ
、
「
中

抄

卷

下

(
丁
数
)
」
。
尾

題

「
中
庸
私
 

抄
章
句
之
終
」
。
経
の
全
文
を
録
さ
な
い
。

e

—

A'f私

物

耷句

序
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七
六

い
。
元
和
頃
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。
経
序
文
は
全
文
を
録
さ
な
い
。
斯
道
文
庫
本
は
、
栗

皮

表

紙

(
二
八
X
ニ
ニ
極
、
今
は
新
に
覆
表
紙
が
 

補
し
て
あ
る
)

は
原
装
表
紙
と
思
わ
れ
、
そ
の
裏
打
紙
に
は
古
活
字
版
「
格
致
余
論
」
の
断
簡
が
使
用
さ
れ
て
お
る
。

寛
永
七
年
刊
本
ニ
冊
(慶

応

大

•
東
京
教
育
大
•
京

大

•
東
北
大
等
蔵
、
流
布
多
し
)

大
本
。
単

辺

(
ニ

了

四

>
<
ー
六
*
ー
ー

喱、

ー
部
双
辺
を
交
う
)
無
界
、
注
文
十
六
行
、
各
行
経
文
大
字
十
六
字
、
注
文
小
字
字
数
不
等
。 

経
文
低
一
格
。
版
心
、
大
黒
ロ
、
「
中

庸

抄

上

(
下
)
(
丁
数
)
」
。外

題

「
中

庸

鈔

上

(
下
)
」
。
巻
末
刊
記
に
、
「
寛
永
庚
午
仲
夏
月
中
道
舎
 

重
刊
」
と
。
本
書
は
前
記
寛
永
七
年
刊
大
学
鈔
と
同
類
で
、
共
に
第
一
種
単
辺
十
六
行
古
活
字
本
の
覆
刻
で
あ
る
。

〔
江
戸
前
期
〕
刊
無
刊
記
本
ニ
冊
(
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵
)

大
本
。
単
辺
双
辺
混
交
無
界
注
文
十
六
行
。
前
記
寛
永
七
年
板
と
相
互
に
覆
刻
の
関
係
に
あ
り
、
無
刊
記
本
大
学
鈔
と
同
類
で
あ
る
。 

有
刊
記
本
の
方
が
先
行
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
序
•
経

伝

•
朱
注
の
首
句
を
摘
出
し
て
、
そ
の
下
に
講
義
筆
録
体
の
国
字
解
を
下
し
た
も
の
で
、
刊
本
の
よ
う
に
序
•
経
の
全

文
を
載
せ
た
の
は
後
人
が
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
前
掲
の
宣
賢
抄
と
同
箇
所
を
と
れ
ば
、

誠
ト
云
ハ
本
有
ノ
性
ソ
天
地
ノ
大
根
本
ノ
体
ソ
其
誠
カ
ラ
万
物
力
長
ソ
人
ノ
成
ス
ハ
サ
テ
ハ
ナ
ィ
誠
カ
ラ
自
然
ニ
万
物
力
成
就
ス
ル
ソ

道
ハ
無
情
ソ
体
ハ
道
理
ソ
道
カ
行
テ
給
ハ
レ
ト
云
ハ
ネ
ト
モ
人
力
行
へ
ハ
自
然
ニ
行
ハ
レ
テ
ユ
ク
ソ
、
レ
ハ
道
力
導
ク
ヤ
ゥ
ナ
ソ
是
ヲ

(株
)

.
事
相
テ
云
へ
ハ
万
木
ノ
長
シ
テ
ユ
ク
ハ
誠
ソ
校
根
ノ
生
長
ハ
自
然
ソ
〇
注
誠
以
心
i

心
力
有
テ
ソ
レ
カ
事
ヲ
生
ス
ル
程
二
心
カ
本
ソ
 

(寛
永
刊
本
に
拠
る
)

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
前
掲
の
宣
賢
の
中
庸
抄
が
著
者
の
直
接
の
著
述
体
で
あ
る
に
比
し
、
そ
れ
と
殆
ど
同
内
容
の
講
義
の
筆
録
体
で
 

あ
つ
て
、
此
は
前
掲
の
宣
賢
大
学
抄
と
大
学
聴
塵
と
の
関
係
と
全
く
同
一
で
、
同
書
に
対
す
る
解
説
は
そ
の
ま
\
本
書
に
移
す
こ
と
が
で



き
る
。
本
書
も
諸
本
共
に
講
者
を
録
し
て
い
な
い
が
、
宣
賢
が
恐
ら
く
同
書
と
同
じ
頃
に
行
っ
た
講
義
で
、
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
前
 

記
の
稿
本
中
庸
抄
に
比
し
て
、
引
用
文
等
は
か
な
り
省
略
す
る
か
和
訳
し
て
衍
述
し
、
全
般
に
簡
約
平
易
化
さ
れ
て
い
る
が
、
却
っ
て
本
 

書
の
方
に
の
み
見
ら
れ
る
解
説
も
存
し
、
講
釈
の
熟
達
枯
淡
の
風
は
大
学
抄
と
同
じ
く
晩
年
の
講
義
た
る
こ
と
を
し
の
ば
し
め
る
。
宣
賢
 

が
中
庸
を
講
述
し
た
年
月
は
前
記
の
宣
賢
点
本
の
中
庸
の
奥
書
に
自
記
し
て
あ
る
通
り
で
、
本
抄
は
最
晩
年
天
文
十
年
代
の
越
前
に
於
け
 

る
講
義
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
の
天
文
十
九
年
•
廿
ニ
年
の
ニ
写
本
は
成
立
後
間
も
な
い
頃
の
写
本
で
あ
ろ
う
。

㈡

烏
有
子
著
中
庸
章
句
童
子
訓
 

東
福
寺
霊
雲
院
蔵
〔近
世
初
〕
写
本
一
冊

改
装
。
新
補
縹
色
覆
表
紙
(
ニ

六

•
五

X
一

九

•
五
®
)
。
外

題

に

「
四
書
童
子
訓
卷
之
四
中
庸
章
句
全
」
と
。
元
表
紙
は
本
文
共
紙
。 

そ
の
左
肩
に
「
中
庸
抄
全
」
と
記
す
。
元
表
紙
•本
文
巻
頭
•巻
尾
に
「
霊
雲
院
」
の
朱
印
を
捺
す
。
字
面
高
さ
約
ニ
五
極
。
内
題
「
四
書
童
 

子
訓
卷
之
四

\

中
庸
章
句
序
。」

毎
半
葉
十
四
行
各
行
字
数
不
等
。
朱

序

•
経

文

•
朱
注
を
全
録
し
、
次

に

ゾ

•
也
混
合
体
の
仮
名
抄
を
 

記
す
。
朱
注
及
び
国
字
注
は
経
文
ょ
り
一
字
下
げ
、
朱
点
朱
引
を
附
し
、
序

•
経

*
早
句
に
は
訓
点
を
附
す
る
。
七
六
丁
。
巻
末
に
天
文
 

ニ
年
に
著
者
が
本
書
撰
述
の
趣
旨
を
記
し
た
次
の
奥
書
を
有
す
る
。

鳥
有
子
一
日
為
童
.蒙
校
四
書
之
次
見
一
条
台
閤
之
所
述
大
学
抄
一
巻
\
而
未
見
有
中
庸
抄
暇
日
考
之
本
注
新
注
採
之
輯
釈
或
問
等
渉

\

撒
諸
家
之
説
而
就
管
見
之
所
及
略
記
其
一
二
以
中
庸
章
句

\

童
子
訓
云
中
庸
三
十
又
三
篇
参
獨
相
承

伋以
伝
強
以
管
窺
解
和
\
訓
後
来

君
子
正
鳥
焉
省
天
文
癸
已
擲
筆
於
避
暑
台
下

\

鳥
有
子

即
ち
、
本
書
は
一
条
兼
良
の
四
書
童
子
訓
が
大
学
の
み

で

.、中
庸
が
な
い
の
で
、
そ
れ
に
倣
っ
て
、
四
書
輯
釈
及
び
朱
子
の
或
問
を
中
 

心
と
し
て
疏
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
書
自
ら
言
う
如
く
、
宋
元
の
諸
家
の
説
を
あ
げ
る
が
、
殆
ど
輯
釈
所
収
の
そ
れ
で
、
外
に
鄭
玄
注

七
七



七
八

も
参
照
し
、
桃
源
抄
を
引
く
所
が
一
条
あ
る
。
本
書
は

^
 

一
々
の
字
句
の
解
釈
ょ
り
は
、
各
章
の
大
意
と
各
章
間

i

 

の
脉
絡
を
明
か
に
し
、
孟
子
と
聯
貫
せ
し
め
て
朱
注
の

^

性
理
の
哲
理
を
究
め
ょ
ぅ
と
努
力
し
て
い
る
面
が
窺
わ
 

基,

れ
る
。

こ
の
意
味
に
於
て
は
、
当
時
の
抄
物
の
多
く
が
 

世
T

O
字
句
の
平
板
な
穿
鑿
に
渋
滞
し
て
い
た
の
に
比
し
て
甚

I

だ
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。当
時
の
水
準
と
し
て
は
、

#--■ヵ
な
り
ょ
く
カ
め
て
い
る
が
、
ま
だ
理
解
が
未

1,で
透
 

福東
徹
し
な
い
怨
み
を
免
れ
な
い
。

本
書
の
著
者
の
烏
有
子
と
は
誰
の
号
で
あ
る
か
不
明

で
あ
る
。
併
し
、
本

書

に

は

「
家
ノ
点
」
と
い
ぅ
こ
と
に
度
々
言
及
し
、
そ
れ
ば
清
家
点
を
指
し
、
例
え
ば
喜
怒
哀
楽
の
章
の
中
で
、

之
字
之
ト
ョ
ム
コ
ト
家
ノ
ナ
ラ
ィ
ニ
、

您シ
テ
ハ
、

ョ
マ
ヌ
ソ
、
之
ノ
字
ヲ
主
ト
ス
ル
処
テ
ョ
ム
ソ
、
之
ト
点
ス
ル
ハ
、
皆
家
ノ
点
デ
 

ハ
ナ
ィ
ソ
、
此
段
ノ
両
文
字
ニ
、
力
キ
リ
テ
、

コ
レ
ヲ
ト
ョ
ム
ソ
、
以
下
推

X

之
シ
ル
ヘ
シ
 

と
述
べ
る
態
度
は
、
著
者
が
清
原
家
の
人
た
る
こ
と
を
示
し
て
お
る
。
前
掲
の
清
家
の
中
庸
抄
と
対
比
す
る
為
、
前
掲
本
と
同
じ
箇
所
を
 

本
書
か
ら
引
用
す
れ
ば
、

コ
ノ
誠
ト
云
モ
ノ
ハ
、
本
有
ノ
性
ソ
、
人
カ

调琢
安
排
ス
ル
モ
ノ
テ
ハ
ナ
ィ
ソ
、
道
ハ
、
無
情
底
ト
尺
シ
タ
、
此
道
ヲ
、
行
テ
、
タ
マ
 

ワ
レ
ト
、
云
デ
ハ
ナ
イ
、
誠
ト
道
ト
ヲ
、
事
理

J
1

テ
、
タ
ト
へ
ハ
、
草
木
ノ

、
出
生
ス
ル
力
、
如
シ
、
ソ
ク
ハ
ク
ノ

、
根

力
ア
リ
、

枝

f
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葉
力
、

ア

ル

ハ

、

コ
レ
自
然
底

ナ

リ

、
実
有
底

ナ

リ

、
人

ノ

生

レ

テ
、

ク

ル

モ

、
自
然
ニ
シ
テ
、
耳
目
鼻
口
手
足
百
骸
ノ

ア

ル

モ

、
実
 

有

底

也

。

道
モ
自
然
ノ

理
ニ
シ
テ
、
此
人
力
做
得
タ
モ
ノ
ソ

、
此
、
人
力
ナ

サ

ス

ン

ハ

、

道

ハ

ア

ル

マ

ィ
ソ
、

人

ア

ツ

テ

、
道
ヲ
行
、

n 

レ
枝
葉
ノ
増
長
ス

ル

者
ナ
リ
、
ソ
レ
、
此
誠
字
、
即
是
天
命
之
性
、
是
物
之
所
ニ
以
自
成
；
此
道
字
是
率
性
之
道
、
是
人
之
所
当
一一自
行

i 

物
之
所
ニ
以
自
成
一
誠
以
\
心
言

\

本
也
、
道
以

X

理
言

X

用
也
、

ト
ア
ル
ソ
、

コ

レ

ニ
テ
、
ヨ
ク

キ

コ

へ

タ
、

コ
レ
人
ヲ

カ

リ

テ
、

ナ
ス
 

テ

ハ

ナ

ィ

、

人

1
1
具

足

シ

タ

、

誠

也

、

誠

ア

レ

ハ

、

行

フ

ノ

道

ア

リ

前
掲
の
中
庸
抄
と
そ
の
文
の
類
似
し
て
お
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
か
で
あ
ろ
ぅ
。
但
し
こ
の
引
用
の
所
は
相
似
の
最
た
る
も
の
で
、
本
 

n

日
の
悉
く
が
意
は
別
と
し
て
、
文
章
ま
で
こ
の
如
く
似
寄
つ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
上
の
所
か
ら
、
本
書
の
著
者
は
清
原
家
の
人
か
 

そ
の
親
近
者
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
き
足
利
衍
述
氏
は
、

然
ら
ば
烏
有
子
と
は
何
人
な
る
か
、
詳
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
此
書
の
章
句
は
、
清
原
家
本
に
ょ
れ
る
と
、
訓
読
及
講
義
の
要
点
の
十
中
の
 

七
八
、
宣
賢
の
訓
点
及
講
義
と
相
同
じ
き
ょ
り
観
て
.、
烏
有
子
は
宣
賢
の
匿
名
に
て
、
其
ー
講
な
ら
ん
か
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
清
原
家
系
 

統
の
学
者
の
著
な
ら
ん
か
。

(
八
六
七
頁
)

と
、
著
者
を
宣
賢
と
推
測
さ
れ
た
。
併
し
宣
賢
は
天
文
ニ
年
に
は
出
家
後
の
五
十
九
歳
の
円
熟
老
練
の
境
に
あ
つ
た
の
に
比
し
、
本
書
の
 

1
$

義
文
体
に
は
生
硬
の
気
味
を
残
し
、
壮
歳
ら
し
き
口
吻
の
見
え
る
の
は
、
宣
賢
の
晩
年
の
諸
著
作
の
風
に
類
し
な
い
。
仮
に
本
書
の
著
 

者
を
清
原
家
に
求
め
る
な
ら
ば
、
筆
者
は
寧
ろ
宣
賢
の
男
業
賢
と
考
え
た
い
。
業
賢
は
天
文
ニ
年
に
は
舟
七
歳
で
あ
る
。

本
書
は
清
原
家
の
講
抄
本
の
一
種
ら
し
い
が
、
同
家
の
他
の
大
学
抄
と
比
べ
る
と
異
色
が
あ
る
。
本
書
は
清
家
の
家
本
た
る
旧
本
に
拠
 

ら
ず
、
新
本
即
ち
輯
釈
本
に
拠
つ
て
い
る
。
但
し
そ
の
講
釈
中
に
、
新
旧
両
本
の
異
る
所
で
は
、
そ
れ
に
言
及
し
、
例
え
ば
第
一
章
天
命
 

之
謂
性
の
朱
注
「
蓋
人
知
己
之
有
性
而
云
々
」
の
箇
所
に
於
て
、

七
九



八
〇

蓋
以
下
元
本
ニ
ハ

別

ニ

シ
ル
シ
タ
、
元
本
一
一
云
蓋
人
之
所
以
為
人
(
中
略
)
所
宜
深
体
而
黙
識
也
、

コ
ノ
如
ク

ナ
ル
ヲ
輯
尺

本

一
一
ハ
ア

ラ
タ
メ

テ
ア

ル
ソ

、
ヤ
カ
テ
輯
尺
ニ
元
本
ニ
如
此
ア
ル
ト

ノ
セ
テ
、

浅
深
ノ
カ
ハ
リ
ア
ル
ト
云
タ

、

タ

、
シ
無

一
不
本
於
天
而
備
於
我

ト
云
語
カ
ヨ
イ
ト
云
テ
、
注
ニ
カ
キ
入
タ
ソ
、
元
本
ノ
如
ハ
含
蓄
シ
テ
不
尽
、
此
本
ノ
如
ク
ン
ハ
、
子
思
カ
意
ヲ
発
ス
ソ
 

と
両
本
の
得
失
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
引
用
の
国
字
注
は
輯
釈
所
収
の
先
師
(
陳
櫟
を
指
す
)

日
云
々
の
注
を
節
録
衍
釈
し
た
も
の
で
あ
 

る
0又

、
本
書
の
訓
点
は
ほ
^
清
原
点
に
則
つ
て
い
る
が
、
所
々
相
違
が
あ
る
。
即
ち
、
前
言
し
た
よ
う
に
宣
賢
も
家
点
(
所
謂
る
古
点
)
の
 

う
ち
改
訂
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
改
訂
即
ち
所
謂
る
新
点
通
り
に
訓
点
を
附
し
て
改
め
た
所
が
主
な
差
異
で
、
古
 

点
に
比
す
る
と
、
古
点
が
訓
読
で
あ
つ
た
所
が
や
\
音
読
の
方
に
転
じ
て
行
く
傾
き
を
見
せ
て
お
る
。
ま
た
前
掲
の
大
学
抄
よ
り
も
、
古
 

点
の
改
訂
に
つ
い
て
言
及
す
る
条
が
多
く
、
そ
の
説
明
も
詳
細
に
な
つ
て
い
る
。
第

廿

章

の

「
有
弗
学
学
之
弗
能
弗
措
也
云
々
」

は
、
従
 

来
の
清
家
点
は
、
「
学
ビ
弗
ル
コ
ト
有
ル
ヲ
ハ
学
フ
、
能
ハ
弗
レ
ハ
措
カ
ス
」
と
訓
じ
た
の
を
、
本

書

(新
点
)

は

「
学
ハ
弗
ル
コ
ト
有
ル
 

時
ハ
之
ヲ
学
テ
能
ク
セ
弗
レ
ハ
措
カ
ス
」
と
読
み
、

こ
れ
に
つ
き
、

家

ノ
点
ト

新
*

ト
カ

ハ
ル
ソ
、
家

ノ
点

ハ
、

一
句
^
^
^
云
ハ
タ
シ
タ
、
有

\

弗
一
学
々
之
ト
云
テ
、
弗
能
以
下
ヲ
ハ
又

划ニ
、

タ
イ
タ

ヲ
、
新

注

ニ

ハ
、
学
八
ヌ
事
ヲ
、
学
テ
、

ナ
ラ
ヌ
ト
テ

ハ
、
打
ヲ
カ
ヌ
ソ

、
ト
ニ
句
ヲ
ー
ツ
ニ

ハ
弁
ス
ル
ソ
、

コ
レ
カ
ヨ
イ
ソ
、

也
ト

云
字
力

、
一
句
テ

、
之

字

ハ
、
読
ソ
 

と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
従
来
の
清
家
の
態
度
と
は
些
少
立
場
を
変
え
て
、
輯
釈
を
中
心
と
し
て
諸
家
の
説
を
参
酌
し
て
な
お
精
密
に
朱
 

注
を
講
習
し
て
、
旧
来
の
家
説
を
再
検
討
し
よ
う
と
努
カ
す
る
徴
候
を
示
す
特
色
を
有
し
て
い
る
。
此
が
憚
る
所
あ
つ
て
名
を
烏
有
子
に



飯
託
し
た
所
以
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
方
向
は
既
に
宣
賢
が
道
を
拓
き
実
行
し
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
そ
れ
を
よ
り
意
識
し
て
い
 

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
元
明
の
末
疏
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
学
風
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
そ
の
儒
学
啓
蒙
時
代
を
通
じ
て
益
々
強
ま
り
、 

そ
の
あ
げ
く
は
四
書
大
全
風
の
末
疏
耽
読
の
儒
風
に
転
じ
て
行
っ
た
の
は
必
然
の
径
路
で
あ
る
。
当
時
詩
文
集
の
抄
説
の
態
度
は
瑣
末
の
 

詞
句
に
至
る
ま
で
群
注
を
輯
集
し
て
詮
索
に
耽
る
講
釈
で
あ
っ
た
。
室
町
時
代
の
経
学
は
ま
だ
そ
こ
迄
進
ま
な
か
っ
た
。
勿
論
本
書
は
諸
 

家
の
説
を
博
く
跋
渉
す
る
と
い
う
程
の
注
釈
で
は
な
い
が
、
経
学
の
講
義
に
於
て
も
や
が
て
煩
瑣
な
注
釈
学
に
転
じ
よ
う
と
す
る
微
響
を
 

夫
文
初
に
仄
聞
す
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

「
成

篑堂
善
本
書
目
」
に

「
中
庸
鈔
一
巻
一
冊
」
を
著
録
し
、

「
室
町
末
期
写
本
。
十
二
行
書
写
。
朱
点
附
仮
名
講
説
」
と
。
形
態
が
 

室
町
期
の
仮
名
抄
の
如
く
見
え
る
も
の
に
、
大
和
文
華
館
蔵
「
中
庸
抄
」

〔
近
世
初
〕
写
本
一
冊
が
あ
る
。
此
に
は
角
倉
素
庵
の
跋
文
が
 

あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
友
人
忘
筌
子
な
る
者
が
細
川
忠
利
公
の
命
に
よ
り
謄
録
編
輯
し
た
と
。
元
和
末
寛
永
頃
の
成
立
で
あ
ろ
う
。

提
 

要

'
学
庸
に
関
す
る
現
存
の
古
写
本
並
に
邦
人
が
撰
し
た
注
釈
書
類
か
ら
見
る
時
、
鎌
倉
室
町
時
代
を
通
じ
、
薩
南
の
ご
く
一
部
を
除
き
、 

そ
の
所
拠
の
テ
キ
ス
ト
は
鎌
倉
時
代
夙
に
伝
つ
た
と
思
わ
れ
る
宋
元
版
系
の
旧
本
に
属
し
、
朱
子
章
句
講
書
の
参
考
書
と
し
て
最
も
多
く
 

使
用
さ
れ
た
の
は
倪
士
毅
の
四
書
輯
釈
で
あ
っ
た
◦
そ
の
訓
点
は
、
王
朝
以
来
の
礼
記
の
古
点
に
基
づ
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
後
期
に
は
定
 

ま
り
、
そ
の

博
士
家
点
が
近
世
初
期
ま
で
一
般
に
襲
用
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
訓
点
の
始
源
を
な
す
岐
陽
•
文
之
等
の
改
点
は
室
町
時
代
は
 

ま
だ
一
部
に
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
学
庸
の
講
説
は
清
原
•
菅

原

•
中
原
の
博
士
家
や
特
に
五
山
の
禅
林
の
間
に
行
わ
れ
た
が
、
清
家
 

に
は
良
賢
•
業

忠

•
宣
賢
等
の
名
儒
が
輩
出
し
て
講
説
に
力
め
た
為
に
、
他
の
群
経
に
於
け
る
と
同
様
、

こ
\
に
も
清
家
の
権
威
は
他
を



庄
し
て
、
経
学
界
の
泰
斗
の
地
位
を
占
め
、
訓
点
注
釈
共
に
我
が
国
中
世
の
学
庸
講
究
に
関
す
る
業
績
一
切
を
集
成
し
た
の
は
清
原
宣
賢
 

で
あ
る
。
そ
の
講
説
は
章
句
の
字
義
上
の
解
釈
と
し
て
は
委
曲
を
尽
し
て
平
易
明
解
に
解
釈
し
、朱
子
学
の
理
解
も
か
な
り
の
域
に
達
し
、 

啓
蒙
的
な
解
説
の
役
割
は
よ
く
果
せ
ら
れ
て
お
る
。
併
し
学
庸
章
句
本
来
の
意
義
か
ら
見
る
時
、
堂
に
升
っ
た
と
は
仮
に
言
い
得
て
も
、 

果
し
て
室
に
入
っ
た
と
は
評
し
得
よ
う
か
。
当
時
の
学
庸
享
受
の
態
度
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

宋
学
が
漢
唐
古
注
の
儒
風
に
対
し
て
唱
導
し
た
学
風
は
、
記
誦
詞
章
の
虚
学
に
非
ず
し
て
、
己
の
為
に
学
を
求
め
る
真
摯
な
自
覚
的
求
道
 

心
に
発
す
る
天
人
を
一
貫
す
る
倫
理
秩
序
の
確
立
に
あ
り
、
即
ち
修
己
治
人
の
儒
教
本
来
の
実
学
の
精
神
の
覚
醒
に
あ
っ
た
。
学
庸
は
宋
 

学
の
綱
領
条
目
を
提
示
し
、
初
学
徳
に
入
る
の
門
、
孔
門
伝
授
の
心
法
と
し
て
、
特
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
学
庸
の
講
習
は
こ
の
 

革
新
的
な
儒
学
精
神
の
喚
起
が
行
わ
れ
て
こ
そ
、
正
し
い
享
受
と
称
し
得
よ
う
。
し
か
る
に
当
時
代
の
学
庸
の
講
習
は
、
概
し
て
鄭
玄
の
 

注
に
代
え
る
に
朱
子
の
章
句
を
以
て
し
、
孔
穎
達
の
疏
の
地
位
に
倪
士
毅
の
輯
釈
を
置
い
た
ま
で

'̂あ
っ
て
、
そ
の
態
度
は
本
質
的
に
は
 

依
然
と
し
て
記
誦
詞
章
に
跼
蹐
す
る
講
釈
の
域
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
に
於
て
朱
子
学
を
そ
の
思
想
的
な
一
新
学
派
と
し
 

て
把
握
し
よ
う
と
す
る
自
覚
は
稀
薄
で
あ
る
。
そ
の
講
義
中
に
は
性
道
教
を
説
き
、
明
徳
を
明
か
に
し
、
中
和
の
理
を
高
唱
し
、
ま
た
禅
 

僧
の
詩
文
に
は
宋
学
の
術
語
が
住
々
用
い
ら
れ
る
。
併
し
そ
の
性
埋
の
説
は
、
禅
意
を
説
明
す
る
簡
易
な
一
方
便
、
そ
の
通
俗
版
に
過
ぎ
 

な
い
。
儒
意
を
説
く
に
•
俗
耳
に
入
り
易
か
ら
し
め
ん
為
に
、
因
習
に
従
っ
て
仏
意
を
借
り
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
実
は
仏
意
を
説
く
 

に
、
よ
り
簡
便
な
儒
語
を
借
り
る
と
い
う
の
が
当
時
の
真
相
に
近
い
。
外
典
に
耽
る
こ
と
を
厳
し
く
戒
め
た
義
堂
が
、
為
政
者
に
語
る
と
 

は
云
え
、
説
く
に
却
っ
て
大
学
を
以
て
し
た
の
は
何
故
か
。
仏
を
陽
に
し
儒
を
陰
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
滔
々
た
る
趨
勢
は
何
を
物

る
か
。
学
庸
が
漸
次
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
時
代
が
漸
く
仏
よ
り
儒
に
移
ら
ん
と
す
る
理
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。
何
故
に
し
か
. 

る
か
は
別
に
細
論
し
た
い
。



記
誦
の
講
説
中
異
彩
を
は
な
っ
て
宋
学
の
思
想
的
理
解
に
迫
ら
ん
と
し
た
の
は
、
僅
に
一
条
兼
良
の
四
書
童
子
訓
で
あ
る
。
併
し
、
そ
 

れ
も
旧
習
を
廓
清
し
て
意
を
治
国
平
天
下
に
用
い
ん
と
す
る
志
気
に
乏
し
く
、
そ
の
工
夫
は
性
心
の
一
偏
に
著
す
る
憾
み
を
免
れ
な
い
。 

併
し
、
そ
れ
を
兼
良
に
、
否
、
こ
の
時
代
に
要
求
し
期
待
す
る
の
は
酷
で
あ
り
、
時
代
錯
誤
で
あ
ろ
ぅ
。

本
邦
儒
学
伝
系
上
中
世
時
代
に
そ
の
脊
梁
を
仰
ぐ
な
ら
ば
、
上
に
花
園
上
皇
ま
し
ま
し
、
北
畠
親
房
が
控
え
る
。
筆
者
は
そ
れ
に
続
く
 

も
の
と
し
て
、
従
来
見
落
さ
れ
た
花
山
院
長
親
•
一
条
兼
良
の
ニ
卿
を
特
に
点
綴
し
た
。
長

親

•
兼
良
は
親
房
に
比
し
豪
宕
の
気
象
は
も
 

と
ょ
り
同
日
の
論
で
は
な
い
。
升
り
興
ら
ん
と
す
る
時
代
の
勢
は
人
の
心
を
弾
ま
せ
、
そ
の
志
の
之
く
所
を
直
進
せ
し
め
、
そ
の
器
量
を
 

伸
ば
し
、
そ
の
功
業
を
達
せ
し
め
易
い
。
降
り
衰
え
亡
び
ん
と
す
る
時
代
の
悲
し
さ
は
人
の
心
を
鬱
屈
せ
し
め
、
そ
の
志
の
之
く
所
を
曲
 

滞
せ
し
め
、
そ
の
器
量
を
蹙
め
、
事
志
と
反
せ
し
め
易
い
。
室
町
時
代
知
識
人
の
要
求
し
た
も
の
は
歌
で
あ
り
、
故
実
で
あ
り
、
詞
藻
で
あ
 

っ
た
。
人
は
当
面
の
要
需
に
繫
縛
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

ニ
卿
は
夫
々
当
代
並
び
な
き
歌
学
の
重
鎮
と
仰
が
れ
、
博
学
宏
才
の
古
典
注
釈
 

家
の
令
名
を
後
世
に
伝
え
た
。
併
し
そ
れ
は
志
の
之
か
ん
と
す
る
所
で
あ
っ
た
ろ
ぅ
か
。
兵
連
っ
て
禍
結
ぶ
闇
は
深
く
し
て
暁
は
遠
か
っ
 

た
。
併
し
刻
々
暗
は
昧
に
移
り
、
味
は
や
が
て
暁
を
迎
え
る
は
数
で
あ
る
◦
字
義
の
講
釈
は
理
解
消
化
か
ら
創
造
へ
と
進
む
一
過
程
で
あ
 

る
。
学
庸
の
訓
話
注
釈
の
講
釈
と
雖
も
、
学
庸
g
体
が
内
包
す
る
精
神
は
自
ら
暗
々
裡
に
受
教
者
の
機
根
に
応
じ
て
滲
透
す
る
。
学
庸
の
 

講
誦
は
儒
道
復
興
の
微
々
幺
々
た
る
種
子
を
、
万
世
の
為
に
太
平
の
開
か
れ
ん
こ
と
を
翹
望
す
る
瞑
々
た
る
世
運
に
乗
せ
っ
\
、
人
と
機
 

と
の
至
り
遭
ん
こ
と
を
待
ち
つ
乂
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

併
し
文
運
の
進
展
の
一
陽
来
復
は
_
然
現
象
の
循
環
で
は
な
い
。
暗
黒
時
代
中
と
雖
も
、
前
を
承
け
て
後
を
繫
ぐ
思
想
家
の
出
現
が
な
 

け
れ
ば
、
次
代
を
創
造
す
る
文
芸
復
興
の
来
復
は
望
ま
れ
ぬ
。
経
書
の
文
字
読
み
の
間
に
、
ま
た
古
今
伊
勢
源
氏
の
講
筵
歌
合
の
遊
芸
の
 

陰
に
、
こ
の
時
代
に
も
亦
囊
中
の
錐
を
見
出
す
こ
と
は
、
次
の
時
代
を
予
見
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

八
三



八
四

附
記
本
稿
は
上
記
の
貴
重
な
諸
本
の
閲
覧
並
に
複
写
を
心
ょ
く
許
可
さ
れ
た
所
蔵
者
各
位
の
御
厚
意
の
賜
物
で
あ
る
。

深
く
感
謝
の
意
を
表
す
 

る
次
第
で
あ
る
。
所
蔵
者
の
御
都
合
に
ょ
り
、
末
だ
閲
覧
を
得
な
い
本
は
、
未
見
と
し
て
掲
げ
て
推
定
の
解
説
を

跗し
た
が
、
い
ず
れ
謌
査
 

，の
機
会
を
恵
ま
れ
た
上
で
、
補
正
を
加
え
る
所
存
で
あ
る
。

追

記

七

〇
頁
以
下
の
的
清
原
宣
賢
著
中
庸
抄
に
属
す
る
諸
本
の
中
で
、
書
き
も
ら
し
た
も
の
に
学
習
院
大
学
図
書
館
蔵
が
あ
る
。

学
習
院
大
学
図
書
館
蔵
慶
長
十
九
年
写
本
中
庸
鈔
一
冊

淡

香

色

地

表

紙

(
ニ

六

.

.

.
三

x

1
八

.
五

喱)。
外

題

「中
庸
鈔
」
。
卷
首
に
、
「東
」
「北
小
路
」
等
の
朱
印
あ
り
。
字
面
高
さ
約
廿
四

犍。 

毎
半
葉
十
四
行
各
行
字
数
不
等
。
朱
点
朱
引
を
施
す
。
九
三
丁
。
尾
題
「
中
庸
章
句
終
」
の
下
に
、
「壺
隠
所
持
之
内

J

の

墨

書

が

あ

り

，
、
次

 

葉
に
次
の
奥
書
を
有
す
る
。

大
永
丁
亥
林
鐘
乙
卯
申
請
家
君
御
抄
遂
写
功

\

訖
大
外
記
清
原
在
判

\

 

相
斎
和
尚
在
印

慶
長
十
九
年
以
久
望
而
写
訖
只
恐
情
人
書

\

之
間
多
謬
者
乎
呼
戲
/
山
下
立
子
(花
押
)

こ
の
奥
書
の
大
外
記
清
原
と
は
業
賢
の
こ
と
で
、
家
君
と
は
宣
賢
を
指
す
。

こ
の
中
庸
抄
の
撰
者
を
筆
者
は
宣
賢
と
推
定
し
た
が
、

こ
の
 

奥
書
は
そ
れ
を
確
実
に
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
同
館
に
は
江
戸
前
期
頃
の
写
本
「大
学
抄
」

一
冊
を
蔵
す
る
が
、

そ
の
成
立
は
室
町
時
代
で
は
な
く
、
江
戸
前
期
に
降
る
も
の
 

で
あ
る
。


